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イントロ　お兄ちゃんに秘密があります







　お兄ちゃんのことが好きだった。

　あ、いや、別にあれだよ。変な意味じゃないからね、これ。好きっていうのは家族として好きってことだから。あぁ、なに一人で言い訳してんだ、恥ずかしいっ。

　お兄ちゃんはとっても可愛かわいい！

　きっと女の子の私より可愛くてモテモテだ。

　しかも、高校生になってから、どんどん可愛くなってる！　どゆこと!?

　私もお兄ちゃんを見てるとほっこり癒いやされる。家に帰って、リビングで編み物なんかしてるお兄ちゃんを見ると、その日にあった嫌いやなことなんか吹っ飛んじゃう。

　たとえば……今みたいなこともね。

　と、とと、現実逃とう避ひをやめてちゃんと前を見る。

　駅前の喫きつ茶さ店てん『タンバリン』の入口に立っていた。

　右を見て、左見て、もっかい右。

　よっし、おっけ。周りに知ってる人がいないのを確認してから、中に入る。

　カランコロン、ってドアに付いた鈴すずが鳴る。いつもご苦労、鈴っ。

　中はごく普ふ通つうの喫茶店だった。カウンター席にテーブル席が四つ。今、お客さんがいるのは奥おくのテーブルだけだ。

　ぬぅーんってカウンターから顔を出したのは、金きん髪ぱつの坊ぼう主ず頭あたまさんだった。

　目が細くて、眉まゆが薄うすくて、見た目はかなり怖こわい。おまけに体が大きくて強そうだ。エプロンを掛けてるので、かろうじて喫茶店の店員さんだってわかる。エプロンにはカワイイ犬のイラストがプリントされていて……そのギャップが、また別の意味で怖い。

　エプロンの下に着てるのは、お兄ちゃんも通ってる神かみ折おり高こう校こうの制服。さらに見かけによらず、この人はまだ高校生なんだ。

　坊主頭の先せん輩ぱい、丹たん波ばさんは私を見ると、ちょっとだけ目を潤うるませる。

「…………ぉぅ」

　これが、丹波さんなりの挨あい拶さつだった。相変わらず無口な人だ。

　それから、無言で奥のテーブルを指差す。

　店にいるお客さんは、三人だけだった。みんな、高校生。お兄ちゃんと同じ神折高校の制服。でも、タイプはまったく違う。

　三人のうち二人は、いかにも不良！　みたいな格好をしていた。

　茶色い髪かみ、着き崩くずした制服、アクセサリーにピアス、ベルトからはじゃらりとチェーンが垂れてる。

　三人の先せん輩ぱいたちは、今日きようも子供みたいにはしゃいでいた。

「ぎゃー、こっちきたー、誰だれだ、ギガンテスクいけるっていったの」

「おい、まず尻尾しつぽだ、尻尾斬きれ、お前が逃げたら話にならんだろっ」

「無理っす。誰ですか、今のレベルだと余よ裕ゆうっていったのっ」

　携けい帯たいゲームでこんなに盛り上がってる不良って、なんかヤだ。

　丹たん波ばさんがカウンターから出てきてくれたけど、熱中してるところに声かけていいのか迷ってるみたいで、私の横でオロオロしている。こんなに怖い顔なのに、すっごい気が弱い人なんだ。

　私はいちばん手前に座ってる、一人だけ不良っぽくない黒くろ髪かみの先輩に近づいて、肩かたをつっつく。

「どうしたんすか、丹波さん。今、いいとこなんでできれば後に──ん？」

　と、先輩は私を振ふり返かえったとたん、勢いよく椅い子すから立ち上がった。

「バンビちゃんっ、あ、ちょっとストップですっ。ゲーム止めてください」

　不良っぽくない先輩が叫さけぶと、茶ちや髪ぱつの二人もすぐに気づいてくれた。

「あ、バンビたん、来てくれたんだねっ！」「よかった、信じてたよ、バンビたんっ！」

　あー、また言ったぁ。バンビって呼ばないでっていつも言ってるのに。

　私の名前は文ふみ野の万ばん里り、だから友達からはバンビってあだ名で呼ばれてる。でも、こんな怖い先輩に呼ばれるのってなんか複雑っ。しかも、たんってなに。焼肉？　牛タンみたいなの？　いみわかんないっ。

　わざとらしくため息をついて、正面の不良っぽくない先輩を見る。

　この人だけは、小さい頃ころから知っていた。お兄ちゃんの友達だったからだ。今もたまに家に遊びに来るし、一いつ緒しよに遊んでもらったことだってある。

　名前は古ふる井い武たけ一いちさん、そのまんまだけど、武一さんって呼んでる。ちょっと茶色で短めの髪に整った顔立ち。背が高くて、体もがっちりしてて、いかにもスポーツマンって感じだ。学校ではモテるんだろうなって思う。

「武一さん、いえ、皆みなさん、バンビって呼ぶのやめてくださいって前に言いましたよね？」

　すぐに武一さんと、他の二人の先輩が慌あわてて声を上げる。

「あっ、ごめんっ」「ご、ごめんなさい」「ごめんなたんっ」

　ごめんなたんっ!?　もうヤだ、このダメ不良ズ。

　あぁ、早く帰ってお兄ちゃんと一緒にリビングでテレビ見たい。お兄ちゃん成分が足りなくなってきた。

　空いている椅子に座ると、すかさず、丹波さんが私の好きなストロベリーパフェを運んできてくれた。

　……くぅ、あぶない、思わず笑顔になりそうになった。私はそんなに安い女の子じゃないよ。

「やった、イチゴ作戦成功っすね」「バンビちゃん笑ってた」「機き嫌げん、なおったかな？」

　だーもー、聞こえてますっ。でも、これはこれで、いただきますけどね！

「で、今度はなにがあったんですか？　早く帰らないとママに怒られちゃうんで、手短にお願いします」

「あのさ、もうすぐ、お祭りの季節なんだ。それで、万ばん里りちゃんに手伝ってもらいたいことがあってさ」

　武たけ一いちさんが代表して話し始める。

　ちなみに、武一さんは高校一年生。他の不良っぽい先せん輩ぱいたちはみんな二年生だから、このグループの中じゃ一番後こう輩はいってことになる。でも、実質このグループを仕切ってるのは、全然不良っぽくない武一さんだった。たぶん、他の人たちが頼たよりにならないからだと思う。部長の丹たん波ばさんは極度の人見知りだし、茶ちや髪ぱつの二人はゲームやって騒さわいでるとこしか見たことない。

　そもそも、この人たちは不良ってわけでもない。ちゃんとした、神かみ折おり高こう校こうに存在するクラブなんだ。

「なにか、出店でもやるんですか？」

　神かみ折おり町まちでは七月の夏休み前に、お祭りが開かれる。名前は長なが月つき祭まつり、けっこう大きなお祭りで、市街からも大勢の観光客がやってくる。

「いや、そっちの祭りじゃないんだ。ほら、俺おれらが年に一度だけ活動するビックイベントが、同じ日にあるんだよ。って、知ってるよね？」

「ええ、まぁ。がんばってください」

　ストロベリーパフェにスプーンをさくっと刺さして、そっけなく答える。てっぺんにのっかってるウエハースを食べるタイミング、いっつも迷うんだよなぁ。

　わかってた。この人たちの祭りっていうのは、長月祭のことじゃない。同じ日の朝にこっそり開かい催さいされる、もう一つの伝統……『裏うら祭まつり』のことなんだ。

「それで、ビックイベントの一週間前にさ、出場する七つの高校の顔合わせがあるんだ。あと、トーナメントの組み合わせ抽ちゆう選せん会かいもしないと……来て、くれるよね？」

「抽選会を仕切るくらい、皆みなさんでもできるんじゃないですか」

「この人たちに、それができれば苦労しないっ」

　武一さんが言うと、丹波さんと茶髪の二人がぶんぶんって頷うなずく。

　そして、全員揃そろって、雨の中に捨てられてる子犬みたいに、寂さみしそうな目で見つめてくる。

　あぁ、これだ。私がずっとこの人たちの相談相手になってるのは、これが、放っておけないからなんだ。

「俺じゃ、あの人たちまともに話聞いてくれねぇんだよ。ほら、俺って、どう見ても普ふ通つうの高校生だろ？　部長は人前で話するの苦手だし」

　部長っていうのは丹たん波ばさんのこと。恐おそろしく人見知りで無口な丹波さんは、会議ではほとんど役に立たない。

「この店のイチゴパフェ、一年間無料にするからっ」

「この前が欲しがってたＵＦＯキャッチャーの猫の人形、コンプリートするから」

　茶ちや髪ぱつの二人も言ってくる。丹波さんが後ろで、おぉ、と頷うなずく。

「あぁー、もう、わかりましたっ。やりますよっ！」

　ぱっと、先せん輩ぱいたちの顔が輝かがやく。

「ありがとう、バンビちゃん！」「ありがとうっ！」「ありがたんっ」

　ありがたんっ!?　でも、こうやって感謝されるの、嫌きらいじゃない私がいるから困る。

「いつ、ですか？」

「お祭りの一週間前の放課後だ。場所はこの喫きつ茶さ店てん。もちろん、俺おれと部長もくるからさ。それから、これ。いつものやつ」

　武たけ一いちさんが、紙かみ袋ぶくろを渡わたしてくれる。

　中に入っていたのは、ピンク色のスカジャン。背中には上のぼり竜りゆうの刺し繡しゆうがされてる。

　これが、私がこの人たちを手伝うときの衣装だった。

「……ありがとう、バンビたん」

　背後から、低いくぐもった声が聞こえた。

　ずっとカウンターの向こうでオロオロしてた丹波さんが、勇気を振ふり絞しぼって言ってくれる。

　それを追っかけるように、他の不良の先輩二人も言ってくる。

「ほんとありがとう、バンビたんっ」「信じてたよ、バンビたん」

　仕方なく、制服の上から袖そでを通してみる。その瞬しゆん間かん、カチリ、と頭の中でスイッチが切り替わる音がした。

　すっと大きく息を吸い込む。

　目を瞑つむり、お腹の底に力を溜ためる。




「てめぇら、バンビって呼ぶんじゃねぇって、何度いったらわかんだ、あぁ！」




　狭せまい喫茶店に、自分の声がビリビリと響ひびき渡わたるのがわかった。

　不良っぽい先輩たちは、びっくりしたみたいに目を見開いていた。武一さんだけが、どこか悪戯いたずらっぽい笑顔で私を見ている。

　あぁ、自分がいやになる。

　これが、ピンクのスカジャンを着た時の設定だった。

　ナンダカンダいって、私もけっきょくノリノリなんだ。

　皆みんなが、ありがとうバンビたん、って連呼してくる。

　あー、はいはい、って思うけど、それでも悪くない気がしてる自分がいる。

　でも、長居は無用だ。パフェを食べたら早く帰らないと、ママに怒おこられちゃう。

　と、とと、その前に、思い出して顔を上げる。

「あ、武たけ一いちさん、あの、お兄ちゃんのことですけど」

「わかってる。バンビちゃんに助けてもらってることは、ハルにはぜったい言わない」

「ホントに、よろしくお願いしますね」

　喫茶店を出て、皆が送ろうかって言ってくるのを丁重に断ってから家に帰る。皆さんと町を歩いてるとこをママに見られたら、朝まで家族会議が開かい催さいされちゃうよ。

　胸ポケットから生徒手帳を取り出す。そこに挟はさまってるのは、私とお兄ちゃんが並んで映ってる写真だ。

　私たちはよく似ている。でも、お兄ちゃんの方がずっと可愛かわいい。短めに揃そろえた黒くろ髪かみ、お人形みたいに整った顔立ち、丸くて可愛い目、背は私よりも拳こぶし一個分くらい高い。

　そういえば、お兄ちゃん、最近なんだか帰りが遅い。

　昨日きのうも帰ってきたのは暗くなってからだった。部活とかに入ったのかな。

　なんか危ないことやってないよね……ちょっと、心配だよ。
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　このごろ町に流は行やるもの、祭り、川かわ床どこ、人形泥どろ棒ぼう。

　ぽつりと呟つぶやくのが隣となりから聞こえて、語ご呂ろの悪さにがっかりする。

　祭りってのは、この町で毎年七月に開かれる長なが月つき祭まつりのことだ。

　なんでも、この町の神社に奉まつられている歌神様がこの町にやってきたのは大昔の七月らしい。大昔がいつなのかはわからないのに、七月だってのは残されてるんだから、口頭伝承っていうのは都合いいよね。歌の神さまのお祭りだけあって、音楽をテーマにしたイベントがたくさん予定されている。だから、この時期に町を歩くと、あちこちから祭まつり囃ばや子しや合唱の練習をする声が聞こえてくるんだ。

　川床っていうのは、この町の真ん中を流れる神かみ折おり川がわ、そこで夏の間だけ作られる高たか床ゆかのこと。お弁当を持っていけば、川の上に組み上げられた高床の上で風流に食事ができる。長月祭の時は、ここがメインステージになる。

　問題は、最後の一つ。

　人形泥棒。ここ一週間、町中で人形が盗ぬすまれるという事件が続発していた。しかも奇妙なことに、人形を盗むのと引ひき換かえに五円玉が残されるらしい。

　玩具おもちや屋やさんから、学校から、子供たちの部屋から、たくさんの人形がいなくなった。その数は、とっくに百を越えている。普ふ通つうの泥棒の仕業じゃないのは間違いなかった。

「こんなことできるのって、やっぱり『隠かくれ謡うた』だよね」

「いえ、決め付けるのは尚しよう早そうですよ。人形専門の盗とう賊ぞく団だんが町に入った可能性も捨て切れません」

　横から真しん剣けんな声が返ってきた。そんなのいるっ!?

　人形専門の盗賊団。「いくぞ野郎ども、今夜の獲え物ものは右耳に赤リボンのあのネコちゃんだ！」イメージしたら、ちょっと可愛かわいい集団になった。

「でも、どちらにしろ、許されない行為であることには違いありません」

　と、怒いかりが込められた言葉が付け足される。その声は、いつも以上に使命感に燃えていた。

　振ふり向むくと、砂すな原はらさんは凛りんとした姿勢で正座していた。

　腰まで届く流れるような黒髪、百ゆ合りの花弁のように白い肌はだ、小さな顔に端たん正せいな顔立ち。服装は、赤と白の巫み女こ装しよう束ぞくに包まれている。その姿に、格子ごしに降り注ぐ月光が作り出す、網あみ目め状のシルエットが掛かって……まるで、一枚の絵画みたいだった。

　僕たちは今、歌うた祓はらい神じん社じやの拝はい殿でんの中にいる。

　この町でもっとも長い歴史を持つ神社だ。もうすぐ日付が変わるくらいの真夜中、眠ねむたい目をこする。そして、月の光が降り注ぐ境けい内だいを、拝殿の格子ごしに窺うかがっていた。

　周囲を木に囲まれた狭い境内には、登り口から拝殿まで石いし畳だたみが伸のびている。拝殿の前には、賽さい銭せん箱ばこが置かれていた。

　その賽銭箱の上に、ちょこんと、一ひと抱かかえもあるウサギが座っている。

　僕が部屋から持ってきた、大事なヌイグルミだった。

「……ごめんね、ルー」

　ぽつりと呟つぶやく。ルー、っていうのはウサギのヌイグルミにつけた名前。

　僕はもちろん男だけど、ヌイグルミが好きだった。別に、女の子みたいに可愛かわいいから、とかじゃない。ふかふかしてるから、それだけっ。言い訳になってるかな。

　中でも一番好きなのが、ウサギ、だった。

「大だい丈じよう夫ぶですよ、文ふみ野のくん。ルーさんを取られるようなことはしません」

　砂すな原はらさんが真しん剣けんに答える。ヌイグルミをさん付けで呼ぶのってなんか変だよね。

　僕たちがこんなことをしてる理由は、人形泥どろ棒ぼうを捕まえるためだ。

　ルーを囮おとりにして、盗みに来た犯人を捕まえる作戦だった。

　普ふ通つうの泥棒相手なら、なんて間抜けな作戦だろうって思う。でも、相手がもし普通の泥棒じゃなかったら、こんなのでも十分に有効な罠わなだった。

　拝はい殿でんの中には、もう一人、ちっちゃい女の子がいた。

　ヨミちゃんは、もうとっくに見張りに飽あきて、僕の横で眠ねむたそうにうつらうつらしていた。

　小学校の低学年くらい。大きな目はいっつも楽しいものしか映さないみたいにキラキラしてる。両サイドで結ばれたサクラ色の髪は、今日も元気に、ぴん、って孔く雀じやくの尻尾しつぽみたいに跳はねていた。ショートパンツに薄うす手でのパーカー、天気に関係なく履はいてるのはいつも長なが靴ぐつだ。

　ヨミちゃんの手には、変わったものがあった。細長い木の棒の先に、階段状に切って束にした紙を取り付けたもの。神社で御お祓はらいなんかに使う御ご幣へいっていう道具だ。ヨミちゃんはそれを背後に回して、背中をポリポリってかく……そんな風に使っちゃだめだよっ。

　と、突とつ然ぜん、そのヨミちゃんが声を上げた。

「なんか、とんでくるなー」

　え、なに？　寝ね言ごとじゃないよね？

　そこから一いつ拍ぱく遅れて、

　歌が、聞こえた。





　かってうれしい　花いちもんめ

　まけてくやしい　花いちもんめ






　聞こえてきたのは、有名な童どう謡ようだった。

　謡うたってるのは女の子の声。どこから聞こえてくるのかはわからない。まるで耳に直接響ひびいているような方向性の無い音だった。

「やっぱり、『幽かくり神がみ』だったのは間違いないみたいだね」

　僕が言うと、砂原さんは小さく頷うなずいた。

「人形専門の愉ゆ快かいな強ごう盗とう団だんはいませんでしたか」

「なんで、ちょっと残念そうなのっ!?」

　『幽かくり神がみ』は、僕がつい半月ほど前、砂すな原はらさんと出会って知った世界の真実だった。




　この世界は、二つの階層から成っている。

　見えるものの世界『物うつし世よ』、見えざるものの世界『幽かくり世よ』だ。

　人は『物世』に体を、『幽世』に魂たましいを持っていて、二つの世界が『言葉』で繫つながることによって生きている。ううん、人だけじゃない、あらゆる生命が、そうやって存在している。

　だけど中には、繫がりを失ってしまった者たちがいる。神話や御お伽とぎ噺ばなしの中で語られる存在のことだ。すなわち、神や妖よう怪かいや天使や悪あく魔まや呪のろい。彼らは大昔の人たちによって言葉を奪われ、『物世』から追い出されたんだ。

　彼らには帰巣本能があって、なにかきっかけを見つけてはこの世界に入り込もうとしている。

　そのきっかけの一つが、『隠かくれ謡うた』だった。

　彼ら呼び込むには二つの物が必要になる。一つは、『物世』と『幽世』を繫ぐための強い言葉、そしてもう一つが儀ぎ式しきなんだ。儀式には色々なものがある。魔ま方ほう陣じんやお札、呪じゆ文もんや生いけ贄にえ……そして、謡。

　この地域は、謡による儀式が大きな力を持つ特異な場所だった。

　その中でも、人の負の心、妬ねたみや憎にくしみや怒いかりなんかから生まれた言葉と結びついて、人に害を与える怪かい異いのことを『幽神』って呼んでいる。




「……なるほど、『花いちもんめ』でしたか」

「なるほど、ってどういうこと。どんな訳がされてるかわかるの？」

「ええ、全てのつじつまが合います。文ふみ野のくん、『花いちもんめ』の、もんめ、ってなんのことだか知っていますか？」

　……もんめ。聞いたこともなかった。考えてみたけど、つまんない冗じよう談だんくらいしか閃ひらめかない。

「ええっと、豆とう腐ふのしゅる」

「無理に冗談言わなくていいですよ。文野くんはそういうの、向いてないですから」

「さらりと傷ついた！」

「もんめ、とは古い重さの単位です。一いち匁もんめは三・七五グラム。この単位はお金に密接に関係していて、江戸時代でいう一いち文もんの重さでした。それは現在にも受うけ継つがれていて、五円玉の重さがちょうど一匁ですね」

　そうなんだ、豆腐じゃなかったんだ。別にいいもんめ。と、心の中で浮うかべる。

「……文野くん、だから言ったのですよ」

　うそっ、声に出してたっ!?　出してないよねっ！

　照てれ隠かくしみたいに、事件のことを考える。

　たしか、盗まれた人形の代わりに、五円玉が置かれるって噂うわさになっていた。

　つまり人形の代わりが、一いち匁もんめ、ってことなんだね。

　と、その時だった。

　チリン、と音が響ひびいた。

　遥はるか彼方かなたから、五円玉がゆっくりと放物線を描いて飛んできて、賽さい銭せん箱ばこの中に落ちていくのが見えた。ヨミちゃんが言ってた、とんでくる、ってコレのことか。

　それと引ひき換かえ、とばかりにルーがひとりでに動き出す。

　何か、見えない引力に無理やり引っ張られてるみたいだった。そりゃそうだよ、ルーが自分の意思で他の誰だれかのところにいくわけがない！　だってちっちゃい頃ころからあんなに可愛かわいがってきたんだから！　五円なんかで、お金なんかで、ルーが買えると思わないでっ！

「文ふみ野のくんの、そういう子供っぽいところ、素敵だと思います」

「うわっ、声に出してたっ!?」

「もう隠かくれる必要はありませんね、追いますよ。ルーさんが『隠かくれ謡うた』を謡った犯人のところまで道案内してくれるはずです」

　僕たちは拝はい殿でんを飛び出し、夜道を本物のウサギのようにぴょんぴょん跳はねながら歩いていくルーを追いかける。

「おー、ハルみろ、うさぎが、はねてるぞー」

　ヨミちゃんもぱっちりと目が覚めたらしい。驚おどろいた声を上げるけど、うさぎが跳ねるのは普ふ通つうだからね。

「かわいいなー。はぐりたいなー」

　はぐりたい、っていうのは、ハグしたいの意味かな。

　ルーを追って、石段を駆かけ下おりる。

　耳の奥おくに、歌の続きが聞こえてきた。





　あの子がほしい

　あの子じゃわからん

　相談しましょ

　そうしましょ






　『花いちもんめ』には遊びがある。

　歌詞は地方によって色々あるみたいだけど、遊び方はどこもだいたい同じ。

　子供たちが二つのグループに分かれて手を繫つなぎ、互いに向かいあって歌を歌うんだ。歌いながら、交こう互ごに足を前に蹴けり出だすような踊おどりを踊って、歌の最後に相手グループのうちの一人の名前を呼ぶ。そしてジャンケンをして、勝った方のグループが、負けた方のグループから指名した子をもらえるっていう遊びだ。

「ねぇ……もんめはわかったけど、なんで、『花いちもんめ』が人形泥どろ棒ぼうになるの？」

　走りながら、砂すな原はらさんに尋たずねる。

「『花いちもんめ』には、よく知られている噂うわさがあるんですよ」

　と、砂原さんが少しだけ寂さみしそうに教えてくれる。

　砂原さんは童どう謡ようが好きだ。だから、本来の意味を捻ねじ曲まげられた『隠かくれ謡うた』が好きじゃない。きっと今回のは、あんまりいい意味じゃないんだろう。

　言葉が力を持つには条件がある。それは、古くからあること、広く知られていることの二つだった。

　そこで効率よく言こと霊だまを得るための手段として考え出されたのが、古くからあって、すでに広く知られている言葉を異訳や曲解して、都合のいい意味に置おき換かえることだった。曖あい昧まいな歌詞の多い童謡は、中でも意味づけが簡単らしい。こうして捻じ曲げられた歌のことを『隠れ謡』って呼んでるんだ。

「最初に言い合う言葉、〝勝ってうれしい〟の〝勝って〟が、物を売り買いする時の〝買って〟に掛かり〝負けてくやしい〟の〝負けて〟が、買い物をする時に値切る時の〝まけて〟に掛かります。つまり、花を売り買いする歌になるわけです」

「……確かにそう聞こうと思えば、そう聞こえるね」

「ここからさらに派生して、〝花〟というのが何かの隠いん語ごだと言う説もあります。たとえば、遊ゆう郭かくに連れていかれる娘さんだったり、身売りさせられる子供たちだったりです」

　あぁ、と思う。砂原さんが寂しそうにしたのは、この部分なんだ。

「なんか怖こわいね、それ」

　子供を売り買いするような歌で、子供たちが無む邪じや気きに遊んでいる。そう考えるだけでブラックな気持ちになる。

「あくまで、ただの一説ですよ。そしておそらく、この『隠れ謡』で〝花〟になぞらえているのが……人形です」

「なるほど。子供、からさらに転じて人形なんだね」

「子供たちの大切にしている人形を盗むなんて、許されない行為です」

　砂原さんの使命感に燃えた声が聞こえる。

　僕も心の中で頷うなずく。前を進んでいるルーの背中を見ていると、犯人への怒いかりがオーブンで焼いてるアップルパイみたいにむくむく膨ふくらんできた。

「うん、悪いやつに違いないね」

　次の瞬しゆん間かん、砂原さんの顔がすぐ近くにあった。

　うわっ、と思わず仰け反りそうになる。いきなり顔を寄せないで、どきどきするからっ。これでも僕は男の子だからっ。

「悪いやつ、どころではありません。言語道断です。鬼き畜ちくの所業です。こんなことするのは……人ではありません」

「そこまで言うっ！」

「いいですか、文ふみ野のくん。これは魂たましいの戦いです！」

「う、うんっ」

　意味はわからないけど、覚かく悟ごのほどはよくわかったよ。もしかしたら、砂すな原はらさんもなにか、大切なものを取られたりしたのかな？

「コト、ハル、まわりをみろ！」

　ヨミちゃんが声を上げる。

　見回すと、脇わき道みちから、家の塀へいの向こうから、たくさんの人形が集まってくるのが見えた。

　ルーと同じように、全員同じ方向を目指して歩いている。

　人形たちの数は、目的地に近づくにつれてどんどん増えていく。両りよう脇わきの塀へいの上にも、大小さまざまさな人形たちが列を作っていた。スタート直後のマラソンみたいに、道をたくさんの人形が埋うめ尽つくす。

　その数は、今まで被ひ害がいに合った数よりもずっと多かった。もしかしたら、『隠かくれ謡うた』の力が強くなってきてるのかもしれない。

「それにしても……この犯人、節操ないね」

　集まってくる人形の種類は様々だった。動物のヌイグルミもいれば、恐きよう竜りゆうやロボットもいる。戦隊モノの敵役らしき怪かい物ぶつもいれば、女の子の着せ替え人形やハリウッド映画のヒーローもあった。

「おぉ、ますたーぐれーどだ！」

「ヨミちゃん、けっこう意外なものに反応するよね」

「おぉ、ぷりてぃ・まいんっ！」

「……なに、それ？」

「ハル、しらんのか、おくれてるな！」

　えぇっ、そんなに流行ってるものなの？

「魔ま法ほう少女プリティ・マインっていうのは、いま、小さな子供たちの間で流は行やってるテレビアニメですよ。ヨミさんも、最近夢中になって見てます」

「へぇ……そうなんだ。ちっちゃい頃ころは、僕もそーゆーの好きだったな」

　ヨミちゃんが指差す方を見ると、白と黒のドレスを着た二人組の魔法少女が、ウルトラマンと並んで走っていくのが見えた。うん、ちょっとシュールだ。

「まるで人形さんの百ひやつ鬼き夜や行こうみたいですねぇ」

「その喩たとええはどうかと思うよ」

　と、そこで、見覚えのあるウサギの人形を見つける。

　ルー、じゃない。もっと小さい、手のひらサイズのウサギさんだ。




　僕には、子供の頃ころ、大切にしていた人形があった。

　頭に三日月が付いたウサギのキャラクター、月ウサギの人形だ。

　それは誕生日の日に母さんにもらった、宝物だった。

　まだ、レアチーズケーキとベイクドチーズケーキの違いもわからなかったくらい小さい頃の記き憶おく。人形が川に流されて、それを回収しようとして溺おぼれそうになったことがあった。

　その時、川に流された僕を助けてくれたのは、名前も知らない少女だった。

　僕は、その子に、生まれて初めて恋をしたんだ。

　ううん、今もずっと、恋をし続けている。名前も知らない、顔さえはっきりと覚えていないその子に。

　親友の武たけ一いちは、その子に『月ウサギの君』って勝手に名前をつけた。

　僕が、大切にしていた人形をその子にあげたからだ。




　いま、僕の目の前を横切っていた小さなウサギは、月ウサギのように見えた。

　気のせいかもしれないけど、僕が小さい頃ころに大切にしていた、月ウサギと同じもののような気がしたんだ。

　あわてて辺りを見回すけど、月ウサギは他の人形たちに混ざって、すぐに見えなくなる。

「どうやら、あそこがゴールみたいですね」

　砂すな原はらさんの声がした。

　少し先で道が開けて、大きな広場へと続いている。

　ちょうど、そこにルーの背中が曲がって入っていくのが見えた。うん、とりあえず、月ウサギのことはいったん忘れよう。僕たちも後に続く。

　広い公園だった。

　遊具はほとんどない。隅すみっこにベンチとブランコがあるくらいだ。広い公園には、子供たちが野球ができるくらいの芝地が広がっている。

　その広場に、たくさんの人形が集まっていた。

　広場の中央に立つ女の子。彼女を囲むようにして、人形たちがキャンプファイヤーみたいに輪になってる。どうやら、今日きよう集められた人形だけじゃなくて、これまで盗まれた人形全部がここにいるみたいだ。

「なに……これ」

　思わず呟つぶやく。それは、この景色にびっくりしたのもあったけど、何より広場の中央に立つ女の子が異様だったからだ。

　たぶん、歳としは僕らと同じくらいだと思う。嬉うれしそうに満面の笑みを浮うかべて、人形たちに話しかけていた。その子は、自分も人形だっていうみたいに、カエルの着ぐるみを着ていた。

　上から下まで緑色のツナギに、頭を覆おおうカエルの顔型のフード。

　もう、動機は聞くまでもないみたいだ。どうやら、人形が好きで、好きで、好きすぎて、あんな風になっちゃんたんだろう。

「これはまた、派手に穢けがれているみたいですね」

　普ふ通つうの人間が『隠かくれ謡うた』を使うと、その魂たましいは穢れを受ける。

　穢れとは、心のゆがみのこと。思考のバランスが大きく狂ったり、記き憶おくが途と切ぎれたり、悪い感情が膨ふくれ上あがったりするらしい。

　目の前のカエル少女は、どう見ても、自分の欲望に飲み込まれていた。

　カエル少女が、公園に入ってきた僕たちに気づく。

「だ、誰だれっ。ここは人形の国、人間は入ってきてはいけないのよっ！」

　うわ、なかなか強きよう烈れつな第一声だよ。

「あなたが人形泥どろ棒ぼうですね。子供たちの夢と、大人たちの思い出を踏みにじる行為です。許しません」

「かえるなのにごびにケロをつけないなんて、わるいやつだ」

　と、ヨミちゃんも続く。なんだか、怒おこるポイントずれてない？

「すぐに、人形たちを解放してください」

「何が解放よ！　私は人形を自由にしてあげてるのっ！　ここは人形の国、ここに集まってる人形は国民たち、そして私が王女様よ。私たちはこの国で、ずっと楽しく暮らすのっ！」

　これまた強烈な返答だった。

「……砂すな原はらさん、たぶん、これ以上は話をしても無む駄だだと思うよ」

「ええ。どうやら、穢れに囚とらわれてしまってるようですね。問答は仕し舞まいといたしましょう」

　袴はかまに括くくりつけていた紐ひもも解いて、木造りの刀を手に取る。これは、歌うた祓はらい神じん社じやに伝わる御ご神しん刀とうで、斬きったものの穢れを祓う能力があるんだ。

「お覚かく悟ごを。砂原コト、参ります」

　砂原さんは告げると、ぱっと駆かけ出だした。

　忍にん者じやのような前ぜん傾けい姿勢、ものすごい速さで間合いを詰つめる。

「そんなことしても無駄なの！　さぁ、みんな戦いましょう、自由と平和のためにっ！」

　カエルの王女様が叫さけぶ。それに反応して、人形たちがいっせいに動き出した。

　人形たちが、砂原さんに飛び掛かる。

　僕とヨミちゃんは落ち着いてそれを見ていた。砂原さんの運動能力はケタ外れだ。人形くらいで止められるわけがない。

　でも、僕らの予想は大きく外れた。

　砂原さんは立ち止まり、刀を仕舞い、顔の前で両手をクロスする。

　人形はいっせいに砂すな原はらさんに群がった。大きな波のように、砂原さんに押し寄せる。

　一いつ瞬しゆんで飲み込まれて、砂原さんの姿が見えなくなった。

「す、砂原さんっ！」「コトっー、しぬなーっ！」

　僕たちが叫さけぶ。ヨミちゃん、縁えん起ぎでもないこと言わないでっ。

　それに答えるように、人形の中から悲鳴が聞こえてきた。

「ひゃわーんっ！」

　相変わらず、変わった悲鳴だ。

　でも、あれだけ叫べるってことは大だい丈じよう夫ぶだよね。

　すぐに、ぺっと吐はき出だされるように、人形の群れの中から砂原さんが跳とび出だしてくる。そのまま転がり、僕たちの元まで戻ってきた。

「大丈夫っ！　どうしたんだよ、さっきの」

　砂原さんは、人形たちからリンチにあってボロボロになっていた。ううん、ボロボロになって見えるのは服が揉もみくちゃになったり、髪かみが乱れたりしてるからで、ダメージ自体はほとんどないみたいだけど。

「駄だ目めです、文ふみ野のくん。この子たちを大切にしている子供たちがいると思うと、攻こう撃げきできませんでした」

　と、悲しそうな目で訴うつたえてくる。

　言ってる場合じゃないよ、って思うけど、ルーもあの中にいるんだ。できれば斬きったり、殴なぐったりして欲しくない。

「でもさ、そんなこと言ったって、どうするんだよ」

「ハル、でばんだな！」

　と、足元で元気いっぱいの声がする。

　ヨミちゃんがちっちゃい拳こぶしを振ふり上あげていた。いつも思うけど、ヨミちゃんの可愛かわいい拳は、こぶち、って呼んだ方が似合ってる気がする。

　一瞬の迷いがよぎる。迷ったのは、戦うのが怖こわいからじゃない、恥ずかしいからだ。でも、そんなこと気にしてる場合じゃないよね。




　僕には、能力があった。

　正確には、能力を持っているのはヨミちゃんで、それを使う力だ。

　普ふ通つうの人は、『隠かくれ謡うた』の力を使うと魂たましいが穢けがれてしまう。

　でも、ごくまれに特定の謡と相性ピッタリな魂を持った人が存在する。その人たちは『謡うたい人びと』と呼ばれて、穢れを受けることなく能力を使えるんだ。

　僕は、その『謡い人』だった。

　そして、ヨミちゃんは、僕と相性ピッタシの童どう謡よう『さくら』から生まれた桜の精だったりする。




　覚かく悟ごを決める。

「わかった、力を使うよ。ヨミちゃん、お願い」

「よーし、まじかるちぇんじだ！」

「なにそれっ、そんな変身シーンみたいな名前いらないよっ」

　たぶん、さっきの魔ま法ほう少女アニメの影えい響きようなんだろう。すごいハマってるみたいだ。

　僕の突っ込みを無視して、ヨミちゃんが散る。

　文字通り、その姿が桜の花びらに変わった。それと同時──僕の意識は、真っ白に塗ぬりつぶされる。

　僕は『謡うたい人びと』だけど、能力を使う上で一つだけ問題がある。いつも力を使うのをためらう理由は、そのせいだった。




　そっと目を開けると、女の子になっていた。




　鏡はないけど、自分が今、どんな姿になってるかは知ってる。

　髪かみの毛がピンク色になって腰まで届くくらい長くなってる。胸がたっぷんと膨ふくらんでる。どっから見ても女の子になってるはずだ。

「文ふみ野のくん、相変わらず素敵ですね」

　砂すな原はらさんが、なぜかちょっと顔を赤らめて言ってくる。

　恥ずかしいけど、もう慣れてきた。うそ、慣れないけど、でもちょっと慣れたっ。

　と、いつもと少しだけ違うことに気づく。

　砂原さんの視線が、僕の顔より少し上に向けられていた。

　なんだか嫌いやな予感がして、手を頭の上に持ってくると、わさわさした長いものが付いていた。

　ウサギの耳だった。

　見下ろすと、僕はウサギの着ぐるみを着ていた。

　着ぐるみっていっても、遊園地にいるような全身の着ぐるみじゃない。

　着ぐるみが付いてるのは、足首から下と、腰の回りと胸の回り、両手の肘ひじから先だけ。太ももとお腹と肩かたはむき出しだった。そして、頭には長い耳がぴんって立ってる。どちらかというと、夜のバラエティ番組とかに出てきそうな感じだ。
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「なんで、こんな格好なんだよっ！」

　思わず叫さけんだ。頭の中から、声が返ってくる。

《カエルなんかに、まけるわけにはいかないからな！》

「そんなところで競わなくていいよっ」

《語ご尾びはピョンのせっていだ、やりなおせ》

「やらないよっ！」

　頭の中から聞こえてきたのは、ヨミちゃんの声だ。『さくら』の能力を使う時、僕とヨミちゃんは合体した状態になる。体が女の子になるのも、その影えい響きようらしい。合体した後のヨミちゃんの声は、ちょっとだけ大人モードになってる。

「だいたい、ケロは鳴き声だからわかるけど、ピョンってジャンプの効果音だよね。語尾に付くのって変じゃない？」

《あー、そういうの、いい。いらない》

「なにそれっ!?　雰ふん囲い気きだけで設定つけるのよくないよっ！」

　砂すな原はらさんは、カエルの王女様を振ふり向むいて、それからもう一度、僕の方を見て言ってくる。

「文ふみ野のくん、可愛かわいさでは圧勝ですよ！」

「そんな評価はいらないっ！」

　カシャ、と目の前で作られたカメラのシャッター音がする。

　砂原さんが僕に携けい帯たいを向けて、嬉うれしそうに笑っていた。あぁ、今、撮とった！　撮ったでしょ！

「もういい……早く終わらせようっ！　なぜなら、早く元に戻もどりたいからっ！」

「でも、文野くん。あの人形たちを全て、桜の花びらで足止めできますか？」

　僕とカエル少女の間では、町中から盗まれた人形たちが重なり合い、壁のように立たち塞ふさがっていた。確かに、あの数を足止めするのは難しいかもだ。

　でも、そこで閃ひらめく。なにも、わざわざあそこに突っ込む必要はないんだ。

　頭の中に浮うかんだイメージを、ヨミちゃんに伝える。答えはすぐに返ってきた。

《うん、いけるかもだ。それやろう、おもいたったがきつつつだ》

　きつつつって、全然、舌回ってないよ。吉きち日じつだよ。

《こまかいことはきにすんな、いくぞ──いざや、花ざかり》

　ぶわっと、僕の体の回りに、季節外れの桜の花びらが舞まい上あがる。

　これがヨミちゃんの能力、桜の花びらは一つ一つが霊れい気きの結けつ晶しようで、微び量りようながら力を持っている。刃に纏まとえば攻こう撃げき力りよくが増し、体に纏えば攻撃を防ぐ。僕の戦い方は、基本的にサポート役だった。

　そして、手の中に、ヨミちゃんがいつも背負っている御ご幣へいが生まれる。これが桜の花びらを操る指揮棒なんだ。

「砂すな原はらさん、階段を作るから、あのカエルさんのところまで駆かけ上あがって！」

　砂原さんはすぐに作戦の意図がわかったみたい。こちらを振ふり向むいて、静かに笑った。

「文ふみ野のくん、君を信じますよ」

　そう言って、砂原さんは跳とび上あがった。

　意識を集中して、彼女の足元に、桜の花びらを飛ばす。

　数枚の桜の花びらが、空中で彼女の体重を受け止める。

　花びらが霊気を放つのは一いつ瞬しゆんだ。すぐに力ちから尽つきて、散っていく。

　だけど、砂原さんにはその一瞬の重力があれば大だい丈じよう夫ぶだった。力を失い、ただの花びらに戻もどるより先に、夜空へ向かって蹴けり上あがる。

　彼女の一歩目を支えた花びらが、はらはらと散っていく。

　季節外れの夜桜を、楽しんでいる余よ裕ゆうはなかった。

　次の一歩を見み据すえて花びらを飛ばす。次の一歩、次の一歩。

　砂原さんはどんどん駆け上がっていく。僕が飛ばすのを失敗したら地面に真っ逆さまなのに、そんな可能性はまったく考えてないみたいだった。

　そんなに、信用しないでよ。

　思わず苦笑いを浮かべる。でも、それが嬉うれしくないって言ったら噓うそになる。

　砂原さんはもう、学校の校舎の屋上くらいの高さまで駆け上がっていた。

　人形たちもジャンプしたり肩車したりして、なんとか砂原さんを食い止めようとするけど、あの高さまでは届かないようだ。

　夜空を駆ける砂原さん、その背後、歩いてきた軌き跡せきを描くように桜の花びらが舞う。雲ひとつない夜空、浮かぶ大きく欠けた月……綺き麗れいだった。御お伽とぎ噺ばなしの中にいるように綺麗だった。

　突とつ然ぜん、彼女の前に巨大な影かげが立たち塞ふさがる。

　人形たちで作られたタワーが、夜の公園に聳そびえていた。公園に集まっていた全ての人形たちを一つにまとめらたらしい。それは大きな手の形をしていた。砂原さんを叩たたき落おとそうと振り下ろしてくる。

　ダメだ、横に逃げれるように、道を作らないと。間に合って、間に合えっ。

　辺りに舞まっている桜の花びらを、まとめて飛ばそうとする。

　と、砂原さんがこっちをちらりと見た。

　なぜか、僕を試すみたいに、笑っていた。

　……ん、なに？

　次の瞬しゆん間かんだった。




　砂原さんが、跳とんだ。




　僕の予想を裏切る動きで、大きくジャンプする。

　すぐに、その意図がわかった。

　公園にいた人形たちは、ぜんぶ一箇所に集まっている。

　つまり、カエルの王女様はたった一人だ。守る兵隊はもういない。ぽつんと、一人で立たち尽つくしていた。

　砂原さんは、学校の校舎の屋上くらいの高さから、人形泥どろ棒ぼうを目掛けて飛び降りた。

　ちょ、なにしてんだよっ！

　ヨミちゃんの声が頭に響ひびく。

《ハル、コトを受け止めろ！》

　信用しすぎだよっ！

　ぜんぶの桜の花びらをまとめて飛ばす。

　砂原さんは、調子に乗って飛び降りてみたものの、意外と怖こわかったらしい。

「ひゃわーーーんっ！」

　悲鳴を上げていた。あ、当たり前だっ。

　地面の少し上に、桜の花の絨じゆう毯たんを作る。

　砂原さんが、花びらの上に着地する。

　加速度のたっぷり乗った彼女の体を、トランポリンのように受け止めた。桜の花びらの上に立つ砂原さん、その姿は、魔ま法ほうの絨毯に乗ってる王女様みたいだった。あんな、勇ましい王女様もいないけど。

　人形泥棒は、急に降ってきた砂原さんを見て、目を見開いていた。

「こ、こないでっ。私が、いちばん、誰だれよりも、この子たちを大切にしてあげれるのっ！　この子たちも、私と一いつ緒しよの方が幸せに決まってるケロ！」

「人形さんたちに戦わせて、自分が後ろで隠かくれているような人にそんなこと言う資格はありませんっ」

　その通りだよ、いっちゃえ、砂すな原はらさんっ！

《いまさらケロをつけても手遅れだ、キャラ固めてからでなおしてこい！》

　僕とヨミちゃんはそれぞれ、心の中で声せい援えんを送る。

　砂原さんが刀を抜ぬき、カエルの王女様に斬きりかかった。横よこ薙なぎ、一いつ閃せん。歌うた祓はらいの御ご神しん刀とうが、魂たましいの穢けがれを祓はらう。砂原さんの刀は、生き物の体を傷つけることはない。彼女が斬るのは『幽かくり神がみ』によって歪ゆがめられた魂の穢れだ。

　人形泥どろ棒ぼうは、そのまま前のめりに倒れた。

「大だい丈じよう夫ぶ、砂原さんっ!?」

　慌あわてて駆け寄るけど、なんともないみたいだった。カエル少女も、呆あきれるくらい安らかな寝ね息いきを立てて眠ねむっている。

「あんまり、無茶しないでよ」

「君なら、きっとなんとかしてくれると思っていました」

「思いっきり悲鳴上げてたくせに」

「あれは……あれは、その、気合の一種です」

　うそだー。それはうそだー。

《ハル、あのな、えーとな》

「どうしたの、ヨミちゃん？」

《えっと、そこに立ってると危ない、かもだなー》

　その時、僕たちのすぐ横で、タワーのように積みあがっていた人形が崩れ始めた。

　……え、うそ。

「ヨミちゃん、そういうのはすっと言ってよ！」

　逃げる──のは、もう無理だった。

「うわぁーーっ！」「ひゃわーーんっ！」

　人形たちが、雨のように降ってくる。

　僕たちは一緒に悲鳴を上げる。硬かたいものが降ってこないことを祈いのりながら、人形の下した敷じきになった。

　雪の中でもがくようにして、人形たちを搔かき分わける。

　立ち上がると、すぐ近くに砂原さんが立っていた。

　砂原さんはきょろきょろと辺りを見回していた。それから、探していたものを見つけたらしい。そっと両手で拾って──胸の中に入れる。




　ドクン、と心臓が跳はねた。




　よく見えなかった。

　よく見えなかったけど。

　手のひらに収まるようなサイズの、白くてピンと耳が尖とがった人形っていうのはわかった。

　この公園に来るときに見た、月ウサギの人形のことを思い出す。

　もしかして……やっぱり、砂すな原はらさんが『月ウサギの君』なの？

　正直に言うと、砂原さんがそうなんじゃないかって思ったことは、前にもあったんだ。

「……ねぇ？　砂原さん。今、なんの人形を拾ったの？」

　尋たずねると、砂原さんはびくっとして振ふり向むく。

「あ、ええ……まぁ、それは、その、ひろいましたけど、な、なんでしょう」

　すっごい慌あわてっぷり、怪あやしすぎる。今の砂原さんが犯人役をしたら、どんなサスペンスドラマも五分で終わるよ。

「見せて、くれないかな？」

「ど、どど、どうして……ですか」

「どうしてもだよっ。お願いだ！」

　と、その時だった。

　ぽん、と何かが勢いよく、僕の顔に飛び掛ってきた。

　うわっ、大事なとこなのにっ！

　あわてて受け止めると、見慣れたウサギのヌイグルミだった。

「ルーっ、やっぱりお前、僕のことが好きなんだねっ。可愛かわいいやつっ！」

　ルーを抱だきしめる。その姿を見て、砂原さんが静かに笑みを浮かべた。

「ウサギの親子みたいですよ、文ふみ野のくん」

　あぁ、そっか。僕も、今、ウサギの着ぐるみ姿なんだ。それに気づいて、思わず、恥ずかしいのに笑っていた。

「って、違う。やってる場合違う。砂原さん、さっきの砂原さんが拾った人形を──」

「はい、これのことですか？」

　砂原さんが手に持っていた人形を見せてくれる。

　それは、白いくて手のひらサイズで、ピンと尖とがった耳を持った、エリンギのマスコットだった。スーパーの野菜売り場なんかにブラ下がってるやつだ。

　なにそれ、なにその人形っ。いや、なんか可愛いけどさっ。

「……取り返したかったのって、それ？」

「はい、お気に入りなのです。この前、エリンギを三パック買ったら当たったのですよ」

　さっきまでが噓うそみたいに落ち着いてる。なんか、落ち着きすぎて怪しいよ。僕がルーに気を取られた一いつ瞬しゆんで、すり替えたりしてないよねっ。

　でも、それを確かめる方法はもうなかった。

　それに、ちょっとだけ、ほっとしている僕もいたんだ。

　ずっと思い続けていた初恋の人が、ポンと目の前に現れる。自分の気持ちがどんな風になるのか想像できなかった。今、僕が砂すな原はらさんのことを大切に思ってる気持ちも、まったく別のものになってしまいそうな気がした。それが、なんていうか、すごく怖こわかったんだ。

《ハル、まわりみろ》

　言われて辺りを見回す。動き出したのは、ルーだけじゃなかった。

　公園に集められていた人形たちが、いっせいに浮うかび上あがっていた。

「え……どうなってんの、これ。すごいっ！」

「どうやら、謡うたの効果はまだ完全に消えてなかったみたいですね。皆みなさん、元の持ち主のところに戻もどっていくみたいです」

　夜空に浮うかぶ大きな月の下、ふわりと浮かび上がった人形たちが、僕らを見下ろしている。

　なんだか皆に、ありがとう、と言われた気がした。

　そして、人形たちはそれぞれの家へ、ふわりふわりと飛んで帰っていく。

　公園に残ったのは一体だけだ。カエルの王女様がぽつんと公園に転がっていた。

　……さて、どうしよう、と思った時だった。カエル少女が目を覚ます。辺りを見回し、人形たちがいないのに気づいた瞬しゆん間かん、大きな声を上げた。

「ねぇっ、私の、私の人形たちはどこにいっちゃったのっ！」

「あなたについていた穢けがれを祓はらったのですよ。人形たちは持ち主の元へ帰っていきました」

「そんな……そんなっ！　なんてことをしてくれたのっ！　ヒドいよっ！」

　カエルの王女様は声を荒あらげる。なんだか、すごく慌あわててるみたい。

　『幽かくり神がみ』に操られてたっていっても、悪いことしたのはそっちだからねっ。責められるのは筋違いだ。

「もともと、君の人形じゃなかったでしょ。勝手なこと言わないでよ」

　言い返すけど、カエルの王女様は、僕の言葉なんか聞いてなかった。頭を抱かかえて蹲うずくまる。

「あぁ……どうすればいいのっ！　長なが月つき祭まつりの会議は明日あしたなのにっ！　皆に、任せてってあんなに強気で言ったのに！　お、怒おこられるよっ、猫ねこ目めちゃんに怒られるよぉぉぉっ」

「えっと……人形と、長月祭が関係あるの？」

　と、僕が聞いた瞬間だった。

　カエルの王女様は、なにかに気づいたように勢いよく顔を上げる。

　そして、叫さけんだ。

「あ、あれっ、ハルちゃんに、砂原さんじゃないっ!?　なんでここにいるのっ!?」

　え？　いや、そっちこそ、なんで僕らの名前を知ってるんだよ。

　そこで、僕は気づいた。

　話したことは無いけど、廊ろう下かですれ違ったことはきっと何度もある。

　目の前のカエルの王女様は、僕らと同じ神かみ折おり高こう校こうの、ついでいうと木もく造ぞう組ぐみのどこかのクラブに所属している先せん輩ぱいだった。
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　僕が所属している部活は、マイナーなクラブの部室が集められた旧校舎の中で、さらに一目置かれていた。マイナーさにおいて。

　名前を『神話収集クラブ』という。

　今いるのは、神話収集クラブ、略して神収部の部室だった。両側の壁かべには本ほん棚だなが並び、古びた本がびっしりと詰つまっている。本棚に挟はさまれるようにして、子供の頃ころによく遊んだドールハウスみたいな洋風のソファとテーブル、部屋の奥おくには食器棚とティーセットがある。一言で表すなら、本に囲まれたティールームだ。

　テーブルを囲んでいるのは三人だった。僕と砂すな原はらさんともう一人。

「あづいー、あづいよー、ふみのん」

　と、目の前のちっちゃい女の子が言う。旧校舎の魔ま女じよ、というとても高校生とは思えない二つ名を持った先せん輩ぱい、鈴すず木きニコルさんだ。いつもダルそうで眠ねむたそうな彼女には珍めずらしく、感情をむき出しにした声だった。つまり、すっごく暑そうってこと。

　それもそのはず。外は今年いちばんの夏日、川からの風は向かいの新校舎に遮さえぎられて部室の中は蒸むし風ぶ呂ろみたいだ。カップアイスで暑さを測る方法があったら、冷凍庫から取り出して三十秒でトロトロになっちゃうくらいのレベルだよ。

「ニコル先輩、暑いの苦手なんですか？」

「苦手なんてものじゃないよ。ボクほど夏を憎にくんでいる人はいないね」

「なんの自信ですか、それ」

　ニコル先輩は僕の隣となりに座って、夏場の動物園の白クマみたいにぺたっとテーブルの上で伸びていた。

　ぱっと見ただけなら中学生と間違えそうなほど小こ柄がらで童顔だけど、二年生で部長さんなんだ。肩かたくらいまで届く赤みがかった髪かみ、大きな目にちっちゃな口で、ちょっとアンバランスなのが逆に可愛かわいらしい。髪の毛には色違いのヘアピンが三つ並んでいる。

　二つ名の由来になった、いつも羽は織おっている魔女のマントは今日きようは外していた。キャラクターは大事にした方がいいんじゃないですかって思うけど、さすがにここまで暑そうにされたら、何も言えないや。

「この暑さを防ぐためなら、ボクはどんなことだってするよ。地球に脱ぬいだら暑いのなんとかしてやるって言われたら、迷わずぜんぶ脱ぐよ」

「どんな状じよう況きようですか、それは」

「それにしても、確かに暑いですねぇ。まだ、六月なのに」

　砂原さんはそう言うと、団扇うちわがわりにぱたぱたと手で扇あおぐ仕草をする。そんなんじゃ少しも風は起こってないよねって突っ込みを入れるのも馬ば鹿からしかった。だって、砂原さんは一人だけ、さっきから淹いれたてのホット緑茶を美お味いしそうに飲んでいたから。

「よく、この暑いのに熱いお茶が飲めるよね」

「緑茶はたくさんカテキンが入っていて体にいいのですよ」

「誰だれも成分の話してないよ」

「カテキンって、なんだか可愛かわいい名前ですよね」

　かってきーん、と無む駄だにリズミカルに繰くり返かえしてから、すすーっとお茶をすする。その表情は幸せそうで、とても暑さに参っているようには見えない。あぁ、しまった、今のかてきんのリズム、耳に残るやつだよ。

　砂すな原はらさんは鞄かばんの中から、いつもの羊よう羹かんスティックを取り出すと、ぺりぺりとビニールを破って口に運ぶ。この暑いのに、そんな生暖かい羊羹なんて……って思うのに、幸せそうに食べる砂原さんを見てると、美お味いしそうに見えてくるから不思議だ。

「よい甘あまさです。文ふみ野のくんも一本いかがですか。今日きようのは栗羊羹です。ゆんゆんしてて美お味いしいですよ」

　あんまり美味しそうに食べるから、一ついただくことにした。うわ、ほんとだ、美味しいよ。でも、どの変がゆんゆんしてるのかわかんないや。

「ふみのん、ボクにもアイス」

「皆みんながアイス食べてるみたいに言わないでください。羊羹ですよ。だいたい、この部室、冷蔵庫ないじゃないですか」

「ちえ、けちんぼ」

　ちえ、って思いっきり口で言ってる！

「……あぁ、もうだめだ。ねぇ、ふみのん。お願いがあるんだ。もしボクがこのまま暑さで溶けちゃったら、ラムネの瓶びんにつめて川に流してくれないかな」

「なに、ちょっと不気味なこと言ってるんですか」

　そう答えながら、なんとなく、ラムネの瓶に入って流されていくちっちゃなニコル先せん輩ぱいを想像してしまう。あ、可愛い、可愛いな、それっ。

「文野くん、先輩を妄もう想そうのダシにして遊ぶのは感心しませんよ」

　えぇっ！　なんでわかったの！　声に出してないよっ！

「ふみのんのエッチ」

　あぁ、誤解を招いたよ！

　と、その時だった。

　ドアが勢いよく開く。

「おまたせっ。ごめんなさい、道場に練習遅れるって顔出してたら遅くなっちゃった」

　立っていたのは、いつも元気いっぱいの幼おさな馴な染じみ、月つき島しま小こ町まちだった。

　勝気な鳶とび色いろの瞳ひとみに、よく動く表情。その笑顔は見ているとこっちまで元気になれる。肩かたまで届く髪をちょこんと頭の後ろで結んでいて、いつもリズムよく揺ゆれている。空手部のエースで、中学校の時は全国大会で準優勝した実力の持ち主。今は掛け持ちで、神収部の四人目をやってくれてる。

「こまちん、コルネオ」

「はい、ニコル先せん輩ぱい、コルネオです」

　と小こ町まちが答える。ちょいちょい聞くけど、その挨あい拶さつ、なんなの？　なんで僕だけ教えてもらってないんだろ。

「それで、用事ってなに？　もしかして、何か起きたの？」

　神話収集クラブは、基本的に事件が起きた時しか活動しない。

　ニコル先輩は部屋に住んでるみたいにいっつもいるし、砂すな原はらさんも律りち儀ぎに毎日顔を出してるけど、小町は時々お茶を飲みにくるくらいだった。

　でも、今日は違った。僕がメールで皆に集まってもらったんだ。なにか事件が起きたわけじゃない。理由は、僕らが昨日祓はらった『花いちもんめ』のせいだった。







　昼休み、僕と砂原さんは部室にいた。

　カエルの王女様、もとい、木もく造ぞう組ぐみに在ざい籍せきする『人形劇部』の部長、毛も呂ろ林ばやしさんの話を聞くためだった。

　僕らはソファに向かい合って座っている。

　カエルスーツを脱ぬいだ毛呂林さんは、いたって普ふ通つうの女の子だった。ちょっと癖くせのある短めの髪かみに直情的な瞳ひとみをしてる。ちなみに、あだ名は小さい頃ころからずっとケロ林なんだって。教えてもらわなくてもだいたい想像できたけどね。

　ケロ林さんと呼ぶのはからかってるみたいな気がしたので、僕らはケロリン先輩と呼ぶことにした。こっちの方が可愛かわいいよね。

　ケロリン先輩が『隠かくれ謡うた』を知った理由は、半分は僕らの不注意のせいだった。

「この部室で『隠れ謡』の話をしてたのを、通りかかったときに聞いちゃったの。それで、この町にそんな力が本当にあるなら、長なが月つき祭まつりで使えないかと思って、半信半疑でやってみたんだ。ほんと、ちょっとだけ、人形を手品みたいに動かせたらすごいなって、最初はそれくらいの気持ちだったの」

「そうしたら、元々の人形が好きな心が膨ふくらんで、穢けがれがついてしまったということですか」

「すまないと思ってるケロ」

「うーん……いまいち、反省が伝わらない」

　でも、目の前でぎゅっとスカートの端はしを握にぎり締しめている様子は、かなり落ち込んでるみたいだった。

「一つわからないのですけど、『隠れ謡』を長月祭でどう使うおつもりだったのですか？」

「木造組で、お祭りのステージをやるでしょ。それの出しものだよ。私ね、人形劇部と掛け持ちで、こんどの長なが月つき祭まつりの木もく造ぞう組ぐみのまとめ役もやってるの」

「へぇ……そんなイベントがあるんだ。僕ら、聞いてなかったけど」

　木造組っていうのは、僕たちの部室がある旧校舎のことだった。

　うちの学校のには、二つの校舎がある。二年前、大きな嵐あらしがこの町を襲おそって、その時に校舎の一いつ棟とうが全ぜん壊かいして建て直された。だから、真新しい新校舎と古い木造の旧校舎が並んでいる。

　学校としての機能はほとんど新校舎に移されて、今では、旧校舎は人数の少ないマイナーなクラブの部室として使われるだけだった。そして、マイナークラブたちは、新校舎に部室を持つメジャークラブたちから木造組と呼ばれてちょっとからかわれてたりする。

「今日きようの放課後、その会議があるの。私、昨日きのうの力を使って、皆みんなが驚おどろくような、すっごい人形劇を提案しようと思ってたんだ」

「確かに、あの能力で人形劇をやったら、すごいことになっただろうけど」

「でしょ！　もうさ、他のクラブにも、すっごいアイデアあるから任せてって言いふらしてたのに！　優勝賞金の使い道考えといてとか大見得きってたのにっ！」

「あー、それを、僕らが、祓はらっちゃったんですか」

　僕が言うと、ケロリン先せん輩ぱいはばっと身を乗り出してくる。

「そう、そうなのっ！　どうしてくれるのっ！　責任とって!!」

「責任とれっていわれても……どうしたらいいんですか？」

「だから、協力してよっ！　あなたたちが学校中ですごい人気者だってのは知ってるし、神収部だって木造組でしょっ！　そもそも、あなたたちのせいで人形劇はできなくなったんだし！　むしろ、協力してくれないとヒドいよっ!!」

「僕たちの……せいかなぁ。ほとんど、自業自得な気がするんですけど」

「お願い、お願いしますっ！　助けると思って!!」

　ぴょんとソファの上で正座して、勢いよく頭を下げてくる。

「この通りだケロ」

「うーん……いまいち、誠意が伝わらない」

　でも、涙なみだ目めで訴うつたえてくるケロリン先輩を見てると、放っておけない気がしてきた。

　それで、部長と小こ町まちに相談してみることにしたんだ。







「なにそれ、面白そうっ！」

　話を聞き終わった後の、小町の第一声はそれだった。

　パチン、と頭の上で音がする。

　左右の拳こぶしをぶつけて、楽しそうに笑っていた。

　小町の手には、普ふ通つうの女の子にはぜったいにないものがあった。高校に入ってから、授業中以外、ずっと手に柔やわらかい手て袋ぶくろをしている。空手部の顧こ問もんから、いつもつけてるように言われてるらしい。今の音は、そのオープンフィンガーグローブがぶつかった音だ。

「長なが月つき祭まつりのステージって、小さい頃ころ、すっごい楽しみにしてたんだよね」

　小こ町まちの目には、わくわく、って文字が浮うかんでいた。そうだった。小町は子供の頃から、お祭りやイベントごとが大好きだった。

　ぽんぽん、と砂すな原はらさんも指先で手を叩たたきながら言う。

「そうですよね。私も、子供のころからステージを見るのが好きだったのですよ。高校生になったら、私もなにかできたら素敵だなって思っていたのです」

　その気持ちは、僕にもよくわかった。

　神かみ折おり高こう校こうの文化祭は、学校ではやらない。長月祭に混ざって、町中で店やイベントをやるのが伝統なんだ。

　中でも盛り上がるのが、ステージだった。祭りのメイン会場になる川かわ床どこステージで、文科系クラブが練習の成果を発表する。

　子供の頃、神折高校の先せん輩ぱいたちがやるステージをすっごい楽しみにしてた。今度は僕が子供たちを楽しませてあげる番じゃないか、っていう気持ちは確かにわかるよ。

「……でも、ニコル先輩、僕たちのところには、どうしてお誘い来てないんですか？　僕らも一応、木もく造ぞう組ぐみですよね」

「ん。来てるよー」

　ニコル先輩は、鞄かばんの中から折りたたまれたチラシを取り出す。

　すごくシンプルなチラシだった。数行の文字が、整然とタイプされている。

　僕たち三人は、頭をくっつけ合うようにしてチラシを覗のぞき込こむ。そこには、こう書かれていた──木造組　長月祭ステージの演目相談会について。
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「皆には黙だまってたけど、ボクも今年は参加しようと思ってたところなんだ」

「なんで、僕たちに何も言ってくれないんですか！」

　ニコル先輩は窓の外に視線を向けて、しれっと呟つぶやいた。

「…………ん、いろいろ企たくらんでたから」

　なにっ。企んでたってなんですかっ。嫌いやな予感が止まらないよ。

　どれだけ聞いてもニコル先輩は、秘密だよー、と言うだけで教えてくれなかった。

「でも、珍めずらしいですね。ニコル先輩がこーゆうのに乗り気なんて？」

　と、小町が尋たずねる。確かに、その通りだ。

　いつも眠ねむたそうなニコル先輩が『隠かくれ謡うた』に関わる事件以外で、こんなにもやる気になってるのって珍しい。

「ボク、言ったよね。この暑さを防ぐためならなんだってするって」

　ニコル先輩はそう言うと、チラシの一番下を指差した。そこに書かれていたのは──ステージで最高賞を取ったクラブには、部費の臨時ボーナス有。

「去年は吹すい奏そう楽がく部ぶが優勝して、トロンボーンを買ったそうだよ」

　トロンボーンがいくらなのか知らないけど、クーラーや冷蔵庫より安いってことはないよね。だって、あんなに金ぴかなんだから。

「では、決まりですね。私たちも会議に参加しましょう」

　砂すな原はらさんが、ひょこっと首を傾かしげながら言う。誰だれからも反論はなかった。

　僕も、長なが月つき祭まつりのステージをやってみたいって気持ちはある。ケロリン先せん輩ぱいに協力してあげたいし、クーラーや冷蔵庫だって部室にあればいいなって思うよ。

　でも、一つだけ、とっても不安なことがあった。

　この木もく造ぞう組ぐみには、個性的なクラブがひしめきあってる。

　集まって何か一つのことをやるなんて、全然、想像できなかったんだ。







　会議が開かれる教室にいくと、不安は見事に的中した。

　なんていうか、みんな個性的すぎた。

　会議室の円えん卓たくテーブルみたいに、ぐるりと長方形に並べられた机。その周りに、木造組の各部の代表が集まってる。

　ニコル先せん輩ぱいもかなり変わった人だと思ってた。でも、そこには負けず劣おとらずの変人たちが勢せい揃ぞろいしていた。彼らの前には、クラブの名前が書かれたプレートが置かれている。

　黒いドラキュラみたいなマントに身を包んだ集団がいた。その中央に立つのは、赤いコンタクトをいれた女の先輩、すっごい美人なのに台無しだ。プレートに目をやると『放課後化学部』ってあった。うそだ、ぜったいに黒くろ魔ま術じゆつ部ぶだよ。

　真っ白に脱だつ色しよくしたツンツンのショートヘアで、猫みたいな吊つり目めの先輩がエレキギターを抱かかえている。でっかいヘッドフォンをしていて、小刻みに頭を振ふっていた。プレートに描かれてるのは『ＢＧＭＣ』。バンド名、かな。なんで会議にギター持ってきてるんだよっ。

　他にも、夏服のシャツの下からアニメイラストがプリントされたＴシャツが思いっきり透すけて見えてる『コスプレ同好会』とか、戦隊モノみたいな赤・黒・ピンクの仮面を被かぶった三人組『特撮クラブ』とか、聞いたことない部がいっぱいだった。

　木もく造ぞう組ぐみの名に恥じないクオリティだよ。このメンバーでなにかステージをするっていわれても、仮装行列しか思いつかない。

「よぉ、ハル。やっときたか」

　すぐ近くから、声が掛けられる。

　入口のすぐ傍わきに、よく知った顔が座っていた。

　小学校からの親友、古ふる井い武たけ一いちだった。ごく普ふ通つうの制服姿で、爽さわやかな笑顔を浮うかべている。なんていうか、武一は普通すぎて、この中では逆に浮いていた。

「あれ？　なんでここにいるの？」

　武一はバスケ部だったはずだ。しかもレギュラーで、一年生なのにエースだったはずだ。

「掛け持ちで、もう一個クラブやってんだよ。今日はこっちの代表だ」

　自分が座っている席に置かれているプレートを取って、僕に見せてくる。そこには『無敵クラブ』という、理解不能な名前が書かれていた。

「仲のいい先輩に頼たのまれてさ、人数合わせのために入ってるんだ。ウチの学校ってクラブとして存続するのに四人いるだろ？」

　武一の横には、その仲のいい先輩が座っていた。それは僕もよく知ってる人だった。気づいて、すぐに挨あい拶さつする。

「あ、丹たん波ばさん。こんにちは」

　そこにいたのは、金きん髪ぱつで坊ぼう主ず頭あたまのすっごい怖こわそうな先輩だった。

　何も知らなかったらまともに話すことなんかなかっただろうけど、小学校の頃ころ、ちょっとした事件がきっかけで仲良くなった。怖そうだし、あんまり喋しやべらないけど、本当はすっごくいい人なんだ。

　丹波さんは僕に気づくと、顔をちょっと赤らめて「…………ぉぅ」と頷うなずいた。

　相変わらず、寡か黙もくな人だな。

　横から小こ町まちが、耳元で囁ささやいてくる。

「ねぇ、前から思ってたんだけどさ、丹たん波ばさんってハルが話しかけた時だけリアクションが違うよね？」

「そんなわけないよ。丹波さんは普ふ段だんから無口な人なんだ」

　丹波さんは僕たちのことなんか、もう気にしてないみたいだった。鞄かばんから漫まん画が雑誌を取り出して読み始める。

　と、丹波さんが鞄から雑誌を出したとき、一いつ緒しよに何かのカードがくっついて出てきた。ひらひらと僕の足元に落ちる。

　拾ってみると『ハルちゃんファンクラブ』って書いてある。あれ？　これ、前にもみたことある。武たけ一いちも持ってたよね。なぜか、この学校には僕のファンクラブがあるらしい。

　横で小町が、ほらね、と言って笑う。

　そこで、僕はやっと気づいた。

　た、丹波さーーんっ！

　さらにもう一つ気づく。

　裏返すと、会員ナンバー１ってあった。一番って、最初に作った人のことだよねっ！

　た、丹波さーーんっ！

　とりあえず、何も見なかった振ふりをして、落としましたよ、と返すことにした。「……ぉぅ」受け取った丹波さんは顔をさらに真っ赤にする。忘れよう。うん、忘れよう。

「ところで武一、無敵クラブって、なにするクラブなの？」

「活動内容は秘密だ」

　なんだか、胡う散さん臭くさいよ。神話収集クラブの僕が言うのも変だけど。

　と、僕たちのすぐ後ろに、小さな人ひと影かげが近づいてくる。

　振り向くと、さっきまでちょっと離れたところに座っていた特とく撮さつクラブの一人だった。ピンクの仮面がちょこんと立っている。ピンクだけあって、もちろん女の子だ。制服の上から戦隊モノの仮面はシュールすぎるよ。

「どうしたの？」

　話しかけると、ピンク仮面は小さく呟つぶやいた。

「…………やっぱり強敵」

「明石あかしさんっ!?　明石さんだよねっ！」

　明石さんは、『赤い靴お化け』の事件で知り合った隣となりのクラスの女の子だった。ちょっと人見知りで、思い込みが激しくて、そして、武一のことが大好きなんだ。

「特撮とか好きだったんだ」

「べ、べつに、武一くんのクラブの隣の部室だから、適当に入ったわけじゃないからっ！」

　聞いてないよっ。やっぱり明石さんだった。

　明石あかしさんを庇かばうように、今度はレッドの仮面をつけた先せん輩ぱいが割り込んでくる。制服についてる校章の刺し繡しゆうが緑色だから、二年生の先輩だ。

「ちょっと待ってくれ、君たち。俺おれたちがなんのために仮面をしているかわからないのか。正義の味方に正体を聞くとは、君たちはいったい今まで、どんなテレビ番組を見て育ったんだ？」

　レッド先輩は、まさに正義の味方って感じのハキハキした喋しやべり方だった。

　ごめんなさい。僕、子供の頃ころから、あんまり特とく撮さつって好きじゃなかったんです。なんでも暴力で解決するのって違うと思うんだ。

「……部長、ありがとうございます」

「部長じゃない、レッドと呼んでくれって言ってるだろ、明石くん。あ、いや、カミオリレンジャー、ピンク」

　自分たちも全然できてないじゃん。台無しだよ。

「あぁっ！　二人とも、来てくれたのっ！」

　声と一いつ緒しよに、直立二足歩行のウシが近づいてくる。ううん、ウシの着ぐるみを着たケロリン先輩だった。わかってたけど。

「なんで……ウシなんですか？　っていうか、なんで着ぐるみ!?」

「私たち『人形劇部』のモットーは、いつも人形の気持ちになること。っていうか、もう放課後は着ぐるみじゃないと落ち着かないのっ。たぶん、私の中に流れている血の四分の一は、人間じゃないなにかなんだと思うっ！」

　あ……そう。昨日きのうのカエルも、穢けがれのせいじゃなくて私服だったんですね。やっぱりこの人も、木もく造ぞう組ぐみクオリティだ。昼休み、ちょっと普ふ通つうの子だと思ったのが間違いだった。

　神話収集クラブの席は、武たけ一いちたちの隣となりだった。ニコル先輩を先頭にして、後ろに控ひかえる感じで僕、砂原さん、小こ町まちが並んで座る。

　会議開始の時間になる。

　代表のケロリン先輩が、教きよう壇だんの上に立って話し始めた。

「今年も木造組トータルで、三十分のステージ出場枠わくをもらえたの。正直、もう去年みたいなのは絶対避さけたい。今年こそ、皆に楽しんでもらえる最高のステージにしたいって思ってる。それで、今日きようは肝かん心じんの出し物を決めようと思って集まってもらったの。ここまではいいよね？」

「去年はなにをしたのですか？」

　と、砂原さんが小さな声でニコル先輩に尋たずねる。

「うん。仮装行列」

「あ、もうやってたんですね」

　今だって、このまま町を歩いても仮装行列になりそうだよ。

「これがまたウケなかったんだ。貴重なステージの時間を無む駄だに使ったって、出れなかった他よ所そのクラブからクレームの嵐あらしだったよ。皆、がんばってはいたんだけどね」

　確かに、色んなクラブがステージ出場枠をめぐって苛か烈れつなくじ引き争いをしてるのは知ってる。落ちたクラブからしたら、木もく造ぞう組ぐみの仮装行列なんか許せなかったんだろう。

　ちなみに、去年の神収部は、ニコル先せん輩ぱいが一人で占うらないの館をやっただけで、ステージには参加しなかったらしい。この占いの館で、旧校舎の魔ま女じよは一いち躍やく有名になったんだって。

「ステージでは面白いのはもちろんだけど、今から言う三つの条件は最低でも満たしたいって思ってるの。一つ目は、子供も楽しめること。お祭りには子供たちがいっぱいくるからね。二つ目が木造組の全員が力を発揮できること。三つ目が、音楽を使うこと。なんたって長なが月つき祭まつりは歌の神さまのお祭りだから、そこは押さえときたいの」

　なかなか難しい条件だけど、狙ねらいは間違ってない気がするな。

「じゃぁ、はじめるよ。なにかアイデアのあるクラブは手を上げてっ。あ、はい、まず赤あか尾おくんからっ」

　待ってましたとばかりに手を上げたのは、さっきの特とく撮さつクラブのレッド先輩だった。本名、赤尾だったんですね。なんだかがっかりです。

「俺おれたち特撮クラブは怪かい獣じゆう活劇を提案させてもらう。演目は『シーラカンス、やっと陸へ上る』だ。劇なら子供たちにも人気だし、誰だれでも参加できる、そう思わないかい？」

　砂すな原はらさんが横で、ぽんぽん、と指先で手を叩たたく。お気に召めしたらしい。どこにお気に召す要素があったのか不思議だけど。

「すごいですねぇ。シーラカンスは三億年も前から進化せずに海の中で暮らしていたのに。いったい何があったのでしょう」

「そう言われたら、なんだか僕も興きよう味みが湧わいてきた。でも、特撮クラブの人はきっとそんな細かいことまで考えてないよ」

　続いて、放課後化学部のドラキュラみたいなマントを着たドラ子先輩が立ち上がる。

「愚おろかな、そのような愚ぐ昧まいな演劇で客が喜ぶと思っておるのか。我わが輩はいたち化学部が、化学的に降こう霊れい術じゆつの公開実験を行うのではどうかな！　諸君らには生贄いけにえか依より代しろとして協力してもらう！」

　うわ、外見だけじゃなくて中身もずいぶん仕上がってる。どこにも化学が見つからないよ。

「僕たちコスプレ同好会は、コスプレサミット・イン・カミオリを提案するよ。魔ま法ほう少女プリティ・マインが子供たちに大人気なのは知ってるだろ。歌あり踊おどりありサービスショットあり、皆に受けるのまちがいなしだ！　もちろん女生徒の諸君は全員参加！」

　教室中の女子生徒からブーイングの嵐あらしが沸わき起おこる。当たり前だよっ。

　他にも次々と意見が出て、会議は白熱する。

　でも……なんていうか、みんな自分たちの得意分野を上げるばっかりで、どれをやっても盛り上がる気がしない。最初にケロリン先輩が言ったような、皆が力を発揮できるものや、音楽を使ってる案もあんまりないよ。

　同じ感想を持ったらしい、ＢＧＭＣってクラブの、ギターを抱かかえていた猫ねこ目めの先輩が言う。

「どれもいまいちパッとしねぇなぁ。もっとグっと来るのはねぇのかよ。あたしは、バックで演奏さえできりゃぁ何でもいいんだけどよぉ」

　え……待って、もしかして。

「ねぇ、ＢＧＭＣってなんの略か知ってる？」

　小さな声で聞くと、砂すな原はらさんが教えてくれた。

「ええ。ＢＧＭクラブですよ。ＢＧＭを演奏するのが好きな人たちの集まりです」

「ＢＧＭが隠かくれてたの、気づかなかった！」

「あの猫ねこ目めはね、昔っから目立ちたがり屋のくせに中心にいるのは嫌きらいだったんだよ。それであの子が夢中になったのがバックミュージック」

「なんか、変わってますね。あれ、ニコル先せん輩ぱい、あの人のこと昔から知ってるんですか？」

「おいコラ、ニコルっ。てめぇ、いま、アタシの噂うわさしてるだろっ！　珍めずらしく顔出したと思ったらっ。お前もなんかアイデア出しやがれっ！」

　僕たちの声が聞こえたらしい。ＢＧＭＣの猫目先輩が怒ど鳴なるのが聞こえる。

　でも、ニコル先輩は振ふり向むきもせずに僕らに話し続けた。

「あれでも幼おさな馴な染じみなのさ。口は悪いけどいい子だよ」

「聞こえてるからなっ。あんま褒ほめんじゃねぇよっ、照れるじゃねぇかっ」

　なんか、顔が真っ赤だった。ほんとにいい人っぽいよ。

　と、そこで教室の空気が変わったのに気づく。

　なんだか、さっきまで盛り上がっていた教室が静まって、皆みんなが僕たちの方を……いや、ニコル先輩を見ていた。どうやら、猫目先輩の声に反応したらしい。




「ニコル……だと」「旧校舎の魔ま女じよがいるのか」「去年はいなかったのに、来てくれたのかっ」「魔女に占うらなってもらえば、なにをやればウケるかわかるんじゃん？」「我わが輩はいたち化学部を差し置いて、魔女の称しよう号ごうを得るとは許せぬっ！」




　旧校舎の魔女、有名なのは知ってたけど、ここまで影えい響きよう力りよくがあるとは思わなかったよ。あと、化学部の人たちはやっぱり改名して下さい。

「あ、そうだ。ケロ林。お前、すげぇプランを考えてるって自じ慢まんしてなかったか？」

　そこで、猫目先輩が思い出したように言う。他のクラブの人たちも覚えていたらしい、そういえば、って感じで教きよう壇だんの上に立つケロリン先輩に顔を向ける。

「優勝なんかチョロいって言ってたよな。自分たちの案が通ればぶっちぎりだって」

「なんか、テレビに余よ裕ゆうで出れるくらいすごい芸ができるって言ってなかった？」

「海外のエンタメショーからオファーが殺さつ到とうしたらどうしよう、とかも言ってた」

　ケロリン先輩は青い顔をして俯うつむいていた。この人、どんだけ大きいこと言ってたんだよっ！

　と、その時。

　人形劇部への期待に満ちた視線を肩かた代がわりするように、旧校舎の魔ま女じよが立ち上がった。

「その件だけど、ボクから説明させてもらっていいかな？」

　ざわ、と教室中が湧わく。旧校舎の魔女の言葉だ、よっぽど期待値が高いんだろう。ケロリン先せん輩ぱいも驚おどろきと安心したのを混ぜた顔で見つめてくる。でも、アイデアなんていつの間に考えてたんだろ。なんだか、僕もドキドキしてきた。

　ニコル先輩は体をずらすと、後ろにちまっと座っていた僕らを指差した。

　え……なに？　どゆこと？

「まず、今年、神話収集クラブに入った三人を紹しよう介かいするよ。右の健康少女がこまちん、こっちの和風少女がコトちゃん、もう一人は紹介もいらないね、文ふみ野の春はるくんだ」

　次の瞬しゆん間かん。

　またしても、教室の空気が一変した。

　今度は、ざわざわ、どころじゃなかった。いきなり自習を告げられた小学生みたいに、教室中でいっせいに歓かん声せいが湧わき起おこる。




「ハルちゃん……だと」「一年のトップスリーじゃねぇか、なんで神収部に入ってるんだっ」「あれがハルちゃん、確かに可愛かわいいっ」「全校生徒の半分がファンクラブに入ってるって噂うわさのっ」「……やっぱり、強敵」「あれで男だと、いったいどんな魔ま術じゆつを……貴様、禁書に手を出したなっ」




　なにこれっ、なにこれっ。

　しかもなんで小こ町まちや砂すな原はらさんより、僕の方が反はん響きよう大きいんだっ。あと、化学部はもう帰って。

「さて、たけちー。皆に例のものを」

　今までずっと黙だまっていた武たけ一いちが、打ち合わせていたように立ち上がる。

　たけちー、っていうのは武一のあだ名みたい。いつの間に、仲良くなってたんだろ。

「……武一、どういうこと？　例のものってなに？」

　尋たずねると、親友は僕の方をちらりと振り向いて、すぐわかるから、と悪戯いたずらっぽい笑みを浮うかべる。

　そして、ニコル先輩が部室で、なにか企たくらんでるって言ってたのを思い出す。

　武一は机の中から小冊子の束を取り出すと、各部に配り始める。何枚か紙を束ねてホッチキスで止めただけの簡単なものだった。

　話し声は、それを受け取ったクラブから次々に消えていく。やがて、教室は静せい寂じやくに包まれた。

　教室中の期待を一心に背負い、ニコル先輩は告げる。

「ボクからの提案は、彼女たちを主人公にしたミュージカルだよ」




　どおぉぉぉぉぉぉ！




　教室中が爆ばく発はつするような歓かん声せいに包まれた。

　なに、これっ。なにこのテンションっ。熱狂の渦うずだよ。ワールドカップみたいな興こう奮ふんだよっ。

　ミュージカル？　ミュージカルってどういうこと!?

　僕らの部に配られた小冊子を覗のぞき込こむ。表紙には、要約が書かれていた。




　魔ま法ほう少女プリティ・ライム（仮）　企画書＆台本

　ダンスありバトルありの魔法少女活劇。子供たちに人気のアニメをモチーフにしたパロディ作品に、各部の特色を生かしたハイクオリティの演出・衣装・音楽をコラボし、子供はもちろん大人も楽しめるミュージカルに仕上げる。主演は、ふみのん、こまちん、コトちゃんの三人、もちろん変身シーン有、可愛さ爆発で盛り上がること間違いなし。




「え…………えぇっ、なんじゃこりゃーっ！」

　横から、小こ町まちと砂すな原はらさんも覗き込んでくる。

「わ、ちょ、ニコル先せん輩ぱい、なにこれっ！」

「ニコルさん、聞いてないですよ。こんなのできませんっ」

　さすがの砂原さんも、ちょっぴり慌あわてていた。でも、僕たちの声は、その他大勢の悲鳴にも似た歓声に搔かき消けされる。




「素晴らしい企画だっ。コスチュームは、コスプレ同好会が引き受けたっ！」

「グっと来ちまったな。仕方ねぇ、バックミュージックは任せろ」

「魔法少女なら敵の怪かい人じんがいるな、俺おれたち特とく撮さつクラブの出番ということかっ」

「ふん、面白い。魔法の演出は、我わが輩はいたち放課後化学部が目にものみせてくれよう！」




　皆みんな、さっきまでと、目の色が違うよっ。

「説明はいらないかもしれないけど、最初に言ってた条件は全部はいってるよ。子供たちも楽しめること間違いないし、皆でできるし、ミュージカルだから音楽もばっちりだ」

「ニコル先輩、いつの間にこんなの準備してたんですか。っていうか、止めてください！」

「言ったはずだよ、ふみのん。ボクは部室にクーラーを導入するためならなんだってする」

　この人に言っても駄だ目めだっ。反対側を振ふり向むいて、武たけ一いちに詰つめ寄よる。

「武一、なんでニコル先輩の協力してるの？　それでも友達っ!?」

「ハル、忘れたのか。俺はハルちゃんファンクラブの会員ナンバー３なんだぜ。こんな企画を提案されて、手伝わない理由を探す方が難しいだろ」

「なに自信満々に言ってるんだよ！　丹たん波ばさんも、なんとか言ってくださいよ」

「……お、おぅ。期待してる」

「ちがいますっ！」

　あぁ、やっぱりこの人、会員ナンバー１だったんだ。

「必要ないと思うけど、決を採らせてもらうねぇ。この案に反対のクラブはあるっ!?」

　ケロリン先せん輩ぱいの声が響ひびく。皆、反論なんかあるわけない、って顔だった。

　断るなら今しかない。こんなの、勝手に決められて、やれるわけないっ。

　手を上げて、立ち上がる。

　教室が静まり返る。皆が、僕の方を見る。

　期待に満ちた眼まな差ざしだった。

　でも、言わないわけにはいかない。だって僕は、男なんだからっ。




「僕は、男だよっ！　こんなのできないよっ！」




　続いて、小こ町まちと砂すな原はらさんも立ち上がる。

「私もハルと同じ意見かな。ニコル先輩、勝手に決めすぎですよ」

「申し訳ありません、皆みなさん。私もさすがに、これは自信ないです」

　教室を包んでいた興こう奮ふんや熱ねつ狂きようが、消えていくのがわかった。

　明らかに戸惑い、それから、がっかり感が広がっていく。

　目の前にショートケーキが運ばれてきて、あ、このテーブルじゃなかった間違えました、って言われて運び去られていった子供たちみたいだった。

「ちょっと待ってくれよ、他に皆がこんなに盛り上がれるのはないだろっ。頼たのむぜ、ハルっ、なんとか協力してくれよっ！　親友じゃねぇか」

　と、武たけ一いちが懇こん願がんするように食いついてくる。都合のいい時だけ親友に戻もどらないでっ！

「ハルちゃん、砂原さん、責任とってどんなことでも喜んで協力してくれるって言ったよね！　やってくれないとヒドいよ！」

　と、ケロリン先輩も言ってくる。そこまで言ってないから。勝手に膨ふくらませないでっ。

　他にも、僕らを説得しようと立ち上がった人たちが何人かいたけど、それより先にレッド先輩の声が響く。

「では仕方が無いな。本人がやりたくないと言わせるのを無理強いするわけにもいかないだろ。皆が笑顔でないと意味がないからな。諸君、気を取り直して更さらに良い案を考えようか！」

　さすが、正義の味方だ。その声に引っ張られるように、各部の代表たちは席に着いた。

「さ、続きだ。ほら、頭使え、頭っ」

　猫ねこ目め先輩が乱暴に言いながら、配られたばかりの台本をペシっと叩たたく。

　でも会議は、最初の勢いさえもなくなっていた。

　ぽつ、ぽつ、と意見は出るけど、まるで盛り上がらない。皆こう思ってるみたいだった。さっきのを越える企画なんて、あるわけない。全員が一いち丸がんとなったのは、あの一いつ瞬しゆんだけだった。

　皆に期待されてるのに、それに応えない、こういうのも我わが侭ままって言うのかな。

　でも……でも、でもさ。

　やっぱり、僕は男だよっ！

　と、その時だった。

　教室の後ろのドアが、静かに開く。

　話し声が止まり、皆の視線がいっせいに集中する。

　そこに立っていたのは、なんていうか、場違いな人だった。

　シャツの刺し繡しゆうの色はブルー、三年生だ。場違いっていうのは……先せん輩ぱいの姿があまりにも普ふ通つうだったから。爽さわやかに短く整えられた髪かみ、当たり前に正しく着こなしてる制服、社交的な笑顔に好印象を与える真っ直ぐな姿勢。どこを歩いても、誰だれにも後ろ指を指されることのないお手本のような生徒だった。

　いや、それは別にすごいことじゃなくて、ここにいるのが変な人ばっかりだからそう思っちゃうだけなんだろうけど。

　ペコリ、と三年生の先輩は頭を下げる。

「あぁ、よかった。間に合ったみたいですね。今日きよう、ここで木もく造ぞう組ぐみのステージの打ち合わせがるって聞いてきたんですけど」

　こんなにまともな人が木造組にいたなんて意外すぎるよ。何部に所属してるんだろ。

　でも、先輩の口からは意外な名前が出てくる。

「俺おれは、吹すい奏そう楽がく部ぶの内うち川かわっていいます」

　ん、あれ？　吹奏楽部？

　吹奏楽部は、神かみ折おり高こう校こうで一、二を争うメジャーなクラブだった。部員数も多く、何度か県大会出場の実績もある。もちろん木造組なんかじゃなくて、新校舎の一等地にクーラーやロッカー完備の大きな部室を持ってる。

　レッド先輩が、皆みんなを代表して聞いてくれる。

「吹奏楽部の方が、いったいどんな用件だい？」

「あの、お願いがあるんですけど。木造組の三十分、俺たちにくれませんか？」

　吹奏楽部の内川さんは、爽さわやかすぎる笑顔でそう告げた。

　あまりに笑顔が爽やかすぎて、一いつ瞬しゆん、その言葉の意味がよくわからなかった。

「俺たちがステージにでるの、皆さんの後なんですよ。もちろんステージの最後です。四十分もらってるんですけど、やりたい曲がいっぱいあって時間足りないんですよ。べつに構わないですよね？」

「ちょっと待ってください、この時間は、私たちがもらうって決まったはずです」

　ケロリン先せん輩ぱいが慌あわてた様子で言う。それを聞いて、僕はやっとわかった。内うち川かわさんはこう言ってるんだ。僕らなんかやるだけ無む駄だだって。さっきまで、皆で真しん剣けんに相談していたのにっ。

「ええ、それはもちろんわかっています。だから、こうしてお願いしてるんですよ。皆さんが企画しても大したことできないじゃないですか。それよりも、俺おれたちが演奏を長くやった方がお客さんも喜ぶって思うんです」

「ざけんなっ。うちらだって、こうやって真剣に考えてるんだよっ」

　猫ねこ目め先輩も怒ど鳴なりながら、勢いよく立ち上がる。

「真剣って……これですか？　やらない方がいいんじゃないですか。この後でやる俺たちの身にもなってくださいよ」

　と、内川さんは黒板に上がっている企画案に目を向ける。

　うん……確かにそこに書かれてるのは、やらない方がいい、って言われても仕方のない残念な企画ばっかりだけど。

「俺たちは去年県大会にいってるんです。今年こそは優勝狙ねらってます。人前での演奏っていうのは普ふ段だんの何倍もいい練習になるんですよ。あなたたちよりも、俺たちがステージに出た方がずっと有意義だってわかりますよね」

「んなこと知らねぇよっ。うちらはお前たちと違ってな、見にきてくれた人を喜ばそうって必死にこうやって考えてんだよ」

「でも、いくらアイデアをひねったところで、俺たちの練習の方が、ステージを見に来てくれた人たちは喜びますよ。それとも、もっとなにかすごい演目でもあるんですか？」

　それは、と言いかけて、猫目先輩の声が止まる。

　アイデアなんか、ない。

　いや、アイデアはあったんだ。もうなくなってしまったけど。

　そのことを思い出して、悔くやしさを滲にじませている。それは、僕も同じ気持ちだった。

　子供の頃ころから長なが月つき祭まつりが好きだった。

　神かみ折おり高こう校こうの出店やステージは、いつも僕を楽しませてくれた。この木もく造ぞう組ぐみの人たちだって、アイデアはアレだけど、気持ちは僕を楽しませてくれた先輩たちと同じだった。そして、吹すい奏そう楽がく部ぶの内川さんは違う。

　なのに、こんな風に言われるのは納得できなかった。

　今までの白熱した話し合いを聞いていただけに、悔しかった。

　言ってやりたかった。そして、それを言えるのは僕たちしかいないんだ。

　すぐ横から、ニコル先輩の囁ささやくような声がする。

「納得できないなら、言ってやりなよ。今年の木造組は一味違うって」

　まるで、魔ま法ほうみたいだった。

　ちらりと右を見る。負けん気の強い小こ町まちも同じ気持ちだったらしい、頷うなずいてくれる。

　ちらりと左を見る。砂すな原はらさんも静かに笑ってこれから言うことを後押ししてくれる。

　気がつくと、立ち上がっていた。

　皆の視線がいっきに集まる。

「今年の木もく造ぞう組ぐみは、一味違うよっ！　すごい企画があるんだ。ぜったいにみんなを喜ばせて、一番のステージになってやる」

　言った。言ってしまったよ。

　ワンテンポ遅れて、




　どおおおおぁぁぁぁぁっっっ！




　木造組が湧わく。

　さっき、ニコル先せん輩ぱいが演目を発表した時以上の熱気だった。

　教室が揺ゆれている。いや、旧校舎が揺れているみたいだった。

　吹すい奏そう楽がく部ぶの内うち川かわさんは、意味がわからずびっくりしたように辺りを見回していた。あまりの熱ねつ狂きように圧あつ倒とうされた、というか、ヒいちゃったんだろう。

「……せいぜい、うちの学校の恥にはならないようにしてよね」

　捨すて台詞ぜりふみたいに言い残すと、くるっと背を向けて教室を出ていく。その背中にちっちゃく舌を出す。やなヤツっ。やなヤツっ。

　小町と砂原さんが、すぐに話しかけてくる。

「やるじゃん、ハルっ！　いやー、さっきの吹奏楽部の人の顔、傑けつ作さくだったね」

「言ってしまいましたね、文野くん。こうなったら、やるしかないですね」

　二人の言葉は、ぐちゃぐちゃになってる僕の頭には上う手まく入ってこなかった。でも、次に聞こえてきた眠ねむたそうな声だけは、ザックリと突き刺さる。

「ふみのん、木造組のプライドとクーラーのために、ひと肌はだ脱ぬいでもらうよ。あそこまで言い切ったんだ、嫌いやとは、言わせないから」

　目の前に、ニコル先輩が立っていた。

　先輩が言わせたんじゃないですか、なんて言い訳は通じそうにない。木造組の今の熱狂を見ていると、もうどんな手を使っても撤てつ回かいなんかできそうになかった。

　教きよう卓たくの上から、ケロリン先輩の大きな声が響ひびき渡わたたる。

「これで全員一いつ致ちだね、演目は決まったよ！　次は、各部の役割分担を決めましょうっ！」

　その後、ものすごいテンションで白熱した議論が続いたのは、言うまでもないよね。
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　正面から夕日が降り注ぎ、僕の影かげを悲しく引ひき伸のばす。

　やってしまった。やってしまったよ。

　帰り道、川沿いの道を歩きながら、僕の心は沈しずんでいた。

「そんなに落ち込まないで下さい、文ふみ野のくん」

　横を歩く砂すな原はらさんが、励はげましの声を掛けてくれる。

　砂原さんと知り合ってから、一いつ緒しよに帰るのは日課になっていた。

　神かみ折おり町まちの中央を流れる神かみ折おり川がわに沿って、下校路を並んで歩く。小こ町まちも帰り道は同じ方向だけど、空手部の練習があるので学校で別れた。

「魔ま法ほう少女役だけはとりあえず回かい避ひできたので、よかったじゃないですか」

「うん……まぁ、そうだけど」

　あの後の会議で、僕はなんとか食い下がって、魔法少女をやるのだけは下ろさせてもらった。

　小町と砂原さんの二人が主役で、僕はその友達にキャスティングされている。友達っていってもけっこう出番が多くて、ミュージカルだけにダンスパートもあるらしい。

「でも、なんで女の子の役なんだよ」

「あれは、なんていうか、武たけ一いちくんの粘ねばり勝がちでしたね」

　会議の時の武一はすごかった。とにかく、思い出したくもないくらいすごかった。

「……それに、ダンスなんかできないよ」

「それは、私だって同じですよ」

　砂原さんは両手を後ろに回すようにして鞄かばんを持ち、くるっと僕の方を振ふり向むく。そして、百ゆ合りの花のように清せい楚そな笑みを浮かべて言う。

「でも、逆にこう考えてみてください。あの時、もし君がなにも言わなかったら、木もく造ぞう組ぐみの人たちはすっごい嫌いやな思いをして、君は今よりもっと悩なやんでいたと思いませんか？」

「それは……そうだけどさ。でも、納得できないものはできないんだよ」

「羊よう羹かんスティックをあげますので、元気を出してください」

　鞄から、羊羹スティックを取り出して渡してくれる。

「甘あまいもの食べたからって、いつも元気になるとは限らないよ」

「私はそうは思いません」

　相変わらず、甘味の可能性を信じすぎだよ。

　でも、受け取って口に入れると、思わずほっこりしそうになった。

　ダメだ、これくらいの甘さで立ち直れるほど、僕の悩みは浅くないよっ。

「あの時の文野くん、かっこよかったです。とても男らしかったですよ」

　男らしい。その言葉は、胸の中、草原にぽつんと立っている教会の鐘かねの音のように響ひびく。

　一いつ瞬しゆん、感動しそうになったけど、すぐに現実に戻る。

「でもさ、男らしい行動の結果が、女の子の役ってどういうこと」

「大だい丈じよう夫ぶですよ。きっと、似合うと思いますよ」

「そんな心配はしてないよっ。砂すな原はらさんは嫌いやじゃないの？」

「恥ずかしいですが……でも、ちょっと楽しそうな気もするのです」

「楽しそう？」

　小町なら、そんなこと言い出すかもしれないけど、砂原さんにはちょっと意外な言葉だった。

「あ、楽しそうっていうのは、この劇に限ったことではないですよ。正直に言うと、なんだってよかったのです。私は、歌うた祓はらいの役目があったので、中学校の頃ころは部活とかできなくて、いつも憧あこがれていたのですよ。こういう、皆で力を合わせて何か一つのことをやるということに」

　思わず、顔を上げていた。

　横で砂原さんが、優しく微笑ほほえんでいる。

　そうだった。砂原さんは今までずっと、この町を守るために色んな物を犠ぎ牲せいにして、たった一人で戦ってきたんだ。

　放課後の部活や、文化祭で盛り上がるクラスを、どんな気持ちで見ていたんだろう。神話収集クラブだって、歌祓いの宿めに役立つからたまたま入っただけなんだよね。

「そっか。皆でイベントか」

「文ふみ野のくん、そこに君もいてくれたら、とっても素敵だと思うのですけれど」

　心臓が、トクンって跳はねた気がした。

　さっきまでずっと後こう悔かいしてたのに。グチばかり言っていたはずなのに。僕はその笑顔を見て、不覚にも、ほんの少し楽しくなりそうな気がしたんだ。
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　次の日の放課後、旧校舎はどこよりも活気に満ちていた。

　金かな槌づちが釘くぎを打つ音、声高らかに台詞せりふを練習する音、試し行こう錯さく誤ごしながら曲を作っている音。時々、なにかの薬品みたいな異い臭しゆうや爆ばく発はつ音おんが上がるのは気づかない振りをする。廊ろう下かにはすでに、作りかけの張りぼてやポスター、怪かい人じんの部品らしいものが並んでいた。

　旧校舎の人たちは、僕を見かけると、ありがとう！　頑がん張ばって！　と声を掛けてくれる。僕はそれに、曖あい昧まいな笑顔で答えることしかできなかった。

　部室に入ると、ニコル先せん輩ぱいと砂原さんが先に来ていた。二人で、スケッチブックを捲めくりながら楽しそうに喋しやべっている。

「って、ニコル先輩、なんて格好してるんですかっ！」

　僕らの部長さんは、よっぽど暑さに耐たえられなかったのか、ブラウスすらも脱いで黒いキャミソール姿だった。マントはないけど、それもそれで魔ま女じよっぽい。

　ニコル先輩は、眠ねむたそうな視線を僕に向けて言ってくる。

「ん。地球がね、ボクに脱げっていうんだ」

「それ、暑いだけですよね？」

「まぁ、いいじゃん。女の子しかいないんだし」

「いるっ！　目の前にばっちり健全な男の子がいますっ！」

　思わず叫さけんじゃった。そんな僕を見て、ニコル先輩はちょっとだけ笑った。

「ふみのん、なんか吹っ切れた顔してる。女の子役、やる気になってくれたんだ」

「……皆さん、あんなにノリノリになってるのに、今さらやめるなんて言えないですよ」

　と、廊下を指差す。

　木もく造ぞう組ぐみの活気は、ものすごいプレッシャーになって僕の背中をぐいぐい押している。もう引き返せないぜ、って感じで。それに、やる、って言ったのは僕なんだ。悩なやんだところで、今さら後には引けないよ。

「ところで、なに見てるんですか」

「コスプレ研究部の人たちが、さっそくコスチュームを考えてくれたんですよ」

　砂すな原はらさんが、手に持っていたスケッチブックを渡わたしてくれる。

　そこに描かれてたのは、かなり露ろ出しゆつ度どの高いコスチュームだった。

　コンセプトは清純派甘ロリ系魔ま法ほう少女、らしい。短めでふわふわフリルのスカートにニーソックス、胸元がむき出しのノースリーブのトップス、頭にはお姫ひめ様さまカチューシャが付いている。色は、いかにも清純派って感じで白とピンクで作られていた。

　ページを捲めくると、他にもコンセプトの違うたくさんのデザインがあった。共通してるのは、どれも露ろ出しゆつが多いってこと。

　……危ないっ、僕、こんなの着せられるところだったのっ！

「ふみのんには、どれが似合うかって話で盛り上がってたんだ」

「惜おしかったですね、文ふみ野のくん。これなんか、君にきっと似合ったと思いますよ」

　やめてよ、勝手に人をダシにしないでっ。っていうか、っていうかさ。

「……砂原さん、自分も着るってこと、忘れてない？」

「おや。文野くん、台本読んでないのですか？」

　あ、そういえば、昨日きのうの台本、まだもらってなかった。

「ごめん。ぽっかり忘れてたよ。まだふみのんに渡してなかったね」

　と、ニコル先輩がひょいっと台本を渡してくれる。

　タイトルは昨日見た通り『魔法少女プリティ・ライム』。と、そこで気づく。

　タイトルの下に、脚きやく本ほん・演出総監督の名前が書いてあった。鈴すず木きニコル。

「あれ、ニコル先せん輩ぱいが書いたんですか？」

「ん。こうみえて、ボク、やるよ」

　キャミソールでさらに強調されている小ぶりな胸を、ぺーん、って張るニコル先輩。

「私は、いつもの巫み女こ服で出るのですよ。陰おん陽みよう師じの魔ま法ほう少女だそうです」

「えぇーっ。なにそれ、聞いたことないよっ」

「コトちゃんは、巫女服がいちばん可愛かわいいと思ってそのままにしたんだ」

「なるほど……そう言われたら、納得かもです」

　うーん。でも、砂すな原はらさんの魔法少女姿も、ちょっと見たかったかな。

「ちなみに小こ町まちさんは武ぶ闘とう家かタイプの魔法少女です」

「それはもう、魔法少女なのかも怪あやしいよっ」

　それにしても、コスプレ研究会の人たち、たった一日でよくこんなに作ったよ。

　机の上に並んでるデザイン案を眺ながめる。着るのは恥ずかしいけど、どれも、良く出来てる気がした。

「コス研だけじゃないよ。他のクラブも皆、すっごい協力してくれてる。特とく撮さつ部ぶはすっごい気合でセット作ってたし、無敵クラブは中庭で女の子に襲おそい掛かかる怪かい人じんたちの練習をやってて職員室に呼ばれてたしさ」

「へぇ、皆さん、もうそんなことはじめてるんだ」

「ＢＧＭＣの猫ねこ目めちゃんは自作の曲をやるっていって授業全部サボってずっと部室にいるし、放課後化学部は新しいイリュージョンを作るって煙けむりが出る薬品配合して消防車呼ばれてたしね」

　それ……いいんですか。特に化学部のやる気には不安が募つのる一方だよ。

　とりあえず、僕は台本を読むことにした。




　敵は、落ち武者の亡ぼう霊れいだった。

　舞ぶ台たいはここ、神かみ折おり町まち。夜になると落ち武者の亡霊が現れて若い女の子を襲うっていう事件が起きていた。

　そして、僕が演じる女の子・ハル子ちゃんが落ち武者たちにさらわれてしまう。

　主人公の二人・小町と砂原さんは、ハル子ちゃんと一いつ緒しよの学校に通う友達で、この町の守り神『歌神さま』から町を守る力をもらった魔法少女だった。

　二人はハル子ちゃんを助けるため、落ち武者たちの現れる森へと向かう。

　『歌神さま』にもらった力、歌と踊おどりで魔法少女に変身する二人。

　そして、落ち武者の亡霊を倒たおす。

　落ち武者たちは正気に戻もどり、自分たちがなぜ亡霊になっていたかを告げる。彼らは戦国の時代、この町の姫ひめに仕える侍さむらいだった。死んでからも、守るべき姫を探し求めていたんだ。

　そして、ハル子ちゃんは、彼らが守っていた姫の生まれ代わりだった。

　ハル子ちゃんが、小こ町まちや砂すな原はらさんと楽しそうに笑うのを見て、落ち武者たちは安心して消えていく。神かみ折おり町まちには平和が戻ってきました。

　めでたし。めでたし。




　ストーリーは、単純明快だった。

　落ち武者が出てきた時はどうなるものかと思ったけど、ちゃんと物語になってるよ。

「ニコル先せん輩ぱい……これ、けっこういいですね」

「こうみえても日曜朝のアニメが好きだったからね。おさえるところはおさえるよ。ボクには五つの特技があるんだ。占い、事件の調査、脚きやく本ほん、演出、そして、荒あら縄なわ。将来的にはこれらを生かした仕事につこうと考えてるんだ」

　へぇ、そうなんですか。あんまり選べる職業なさそうですけど。え？　荒縄？

「そういえば、ふみのんって将来の夢とかあるの？」

「夢、ですか。まだはっきりとは決めてないんですけど、やっぱり料理が好きなんで、お菓子とか料理とか作る人になりたいなー、なんて思ってます。あ、あとお花も好きなんで、お花屋さんもちょっと憧あこがれてます」

「へぇ、ふみのんらしいね」

　小学校の頃ころ、文集に皆で、将来の夢を書いたのを思い出す。

　その時に書いたのも料理の先生、だった気がする。武たけ一いちは、今はどうか知らないけど、警察官って書いてた。小町は、なにを勘かん違ちがいしたのか、拳こぶしで地面を割れるようになること、だった。きっと漫画かなにかの影えい響きようだったんだろう。今、この話をしたら、小町はすっごい怒おこる。

「ニコル先輩、一つ心配があるのですけれど」

　ちょっと不安そうに、砂原さんが手を上げる。

「これってミュージカルなのですよね。踊おどりはどうするのですか？　私、こういう踊りってよくわからないのですけれど」

「ダンスの振ふり付つけは、こまちんが特別講師を連れてきてくれることになってる」

「……いつのまに、そんな手はずを」

「あ、うわさをすれば、来たみたい」

　ドア窓の向こうに、人ひと影かげが映る。

　人影は二つ、一つはすぐに分かる、今日も元気なちょこんとポニーテールの小町だ。もう一人がダンスの先生なのかな。でも、誰だれだろ？　小町の知り合いにダンスが上う手まい人なんかいたかなぁ。

　別に、幼おさな馴な染じみだからって友達を皆知ってるわけじゃないけど、なんていうか……あんまりイメージないよ。

　と、ドアが開く。

　その向こうにいたのは、中学生だった。

　……え。なんで。

　半はん袖そでブラウスに水色のリボン、チェックのスカート、川かわ北きたにある僕も通ってた神折北中学校の制服だ。ううん、それどころじゃない。だって、その中学生は、

「……万ばん里り？」

　妹だった。

　小こ町まちが、サプライズを自じ慢まんするように言ってくる。

「ダンスっていえば、万里ちゃんでしょ」

　すっかり、忘れてた。

　妹は先月引退したばっかりだけど、チア部のキャプテンだった。子供の頃ころから踊おどるのが好きで、ダンスがすっごい上う手まいんだ。でも、だからって、呼ぶ？　中学生だし、妹だよっ。

「昨日きのう、話してみたら、ぜひ手伝いたいって言ってくれてさ」

　小町と万里は、小さい頃から一いつ緒しよに遊んだりしていて仲がよかった。三人で遊んでる時なんかは、母さんに三人とも本当の姉妹みたい、ってよく言われたもんだよ。母さん、なにか大事なとこで間違ってるけど。

「あの、お兄ちゃんがいつもお世話になってます。文ふみ野の、万里です」

　万里は、ちょっと緊きん張ちようした様子で部室に入ってくると、ぺこって頭を下げた。頭の上で括くくられた髪かみの束が、ぴこんって揺ゆれる。

「おや。文野くんの妹さんだったのですか。どうりで似てると思いました」

「そんなー。お兄ちゃんの方が全然美人ですよー」

　その発言は、どうなんだよ。

「うん、ふみのん。妹さんには悪いけど、君の勝ちだ」

「同意しないでくださいっ！」

　でも万里は、怒おこるどころか、自分のことを褒ほめられたみたいに笑う。それでいいのっ!?

　万里と僕は、良く似ていた。

　僕の方が背が高いかな。目じりが僕がちょっと垂れ目がちで万里がちょっと釣り目がち。あと、髪が僕がストレートで妹はちょと癖くせっ毛けなんだ。僕は母さんに似てる部分が少しだけ多くて、万里は父さんに似てる部分が少しだけ多い。

「なにやってるんだよ、受験生」

「今の調子だと志望校は余よ裕ゆうだから。あ、志望校はもちろんお兄ちゃんと同じ神かみ折おり高こう校こうだよっ」

「文野くんと万里さんは、一つしか離れてないのですか？」

「そうなんですっ！　しかも、私の誕生日、四月なんです。あと少し早く生まれたらお兄ちゃんと同じ学年だったのに。くやしい、なんであと少し頑がん張ばってくれなかったの、ママのこと大好きだけど、ここだけはママを憎にくむよ」

「それ、惜おしかったみたいに言うとこなんだ」

「なに言ってるの、お兄ちゃん。惜しかったにきまってるじゃんっ。そしたら一いつ緒しよに宿題できたのにね。毎朝一緒に登校して、一緒に下校して、お昼休みに机くっつけてお弁当食べて、あ、おかず一緒だーって、当たり前じゃーんって言い合ったりしてね」

「なんかこの兄妹、仲が良すぎて気持ち悪い」

　ニコル先せん輩ぱいが眠ねむたそうな声で言ってくる。同感です、万ばん里りが変なだけですけどっ。

　万里は、なぜか僕に懐なついている。

　僕たちのやり取りを初めて聞いた人は、こんな仲のいい兄妹が実在するわけがない、とか言ってくるけど……それもちょっとズレてる。万里はなんていうか、僕のファンなんだ。かなり熱狂的な。なんでこうなったのかよくわかんないけど。

「お兄ちゃん、ここんとこ帰ってくるの遅いと思ったら、やっぱり部活始めてたんだねっ。なんで言ってくれなかったの。ショックで今日きようは学校の授業がまったく頭にはいらなかったよ！　でも、お兄ちゃんがダンスか、うわぁ。想像するだけで、うわぁ。もー、なんで言ってくれないの。すぐいじわるするんだから」

「いや、別にいじわるとかじゃなくて、言いたくなかっただけだから」

「照れちゃって。まったく、お兄ちゃんは可愛くて仕方がないなぁ！」

　照れてないし、妹にそんなこと言われたくないから。

「驚おどろくのはまだ早いよ、万里ちゃん。ただのダンスじゃなくてミュージカル、演目は魔ま法ほう少女なんだ」

「ま、まま、魔法少女っ！」

　やっぱり、その単語に過か剰じよう反応する。

　ドン引きするとか馬ば鹿かにするとか、たぶんそれが妹としての正しいリアクションだと思う。でも、妹はうっとりした顔をして呟つぶやいた。

「…………いい」

　こっちがドン引きだよ。
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　妹は、はっと正気に戻もどると、僕の方に詰つめ寄よってくる。

「ををを、をにいちゃん！　どういうことっ！　どういうことっ！　聞いてないよっ！　聞いて、ないよっ。それは凶きよう器きですか？　想像しただけで、魔法少女って、魔法、少女だよねっ。お兄ちゃんが、う、うは。考えただけで、うは」

「あの、さ。僕は魔法少女役じゃないからね」

「え……うそだ！　それは噓うそだ！　お兄ちゃんがやらないで誰だれが魔法少女をやるっていうのっ！　責任者を呼んでこいっ！」

「万里、よく聞いてくれ。僕は男だろっ」

「またまたぁー」

「なんだよ、その冗じよう談だん言うなって感じのリアクションっ！」

「いや、違うよお兄ちゃん。私が言いたいのはね、男とか女とか、お兄ちゃんの可愛かわいさの前では些さ細さいな問題だってこと！」

「やっぱりこの兄妹、仲が良すぎて気持ち悪い」

　違う、だから違うんですっ。僕もそう思うけどっ。

「さっそくだけど、ダンスの練習をやろうか。二階のＡスタジオを押さえてるから」

　ニコル先せん輩ぱいが言う。多分、Ａ教室ってことだよね。

「任せてくださいっ。すっごい可愛いダンス、考えてきたからねっ、お兄ちゃん！」

　部室に入ってきた時の緊きん張ちようはどこに失くしたのか、ハイテンションで声を張り上げた。







　ジャズのようなポップのような、捕とらえどころのない、それでいて耳に心地いい音楽が響ひびく。

「両りよう肘ひじを曲げて胸に付けるっ。で、ポーズ！」

　これが、ＢＧＭＣの猫ねこ目め先輩の作りたての曲だった。三人の登場シーンに使うらしい。すっごいいい。僕、けっこう好きだな。

「手を空に翳かざして眩まぶしそうな感じで、足を上げてっ、ここで腕をクロス！」

　繊せん細さいで、綺き麗れいで、猫ねこ目め先せん輩ぱいが作ったとは思えない。やっぱり見かけによらない人だよっ。

「ステップステップ、ここリズミカルに、前、後ろ、片足曲げるっ。で、ポーズ！」

　じゃじゃん、と最後に盛り上がって、音楽が止まる。

　目の前では、ばっちりポーズを決めた万ばん里りがいた。上下とも中学校のジャージ姿。音楽に合わせて、一つずつ振ふり付つけを教えてくれていたんだ。

　うん──とても覚えられないっ！

　今さら思った。何回か大会とか見に行ったことあるけど、やっぱり、万里は踊おどるの上う手まいな。

「よし、覚えたよ。登場シーンの曲だから、ゆっくりめで簡単なんだよね。いけそうだよっ」

「ええ、これならなんとか、できるかもしれないですね」

　と、僕の横で声がする。

　ジャージ姿の小こ町まちと砂すな原はらさんが楽しそうに声を弾はずませていた。え、なに、今のでもう覚えたのっ。ああ、そっか、この二人はものすごい運動神経がいいんだった。

「そうですか。では、じゃぁ最初っからいきなり通しでやってみましょう。お兄ちゃんもね、いくよっ」

　万里がスイッチを押して、音楽が流れ始める。

　右を見る。小町は最初っからノリノリで楽しそうだった。動きの一つ一つが技みたいで、見とれるくらいに格好いい。

　左を見る。ちょっと恥ずかしそうに、万里の考えたダンスを踊る砂原さんは……かなり綺麗だった。胸がドクンと高鳴る。

　っていうか、なんで自然と僕がセンターに立たされてるの？　おかしいよっ。




　一曲、約五分後。




　挫ざ折せつしている僕がいた。

　途と中ちゆうでわけがわからなくなって、おたおたと盆ぼん踊おどりみたいな手て振ぶりになって、気がつくと一人だけ棒立ちになっていた。

　曲が終わってから、万里がそれぞれにコメントをくれる。

「さすが、小町さん。最初っからかなり上手いですね。ただ、動きはいいんですけど、リズムに乗り切れてないとこがあります。キレはばつぐんにいいので、音楽をもっと聴きくように意識してください」

　おぉ、なんだかんだで教えるの様になってる。だてにキャプテンはやってなかった。

「砂原さんもお上じよう手ずです。でも、なんていうか、恥ずかしがってません？　そういうの、お客さんに伝わると白けちゃうんで要注意ですよ。まず自分から楽しんでいきましょう。あと、日にち舞ぶかなにかやってらっしゃいます？　動きが全部滑なめらかすぎるんですよね。ダンスはメリハリです。素早く動かし、ぴっと止める、そのへん違うので注意してくださいね」

　うん、確かに二人とも上う手まかったよ。

　と、万ばん里りが僕の方を見た。

　とびっきりの笑顔だった。

「お兄ちゃん……あのね、ヤバいよ」

　わかってるよ。二人に比べたらかなり下へ手ただよ。どんな批判も甘あまんじて受けるよっ。

「まず、ね。お兄ちゃんは、上手に踊おどろうとしなくていいからっ。もっと可愛かわいく。いや、今でも十分可愛いんだけど、仕草をもっと可愛くっ。たまにこけるとかいいかもね。足を逆にして慌あわてて戻もどすとか、二人よりちょっと遅れて照れた笑顔浮うかべて、頭コツンってやるとか、ドジっ子な感じをもっとだして」

「なんか僕への指摘だけ種類が違うくないっ！」

「だって、仕方ないよ。小町さんはカッコイイダンス担当、砂すな原はらさんは綺き麗れいなダンス担当、お兄ちゃんはドジっ子担当です」

「その担当いらないよっ！」

「そりゃ、お兄ちゃんが本番までにちゃんと踊れるようになるんならいいけど、お祭りまであと一月しかないよ？」

「なるっ、絶対になってみせるからっ！」

「文ふみ野のくん、その意気です。一いつ緒しよに頑がん張ばりましょう。今のままでも可愛いですけれど」

　と、砂原さんが励はげましてくれる。ありがと、最後のいらないよっ。

「ハル、しっかり。男なら弱音は禁止っ。今のままでも可愛いけどね」

　と、小町も言ってくれる。だから、最後のいらないよっ。

　でも、おかげでやる気がでた。ドジっ子担当なんか嫌いやだ、ちゃんと踊れるようになってやるっ。

「さぁ、もう一回やってみましょう！」

　と、万里がまた音楽を最初っからスタートさせる。

　やっぱり、全然ついていけない。それでも、さっきよりは踊れてる気がする。恥ずかしいけど、ちょっと楽しくなってきたかも──で、ポーズ！




　一時間が過ぎた。




　皆と一緒に、笑顔で踊る僕がいた。

　やった、やったよ！

　今のノーミスだよっ。完かん璧ぺきだっ。

　ばっと、皆を振り返る。小町と砂原さんが両手を挙あげて近寄ってきた。ハイタッチ。ハイタッチ。すっごい嬉うれしい。

「文ふみ野のくん、すっごく可愛かわいかったですよ！」

「ハル、やればできるじゃんっ。すっごい可愛かった！」

「お兄ちゃん、あぁ、あふっ。あふぅっ。可愛い、かわいっ！　これはけしからんよっ！」

「って、なにやってんだぁぁっ、僕はぁぁっ！」

　気づいて、思わず叫さけぶ。

　男らしくなろうと思って頑がん張ばったのに、どこで、頑張る方向を間違っちゃったんだろう。

　と、その時だった。

　轟ごう音おんが響ひびいて、教室の後ろのドアが壊こわれる。

　まるで組み体操のピラミッドが倒とう壊かいしたみたいな格好で、たくさんの人が流れ込んできた。

　木もく造ぞう組ぐみの人たちだった。武たけ一いちやレッド先せん輩ぱい、鹿しかの着ぐるみを着たケロリン先輩までいる。僕たちの練習を積み重なるようにしてのぞいてたのか、皆、顔を真っ赤にしていて、どこか気まずそうな顔だった。

「皆さん、なにやってんですかっ！」

　全員が顔を見合わせた後、いちばん下した敷じきになっていた丹たん波ばさんが、顔をタコさんウィンナーみたいに真っ赤にして答えてくれる。

「おぉ……おぅ。可愛かった」

「聞いてないですよっ！」

「あぁ、丹波さん、はなぢ、はなぢ」

「悪い、武一。ハルちゃんに怒おこられたとおもうと、ついな」

「……わかります」

「わかるなっ！」

　武一といい、なんで『無敵クラブ』の人たちは、こんなに出血が多いんだよ。

　思い切り叫びながら、でも僕はその時、こうやって皆で一つの目標に向かってなにかするって、いいなって思ったんだ。







　それから毎日、放課後はダンスと劇の練習だった。家に帰ってからもダンス。妹の補修特訓がつづく。お風ふ呂ろの中でもダンス。朝ごはんの前にもダンス。

　最初は、体中が筋肉痛になって大変だった。でも、それも少しずつ慣れてくる。僕のダンスもかなり見れるようになってきた。

　忙しいけど、すっごい楽しい毎日だった。

　旧校舎の廊ろう下かでは、出来上がったステージのセットや衣装がどんどん並んでいく。毎日ちょっとづつ増えていくそれを見るのが、放課後の楽しみだった。

　しばらくして、学校や町中に木もく造ぞう組ぐみステージのポスターが張り出された時、ちょっとしたパニックになった。




「なぁっ、聞いたかよ。すっげぇポスターが貼はられてるぞっ！」

「見た見たっ、ハルちゃんが、ステージに出るんだろ。これ、見に行かないわけいかねぇなっ」

「しかも砂すな原はらと月つき島しまだって……そこいらのアイドルよりレベル高いだろ！」

「やべぇ、俺おれ、もう今夜から眠れる気しねぇ！」




　ポスターの周りには合格発表みたいな人だかりができて、そんな会話が学校中のいたるところから聞こえた。しかも、僕も魔ま法ほう少女役だと勘かん違ちがいしている人が大勢いるらしい。

　その日から、学校や町を歩いていると、知らない人たちから「楽しみにしてる！」「がんばって！」と声せい援えんを送られるようになってしまった。

　応おう援えんしてくれるのは嬉うれしいけど……ちょっと複雑な気分だよ。

　他にも、木造組ステージは話題には事欠かなかった。

　ＢＧＭＣの先せん輩ぱい方が勝手に全校朝礼の途と中ちゆうでゲリラライブ始めたり、

　特とく撮さつ部ぶの人たちが落ち武者の格好で町をうろついて子供を怖こわがらせたり、

　化学部の人たちが薬品の調合に失敗して旧校舎を白煙塗まみれにしたり、

　あまりに頭が悪い事件の連続に、先生も生徒たちも呆あきれながら、それでも皆がこう思っていた────今年の木造組のステージは、なんかすごそうだ。

　長なが月つき祭まつりに合わせて、神かみ折おり高こう校こうではちょっと早めに期末テストがある。テスト期間中も、僕らはテスト勉強そっちのけで準備をした。

　そして、テストも終わり、長月祭がいよいよ一週間後にやってくる。
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　頭の中では、謡うたがずっと回っていた。

　耳を塞ふさいでも、目を閉じても、その謡から逃のがれられない。

　あぁ、そっか……目を閉じたって逃れられないのは、当たり前か。




　謡が響ひびくたび、どうしようもなく息苦しくなる。




　この歌を教えてくれた人は、これで望みが叶かなうと言っていた。

　これが僕の、願いなのか？

　頭の中、彼女の笑顔が浮うかぶ。遠い日の約束が浮かぶ。

　あぁ、そうだ。

　後こう悔かいはもうたくさんだ。余計なことは考えるな。それが全てだ。

　時計は夜の九時を指し、辺りは暗く沈しずんでいる。

　視線を目の前に戻もどす。僕が立っている路地には、五人のガラの悪い男たちがいた。

　彼らは、一人の気弱そうな男子学生を囲んでいる。カツアゲでもしてるんだろう。

「……なんだ、お前」

　路地に入ってきた僕に気づいて、一人が声をかける。

　掛けられた声を無視して、歩み寄る。茶ちや髪ぱつで大おお柄がらの男が立たち塞ふさがった。ガキがくるとこじゃねぇ、みたいなことを言った。そんなの、無む駄だなのに。

　警告というのは、威い嚇かくのための手段だ。

　相手より力があって、初めて役に立つってことを知らないみたい。

　でも、僕は警告なんてしてやらない。

　ただ、告げる。

「札を、よこせ」

　ジャケットの内側から、ナイフを取り出す。

　小さな、両手で覆おおい隠かくせそうなほどの刃は渡わたりしかないナイフ。

　それを見た不良たちの顔色が変わる。どんなに小さなナイフでも、それには意味がある。問答無用の宣戦布告だ。

　ほんの少し、力を解放してやる。

　バチ、狭せまい路地に音が響いた。

　茶髪の男は、目を見開いたまま、前のめりに倒れる。

　周りの奴らは、僕がただの間ま抜ぬけな通りすがりじゃないと気づいたらしい。薄うすい笑いを引っ込めて、警けい戒かいしながら取り囲む。

　でも、そんなのは意味のないことだった。結果にも過程にも、なんの影えい響きようも与えない。

　刃の周りに、青白い閃せん光こうが走った。




　わずかな時間だった。

　数分と数秒が過ぎて、路地に立っているのは僕だけだった。

　カツアゲされていた少年は悲鳴を上げて逃げ出していったけど、どうでもよかった。別に、こっちも助けるつもりだったわけじゃないんだから。

　そして、心の中で呟つぶやく。

　僕は、もう誰だれにも負けない。札を集め終わるのは時間の問題だ。

　力を手に入れたら、すぐに君のところにいくよ。

　後こう悔かいはもうたくさんした。これからは、僕が、君を守るから。








＊＊＊









　神かみ折おり高こう校こうの中庭には、たくさんの花が植えられてる。

　でも、中庭の隅すみっこに丸い花か壇だんがあるのは、あんまり知られてない。目立たない場所にあるので、いつも水やり当番の人たちから忘れられてる。だから、この花壇の世話をこっそりするのは僕の役目になっていた。

　雨が降らない日が続いたら、ここにやってきて水をあげる。丸い花壇には四種類の花が四等分で植えられていて、ケーキバイキングで違う種類のケーキをあつめて作ったホールみたいになっている。今の季節は、バーベナが咲いていた。

　バーべナは好きな花の一つだった。前の花が枯かれていたので僕が買ってきた。一枚一枚の花びらがハート型になっていて、とても可愛かわいいんだ。本当はガーベラを植えようとして、間違ってバーベナを買っちゃっただけだけど。名前が似てるだけでぜんぜん違う花なのにね。バーベナはクマツヅラ科で、ガーベラはキク科だし。

「わぁ、こんなところに花壇があったなんて知りませんでした。文ふみ野のくんはこういう場所を見つけるのが上手ですね」

　横に座っている砂すな原はらさんが、感心したように言ってくれる。

　花壇の向かいにはベンチがあって、僕らはそこに座っている。

　昼休み、砂原さんと一いつ緒しよにお昼ご飯を食べていた。

　いつもは、僕は武たけ一いちと一緒に食べるし、砂原さんはクラスの女の子たちと食べてる。でも、今日は武一が部活の用事でいなかったのと、砂原さんに聞いてほしいことがあったので、思い切って誘さそってみた。

　他の友達には話せないことだし、放課後まで待つのが辛つらくてモヤモヤしてたんだ。

　砂すな原はらさんの手には、ちっちゃなお弁当箱があった。シンプルな黄色くて丸いタッパーで、蓋ふたにチェックの柄がらがついている。可愛かわいいけどほんとにちっちゃいよ。僕もかなり小食な方だけど、砂原さんには負けるかも。

　ちなみに、僕の今日のお昼はコーヒー牛乳と春のイチゴミルクパン。季節外れだけどなんだか気になって買ってみた。

「そういえば文ふみ野のくん、今日はお弁当ではないのですね」

「うん……ちょっと、昨日きのうの夜に色々あって、寝ね坊ぼうしちゃって作る時間がなかったんだ」

「おや。もしかして、お弁当っていつも文野くんが作っていたのですか？」

「そうだよ。母さん、早起きが苦手なんだよね。だから、朝ごはんも、万ばん里りと母さんのお弁当も僕が作ってるんだ。お弁当つくるのって楽しいしね」

「文野くん、君はいいお嫁よめさんになれますよ」

「嬉うれしくないっ。僕は、男だよっ」

　ふん、っと春のイチゴミルクパンを頰ほお張ばる。あ、おいしい。

　そこで気づく。そういえば砂原さんもヨミちゃんと暮らしてるだけなんだから、お弁当は自分で作ってるんだよね。ちらっと覗のぞくと、すっごい美お味いしそうだった。

「それで、相談したいことってなんでしょうか？」

　ひょいっと小さく刻まれたこんにゃくを摘つまみながら聞いてくる。




　えと、そうだった。僕が、相談したかったこと。それは、妹のことだ。




　昨日の夜、万里から毎晩の日課になってるダンスの補習を受けていた。

「すてっぷ、すてっぷ、で、ポーズ！」

　妹は僕のベッドの上で、ＣＤデッキを抱だくようにしてアヒル座りをしている。その正面で、僕は必死に踊おどっていた。最初はかなり恥ずかしかったけど、もう慣れてきた。で、ポーズ！

「はーい、ストーップ」

　と、音楽が止まる。今流れてたのは猫ねこ目め先せん輩ぱいが作った曲で、魔ま法ほう少女たちの戦いの時に流れるものだ。アップテンポでちょっとテクノっぽいとこもある、すごく格好いいよ。

　この曲のメインダンサーは、もちろん砂原さんと小こ町まちだ。二パターンの特とく徴ちよう的てきなフレーズがあって、アレンジを加えながらそのフレーズが繰くり返かえされる。それに合わせて、砂原さんと小町のどちらかが敵に攻こう撃げきする、って演出になってる。

　僕はステージ横で簡単なステップをするだけなんだけど、この曲が一番苦手だった。速くて、足が縺もつれちゃうんだ。でも、毎日の特訓のおかげでずいぶん良くなってきたと思う。もうドジっ子担当なんて言わせないっ。

　万里がＣＤを止めて、できてなかったところを指し摘てきしてくれる。

「指先、伸のびてないよ。お兄ちゃん。何度も言ってるよね、指はぴーんだよ。可愛かわいいけど」

「ピーンだね、わかったよ」

「あと、胸はもっとばーんね。すっごく可愛いけど」

「バーンだね、わかったよ」

「そして最後の笑顔はキラリン、だよっ。超絶可愛いけど」

「最後はキラリンだね、次は気をつけるよっ」

　言われた事を意識して、同じところをもう一回トライする。キラリンが難しい。

「ちがーうっ。だから、もっとぴーんだって。それからばーん。ちょっとじっとしてて」

　万ばん里りはベッドから飛び降りると、僕の手や足を使って、実際に動きを教えてくれる。

「ここは、こうで、ぴーんで、こう。それからばーん。腰はこんなかんじで、あー、もう、あすたー、はぐっ」

「なんで抱だきつくんだっ」

「あんまり可愛いから、つい。お兄ちゃん、いい匂においがする」

「同じシャンプーだよっ」

「ひさしぶりに、お兄ちゃん成分を補給させて」

「そんな成分ないっ！」

　練習のたびにニコル先せん輩ぱいに言われる、仲が良すぎて気持ち悪い。

　どう考えたって、僕は悪くないよっ。

「でも、お兄ちゃん、すっごい上じよう手ずになったよね。最初は、もうほんと、ドジっ子担当しかないって思ってたんだ。今なら小こ町まちさんや砂すな原はらさんと並んでもぜんぜん変じゃない」

「そう、かな」

　最初はあんなに恥ずかしかったダンスだけど、褒ほめられてちょっと嬉うれしかった。

「うん、今なら、二人に負けないくらい可愛い魔ま法ほう少女になれるよ」

「やっぱり嬉しくないっ！」

　でも、これも万里が毎晩、練習に付き合ってくれたおかげだ。ありがと、受験生なのに、無理させてゴメンね。

　と、携けい帯たいが鳴った。

　僕のじゃない、妹のだった。ごめん、と言って万里はポケットから取り出す。

　ディスプレイに出た名前を確認すると、ふっと表情が消えた。慌あわてた様子で電話に出る。

「……どうしたんです、なにか問題ですか？」

　学校の友達、という感じじゃなかった。敬語だし、先輩かな。

「え……うそ、なんで」

　思いがけないことを聞いたらしい。一いつ瞬しゆん、言葉に詰つまる。

　それから、声を潜ひそめてしばらく話した後、電話を切った。

「……ねぇ、お兄ちゃん。ちょっと急用ができたんだ。私、出かけてくるね」

　振ふり向むいたその顔は、やけに真しん剣けんだった。それだけで、なにか普ふ通つうじゃない事が起きたってわかる。

「こんな時間に？　なにか、あった？」

「ちょっと、ね。お母さんには……心配しないように、なんとか言っといてくれないかな」

　僕が答えるのも待たず、慌あわてた様子で部屋を飛び出していく。

　なんだか、あんな深刻な顔をした妹の顔は見たことなくて、とても不安になった。

　妹が戻もどってきたのは、十二時を過ぎていた。

　心配して声を掛けると、ごめん、って小さく謝った後で、こう言ったんだ。

　お兄ちゃん、明日あしたからダンスの先生しにいけなくなっちゃった。







「そんなことが、あったのですか。確かに、心配ですね」

　砂すな原はらさんは不安そうな顔をして、人差し指をそっと唇くちびるの下に当てる。

「うん。理由は、よくわからないんだ。でも、なんか、いつになく思いつめた様子でさ。今け朝さも悩なやんでるみたいでずっとぼーっとしてた」

　ちらっと、砂原さんは正面の花か壇だんに目を向ける。いい天気だった。バーベナの花が、風に遊んでもらって、気持ち良さそうに揺ゆれている。

「君の考えすぎってことはないですか？　家出をしたわけでもありませんし」

「そうかもしれないけど……今まで、こんなことなかったからさ。いつもは聞いてないことまで、なんでも楽しそうに喋しやべるのに」

「でも、万ばん里りさんはもう子供じゃありません。女の子に秘密はつきものです」

　ちょっと茶化すように言う。それからすぐに真剣な声に戻って、真っ直ぐに僕の目を見た。

「キミの取るべき道は、二つですね。見守るか、介かい入にゆうするか。万里さんは、介入されることを望んでいない。さて、どう思います？　それは彼女の手に余るくらい深刻な問題ですか？」

「そんなこと、わかんないよ。なんにも聞いてないんだから」

「だったら私は、もう少し様子を見ることをお勧すすめしますよ。彼女は聡そう明めいな子です。本当に誰だれかの助けが必要になったら、自分から助けてと言ってくれます」

　万里が頭がいいのはよく知ってる。勉強が出来るとかそういうのじゃなくて、要領がいいんだ。物事をすすめるバランスがいいというか……多分それは、勉強が出来るよりよっぽど役に立つ才能の気がする。

「親しき仲にも礼れい儀ぎあり、という言葉ありますよね。私も、思うのですよ。親しいからこそ、踏ふみ込こんで欲しくない場所があるのです。たった一人で、周りにいる人たちに何も告げずに、背負わないといけないことがあるのですよ」

　そう、なのかな。と呟つぶやく。

　でも砂すな原はらさんに言われたら、そんな気がした。それはきっと、彼女が、同世代の子たちに比べてたくさんのものを背負ってきたからだと思う。

「でもさ、そんなとき、周りにいる人たちはどうすればいいの？　黙だまって待つことしかできないのかな？」

「いいえ、そんなときこそ頑がん張ばらないといけないのです。彼女が自分の悩なやみに専念できるように。たとえば、彼女がいなかったせいでステージのダンスが上う手まくいかなかった、とか思わせないようにです」

　そっか、と思う。なにもできないわけじゃないんだ。万ばん里りもそれを、望んでる気がする。

「うん、わかったよ。万里が元気になるまで、僕たちだけで頑張ろっ」

「その意気です。その意気記念に卵焼きをひとつあげましょう」

　ひょいっとちっちゃなお弁当箱から卵焼きをわけてくれる。うわ、おいしそうっ。でも、その意気記念ってなに？

「おっ、やっぱここにいたか。美少女二人でランチって、絵になるよなぁ」

　正面から、武たけ一いちの声がした。

　僕らのことを探してたのか、いつものちょっと悪戯いたずらっぽい笑みを浮うかべて近寄ってくる。いっとくけど、美少女は砂原さんだけだからねっ。

「どうしたんだ、なんか深刻な顔して。ステージの練習、上手くいってないのか？」

「そういうわけじゃ、ないけどさ」

「頼たのむぜ。学校中が、いや、町中が期待してるんだからさ」

　それは大げさでもなんでもなかった。学校や町を歩くと、毎日のように木もく造ぞう組ぐみのステージの話が聞こえてくる。勝手にコスプレ研究会の人たちがネットで僕らのステージを宣伝して、他の町でも大評判になってるらしい。期待されるのは嬉うれしいけど……ちょっと複雑だよ。

　こうなったらヤケ食いだ。僕は春はるのイチゴミルクパンのいちばんミルクが入ったところにかぶりつく。砂原さんが、も一ついかがですか、とアスパラのベーコン巻きを差し出してくれる。いただくよ！

「あー。それより、お前たちに少し、話しときたいことがあってさ」

　と、武一が少し声のトーンを落として言う。そういえば、さっき僕らを探してたみたいなこと言ってたよね。なんだか、嫌いやな予感がしてくる。

「武一くん、それは『隠かくれ謡うた』の話ですか？」

　砂原さんも、武一の声の変化に気づいたらしい。

「あぁ。ちょっと小耳に挟はさんだんだけどな、市街の方で『不良狩り』って事件が起きてるんだよ」

「……なんか、それ少年漫画みたいな響ひびきだね」

「思うよな。俺おれも、このネーミングを聞いた時は笑ったよ。でもな、事件はかなり深刻なんだ。名前の通り、市街の繁はん華か街がいで遊んでた学生たちが襲われるって事件が連続して起こってる」

「市街というと、羽はね尾お町まちの方ですね」

　と砂原さんが繰くり返かえす。

　羽尾市は二つの町でできている。僕たちの住んでる神かみ折おり町まちと、隣となりの羽尾町だ。羽尾町は市の中心街で、神折町と違って都会で、カラオケやボーリングやデパートなんかも揃そろってる。その代わり、この町では見かけないような柄がらの悪い感じの人たちもいるけど。僕らは羽尾町のことを、市街って呼んでいた。

「被ひ害がいに合ったやつらの話だと、相手はたった一人、しかも俺らと代わらない歳の男だったらしい」

　なにそれ。本当に、少年漫画みたいだよ。

「でも、それがどうして、普ふ通つうの喧けん嘩かではないと思うのですか？」

「被害にあった不良たちの何人かが歌を聞いているんだ。その襲しゆう撃げき者しやの少年は『通りゃんせ』の童どう謡ようを歌っていたらしい」

　通りゃんせは、日本でも有数のメジャーな童謡だった。間違っても、喧嘩の最中に歌うような曲じゃない。

「『隠かくれ謡うた』なの、かな？」

　と、砂原さんを振ふり返かえる。でも、返ってきたのは、思いも寄らない言葉だった。

「文ふみ野のくん……申し訳ありません。私、今日きようからしばらく、部活をお休みします。皆さんにお伝えしてくれますか？」

　……え？　なんで？

　今け朝さ、妹から聞いたのと同じ言葉を、砂原さんが告げる。

「なんで、急にそんなこと言うんだよ。もうお祭りまで一週間しかないんだよ。さっき、一緒に頑がん張ばろうって──」

「急用が、できてしまったのです」

「それなら、ちゃんと理由を言ってよ。今の武一の話と関係あるんでしょ。『隠れ謡』が関係してるんだよねっ」

　砂原さんは、僕の方を見ようとしなかった。じっと花か壇だんの方に視線を向ける。

　その目は、暗く沈しずんでいるみたいに見えた。まるで、心がまったく違うところに連つれ浚さらわれてしまったみたいだった。

「それなら、僕だって力になるよ。なんでも相談してよっ」

「文野くん、私がさっき言った言葉、覚えていますか？」

　もちろん、覚えてる。でも、そんなの納得できるわけなかった。

　万ばん里りのことを相談した時に、砂原さんはこういった。どんなに親しい間あいだ柄がらでも言えないことがある。たった一人で、背負わないといけないことがある。

「でもっ、そんなの、わかんないよっ」

「これは、この謡うたは、私にとって特別なものなのです。文ふみ野のくん、どうか……少しだけ、時間をくれませんか」

　砂すな原はらさんの言葉は、それ以上の質問を拒きよ絶ぜつしていた。

　彼女の目は、もう何も映してなかった。じっと虚こ空くうを見つめている。

　武たけ一いちの方を見るけど、さっぱり意味がわからないって感じで首を振ふるだけだ。僕たちの会話を打ち切るように、予よ鈴れいのチャイムが鳴なり響ひびく。

　その日の放課後、砂原さんは言葉通り、部室に来なかった。
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　僕と小こ町まちは、いつものＡスタジオで、二人だけで練習をしていた。

　小町はここ数週間、空手部よりも長なが月つき祭まつりの練習を優先させてくれていた。その分、練習後に一人で道場にいって自主練してるみたいだけど。

　だから、練習に三人揃そろわなかったのは、今日きようが初めてだった。

　長月祭まで一週間と迫せまって、小町と砂原さんのダンスはほとんど完成していた。たぶん、このまま本番を迎むかえられる仕上がりだと思う。

　今も、小町はただの練習じゃなくて、万ばん里りから教わった基本の振り付けに、空手の動きを取りいれる、なんてアレンジを一人で考えていた。最初はうーんって感じだったけど、出来上がったのを見せてもらうと格好よくて、武ぶ闘とう派は魔ま法ほう少女にはぴったりだった。

　ジジ、と夏の終わりのセミの声みたいな音を上げて、古いＣＤデッキが止まる。

　何回か通しで踊おどって、いったん休きゆう憩けいすることになった。僕も、ほとんどミスなく付いていけるようになった。

　あと少し、苦手なところを重点的にやれば、本番に間に合うと思うよ。

「なんか、久しぶりだねー。子供の頃ころはよくハルとこうやって二人で遊んだっけ」

　と、小町がスポーツドリンクに口をつけながら言ってくる。

「うん、そうだね。必殺技の研究とかいって締しめられたり、水泳の特訓とかいって川に突き落とされたり、懐なつかしいね」

「あっ、あのさっ、具体的に何したかは思い出さなくていいよっ！」

　そんな器用に、思い出をしまってないよ。

　顔を真っ赤にして、ぱたぱたと手を振る小町。小町は、自分が子供のころ、いじめっ子だったって言われるのが苦手だった。別に、僕も他の男の子たちも、気にしてなんかないのにね。

「でも、楽しかったよね。あの頃ころ」

「んー。まぁね」

　僕は子供の頃ころから、体が弱くて、女の子っぽくて、弱虫で泣き虫だった。小こ町まちがいなかったら、僕には今みたいにたくさん友達ができなかったかもしれない。

　思えば、確かに小町の提案する遊びは、怖こわかったり痛かったりしたけど、勇気さえあれば誰だれでも参加できるものばっかりだった。泣いたり叫さけんだりしたけど、それと同じくらい笑ったんだ。小町はいじめっ子だったけど、友達想いなところも人一倍だった。だから僕と小町は、今もずっと友達なんだって思う。

「ハル、私ね、あのときは、未来なんてせいぜい明日あしたの給食までで、そこまでが全てで、そんな日々がずっと続くんだって信じてたんだ。ううん、信じてたっていうより、ただ、大人になるっていうことを知らなかった」

　小町がらしくないことを言ってくる。

　いっつも前ばかり向いている小町が、昔のことを懐なつかしそうに話すなんて、初めてなんじゃないかな。

　教室に夕日が差し込んでくる。オレンジ色の光が、窓側の半分と廊ろう下か側の半分を、はっきり明暗に分ける。僕は廊下側に座っていて、小町は窓側に座っている。だからかもしれない、小町がとても眩まぶしく……ううん、綺き麗れいに見えた。

　自分の心の中に生まれたドキドキに気づかない振ふりをして、何気なく呟つぶやく。

「珍めずらしいね、小町がそんなこと言うなんて。普ふ段だんは、子供の頃のこと、話したがらないのに」

「ハルや武たけ一いちが、いじめっ子だったって言うからだよ。私は、皆のリーダーのつもりだったのに」

「まぁ、リーダーだったのは間違いないけどさ。あ、覚えてる？　丹たん波ば先せん輩ぱいたちがサッカーしてて、クラスで育ててたチューリップの花か壇だんをめちゃくちゃにしたって事件があったよね。その後、小町が一人で六年生の教室に飛び込んでいったやつ」

「そ、そんなことしたっけ。覚えてないっ」

　小町は恥ずかしそうに顔をそむける。

　顔がまだ赤いのは夕日のせいだけじゃないよね。

　その表情に、ちょっと悪戯いたずら心ごころをくすぐられて、からかうように話を続ける。

「あれはすごかった。喧けん嘩かが強いってことで有名だった六年生が四年生の教室に謝りにくるんだもん、同情しちゃったよ。僕、それがきっかけで丹波さんと仲良くなったんだよ」

　この事件で、丹波さんにすごい親近感を覚えて話をするようになった。それで、丹波さんがすっごいいい人で、花壇をめちゃくちゃにしたのも事故だったってわかったんだ。

「そんなことあったっけ。覚えてないなぁっ、ぜんっぜん！」

　噓うそだよね。その顔は、ぜったい覚えてる顔だよね。

「戻もどりたいとか、思ってるの？」

　何気なく、聞いてみた。

　でも、小こ町まちは思った以上に真しん剣けんに受け止めたみたいで、言葉を止める。

　それから、真っ直ぐに僕を見た。

　夕日に照らされて、小町の横顔が映える。

「そんなこと、思わないよ。だってもう知ってるもん。時間は前にしか進まない、だから私たちは前を向くしかない。どうしたって私たちは少しずつ大人になっていく。泣いたり、笑ったり、喧けん嘩かしたり、勉強したり、出会ったり、別れたり、恋をしたりしながらね」

　小町がそっと笑う。僕が知る限り、彼女がそっと、なんて笑い方をするのは珍めずらしいことだった。恋、なんて言葉を口にすることも。

「でもね、それを知ってるから思うんだ。ハルと、こらから先もずっとあの頃みたいに一いつ緒しよにいられないかなぁって」

　なんだか、そう言って笑う小町の表情を見て、ちょっとだけ不安になった。

　小町はみんな大人になっていくっていったけど、大人になるペースってのは人それぞれで、僕はちょっと置いてけぼりになってるのかもしれない。

　知らない顔で笑う小町は、なぜだかわからないけど、とっても僕をドキドキさせた。

「なんか、今日きようの小町、ちょっと変」

「そう……かな」

　考えても、小町がなんでこんなことを言い出したのか、よくわからなかった。

　もしかして、武たけ一いちや僕が、いじめっ子だったって言うこと気にしてるのかな。今さら、そんなことで敬遠されるとか思ってるのかな。そんなの、あるわけないじゃんか。

　そう考えると、ぷっと吹き出すように笑っていた。

「変な小町、こうして今でも一緒にいるじゃん」

　小町の笑顔が、途と端たんに苦笑いに変わる。

　ハズレ。残念。そういわれた気がした。ゲームオーバーじゃないけれどもあんまりよくない選せん択たく肢しを選んでしまったみたいな感じ。

「はい、休憩終わりっ。もう一回はじめっからやろ」

　そう言いながら立ち上がって、ＣＤデッキに近づく。

　と、そこで思い出したように、パチン、とグローブをぶつける。

「あ、そうだ。そういえば、さっきの話で思い出した。この前、変わった組み合わせみたよ」

　小町はもう気にしてないようで、いつもの元気いっぱいの笑顔で教えてくれる。

「万ばん里りちゃんがさ、不良っぽい人たちと一緒にいるところみたんだ」

　え、と思わず固まる。

　万里から、そんな話を聞いたことはなかった。不安と一緒に、昨日、家を飛び出していった時の妹の真剣な表情を思い出す、

「……それって、いつのこと？」

「うーん、半月くらい前かな、駅前の丹たん波ばさん家の喫きつ茶さ店てんだよ。万ばん里りちゃん、なんていうか友達といるみたいに笑ってたし、丹波さんや武たけ一いちも一いつ緒しよだったから、気にしなかったんだけど……あれ？　なにも聞いてない？」

「うん、まったく」

「……もしかして、ハル、万里ちゃんになにかあった？　それって、今日きよう、万里ちゃんが練習に来てないことと関係あるの？」

「それが、僕にもよくわからないんだ」

　昨日きのうの夜のことを、小こ町まちに話してみた。

　小町も万里との付き合いは長いんだ、僕じゃわからないところに気づくかもしれない。

　話を聞いた後、小町はかなりびっくりしたみたいに言う。

「万里ちゃんが、ハルに隠かくし事するなんて信じられないね」

　自分で言うのもなんだけど、それは僕も同じ感想だった。

「気になるんなら、武一か丹波さんに直接聞いてみればいいんじゃない？」

「昼休みに、砂すな原はらさんにも相談したんだ。でも、少し様子を見たらどうかって言われた。どんなに親しい間あいだ柄がらでも、踏ふみ込こんで欲しくない領域があるはずだってさ」

「そう言えるのは、コトちゃんが強いからだよ」

　と、小町は当たり前のことのように答える。

「私さ、コトちゃんとは友達だけど、なんか、他の友達みたいに仲良くなれないんだよね。コトちゃんって、どこかで線を引いてるっていうか、本当に悩なやんでるところは自分で抱かかえ込こんじゃって、自分で解決しちゃうようなとこあるでしょ」

　なんだか、納得してしまった。皆、砂原さんみたいに強くなんかないんだ。

「でもね、助けてって言いたくても、言えないだけの子もいるんだ。それにさ、相手がどう思ったっていい。勝手なことするなって言われたら、私の自己満足だって開き直っちゃえばいい。私は、私が正しいと思うことをする、それが大事だと思うよ」

「……うん、そうだね」

　小町はいつだって前向きで、僕の悩みなんか吹き飛ばしてくれる。

　とりあえず、武一に電話してみるけど繫つながらなかった。丹波さんの携けい帯たいの番号は、さすがに知らない。

「気になるんなら、久しぶりに丹波さんの家の喫茶店に行ってみる？　あそこ、今は無敵クラブの人たちが溜たまり場にしてるんだって」

　その顔には、小町が小っちゃい頃ころによく見せた、困ってる仲間を放っておけない、ちびっ子たちの頼たよれるリーダーの笑顔が浮うかんでいた。
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　無敵クラブが溜たまり場にしてる喫きつ茶さ店てん『タンバリン』は駅前の商店街の角にあった。

　神かみ折おり高こう校こうでいちばん不良っぽい丹たん波ばさんの家が、こんなに可愛かわいい喫茶店だっていうのを知った時はびっくりした。しかも、丹波さんは放課後ここでエプロンを着て店員さんをしてるんだ。丹波さんの作るストロベリーパフェはとっても美お味いしい。お店の名前の由来は、考えるまでもないよね。

　子供の頃ころから、何度も来た喫茶店だった。

　でも、今日きようはどうしても気がすすまなかった。

「二人とも、本当にやめましょう！　武たけ一いちには、明日あしただって話がきけますからっ！」

「ハル、ここまできてそんなこと言うのっ。ニコル先せん輩ぱいもなんか言ってくださいよ」

「ん。ふみのん、コルネオだよ」

　意味わからないからって、なんとかなる、みたいに使わないでくださいっ。

　喫茶店に行くことをニコル先輩に話すと、意外にも「ボクもいく」と言って同行してくれることになった。それで、僕と小こ町まちとニコル先輩の三人で、喫茶店の前に立っている。

　道すがら、ニコル先輩は無敵クラブの活動について教えてくれた。

「今から向かう喫茶店ではね、今日、無敵クラブの特別なイベントが開かれてるんだよ」

「イベント？　そもそも無敵クラブってなにするクラブなんですか？」

「毎年、長なが月つき祭まつりの日の朝に、『裏うら祭まつり』って呼ばれるイベントが開かれてるんだ」

「……なんですか、それ。聞いたことないですけど」

「普ふ通つうの人たちは知らないだろうね。裏祭はアウトローたちのイベントだから。羽はね尾お市しにある七つの高校から腕うで自じ慢まんたちが集まって、この地域で一番強いのが誰だれか決めようって大会なんだ。そして、神折高校の代表として毎年出場しているのが無敵クラブなんだよ」

　なにそれっ。初めて聞いたよっ。そんな不良漫画みたいなイベントが本当にあるんだ。

「へぇ。そんなのあるんですか。なんか、怖こわいですね」

　と、横から小町の声が言うけど、その声がちょっとワクワクしてるのがわかった。

「なんか楽しそうだね、小町」

「そ、そんなことないって」

　昨年、日本で二番目に強い中学生女子になった少女は、パタパタとグローブを振ふる。

「じゃぁ、今日やってるイベントっていうのもその裏祭の関係なんですか？」

「うん。裏祭のトーナメントを決める抽ちゆう選せん会かいなんだ。だから、これから行く喫茶店には羽尾市中からこの町に各高校代表の腕自慢の不良たちが集まってる」

「へぇ、なんかスポーツの大会みたいですね。じゃぁ、今日は抽選会の──」

　……え？

「ちょ、ちょっと待ってください。僕たち、そんなところに行くんですかっ！」

「危ない目にあう心配はないよ。だって、今日はこまちんがいるし」

「いや、いくら小こ町まちでも、相手、本物の不良の人なんですよね？」

「こまちんに勝てる不良なんか、この町にはいないよ。あ、ここだね」

　振ふり返かえると小町は、いやぁ、とちょっと照れたような苦笑いを浮うかべていた。そこ照れるとこなのっ!?

　こうして、僕らは喫きつ茶さ店てんに到とう着ちやくして、さっきの押し問答を繰くり返かえしてたんだ。

「あの、本当にキケンですよ。やめといた方がいいですって！」

「大だい丈じよう夫ぶだよ、抽選会の邪じや魔まをするわけじゃないから。終わるのを待って、たけちーを捕つかまえればいいだけだ」

「ハル、ここはニコル先せん輩ぱいの言う通りにしようよ。万ばん里りちゃんのこと、気になってるんでしょ。なにかあったら、私が守るからさ」

　万里のことを言われると、さすがに弱かった。

「……そうだね。万里のためだもんね。小町、ありがと」

　って振ふり向むくと、すっごいいい顔をした幼おさな馴な染じみがいた。目の中に、ワクワクって文字が書いてる。あぁ、そうだ、こういう子だった。今週のこんな女子高生は嫌いやだ、は不良の集会にいくのにワクワクする子、に決定だよ。

　でも、ここで僕だけ引き返すなんてできるわけなかった。だって、僕は男なんだから。男らしくなるって決めたんだから！　妹のことも気になるし、女の子二人を残して逃げ出せないよ。ここで引き返したら、すっごい後こう悔かいするに決まってる。

　覚かく悟ごを決める。よし、いこう。

　喫茶店のドアを開ける。

　次の瞬間、怒ど濤とうの後悔が襲おそってきた。




「なんなら、今ここで決着つけてやろうかぁっ！」

「上等だ、オラァ！　かかってこいやぁっ！」




　不良漫画でしか聞いたことないような台詞せりふの応おう酬しゆうが聞こえてきた。

　うわぁ、本当にあるんだ、こういうやり取り。なんていうか、怖いっていうより、逆に感動するよ。

　細長い店だった。カウンターとテーブル席が一列に並んでる。テーブル席の奥おく二つを占せん領りようして、何種類かの制服がグループごとに固まって座っていた。皆、競い合うように制服を悪そうに着こなした、いかにも不良って感じの人たちばっかりだ。神かみ折おり町まちはいつも静かな町だけど、今日きようのこの店だけは違うみたいだった。

　その中で、さっき声を上げた二人が立ち上がって睨にらみ合あってる。一いつ触しよく即そく発はつってのはこのことだ。コーヒーなんか飲む気分じゃない、どちらかというとミルクティの気分だし、ってそういうことじゃなくて、もう帰りたいっ。

「ボク、紅茶。あんまり熱くないのがいいな」

「あ、じゃぁメロンソーダ、アイスのってるやつ。ハルはミルクティでいいよね？」

　ニコル先せん輩ぱいと小町はカウンターに座って注文していた。なんでそんなに普ふ通つうなんだよ。あと、なんでミルクティわかったの。

　いつもは丹たん波ばさんが店員さんをしてるけど、今日は違った。丹波さんのお父さんかな、店長っぽい年配の人がグラスを磨みがいている。

　店長さんは、今日は帰ったほうがいいよ、と目配せするけど二人は気にしない。不良たちの何人かが、貸切だった店に入ってきた僕らに気づくけど、目め障ざわりそうな視線を向けるだけで何も言ってこなかった。

「静かにしな。この店のマスターはね、喧けん嘩かをしねぇって条件で店を貸してくれてるんだよ。やるなら、外出てやんな」

　奥おくのテーブルから、次に響ひびいてきたのは女の子の声だった。

　どうやら、女の子の不良さんもいるみたいだ。しかも一目置かれてるみたいで、さっきまで競り合っていた二人は大人しく席に座る。

　視線を向けると、一番奥に、僕たちと同じ神かみ折おり高こう校こうの制服を着たグループがいた。見えたのは手前に座ってた武たけ一いちだけ、その横にもう一人いるみたいだけど、武一の影になってて見えなかった。どう見ても普通の高校生な武一は、不良さんたちの中でかなり浮ういていて、すごく居心地悪そうにしている。

「あれ……丹波さん、いないね？」

　と、小町が呟つぶやく。確かに、丹波さんは体がすっごい大きいから、奥に座ってても目立つ。金きん髪ぱつ坊ぼう主ず頭あたまの先輩はどこにもいないみだいだ。

「そうは言っても、北高の言うことももっともだぜ」

　と、学ランを着た大おお柄がらな男の人が言う。

　この辺りで学ランの高校は一つ、市街の羽はね尾お東ひがし高こう校こうだけだ。ちらっと見ると、大きくて、いかにも強そうな人だった。髪形は僕の父さんたちの世代の時に流行った不良漫画みたいな、もっこりしたリーゼント。うわぁ、ああいうの、現実ではじめてみたよ。

　横を見ると、小町が噴き出しそうなのを必死で堪こらえていた。笑っちゃだめだよ。笑っちゃだめだよっ。

「彼は兵ひよう藤どう君といって、去年の準優勝者なんだ。中学まで柔道をやってて、あの中では頭一つ抜ぬき出でて強いみたいだよ」

「ニコル先せん輩ぱい、なんで、そんなこと知ってるんですか？」

「調べたんだよ。どうやら『隠かくれ謡うた』と、この裏うら祭まつりが関わってるみたいだからね」

　はっとして、振ふり向むく。どうやら、ニコル先輩も不良狩りの事件のことを知ってたらしい。喫きつ茶さ店てんに一いつ緒しよに来てくれたのも、それが理由だったんですね。

「不良狩りの話、聞いてたんですね。あれも『隠れ謡』が絡からんでいると思いますか？」

「ん。ボクは、ほぼ間違いないと思っている。神話の臭においがするよ。ここに来たら、もう少し詳くわしい話が聞けると思ったんだけどな」

　と、その時、さっきの兵藤さんから、ニコル先輩が待ってた言葉が聞こえてくる。

「この中に、不良狩りを使ってるやつらがいるんじゃねぇかって、誰だれだって思うだろ。なんたって、襲おそわれたのは裏祭に出る予定だったやつらばっかりだ」

　やっぱり、裏祭と不良狩りは繫つながってたんだ。武一が噂うわさを知ってたのも無敵クラブに関わってたからなんだね。

　そんなことを考えてたら、今度は親友の声が聞こえてきた。

「こ、ここで犯人探しをするつもりかっ。やめてくれっ。今日きようは、裏祭の抽ちゆう選せんのために集まったんだろ」

　武一の少し上ずった声。あんな不良さんたち相手に、頑がん張ばってるよ。

「こんな状じよう況きようでなにを決めるってんだよ。どっかの高校が、てっぺんとりたいからって出場者を襲ったに決まってる」

「てめぇんとこの出場者がやられたからって、言いがかりつけてんじゃねぇぞ。だいたい、お前の高校なんか誰が出たって予選負けなんだよ」

「なんだとっ、どうやら、今ここでやられてぇらしいなっ！」

　不良の皆さんはそれぞれに声を荒あらげる。その間で、武一はおろおろと皆の顔を見回していた。

「やめなっていってるだろ！」

　また、さっきの女の子の不良さんの声が響ひびく。すごいよく通る声だった。騒さわぎ出だしていた不良の皆さんが、一いつ瞬しゆんで静かになる。

　リーゼント兵藤さんが、ふん、と大きく鼻を鳴らして威圧的な声を出す。

「この場を収めることが、あんたにできるのか。威い勢せいだけじゃ動かねぇぜ、神かみ折おり高こう校こうの女番長さんよ」

　あれ……あの女の不良さんは、僕らと同じ高校だったらしい。そんな人、いたかな。

　神折高校の女番長は、兵藤さんに負けない迫はく力りよくのある声で答える。

「あんたたちには、まだ言ってないことがある。昨日きのうね、ウチの丹たん波ばが不良狩りにやられたんだよ。腕を一本折られた、裏祭には出場できない」

　え……丹波さんが？

　その言葉に衝しよう撃げきを受けたのは、僕らだけじゃなかった。不良さんたちも驚いたように顔を見合わせている。

「神かみ折おり高こう校こうの丹たん波ばが、やられた？」

「去年の優勝者までか、マジかよ」

　聞こえてくる呟つぶやきをつなぎ合わせると、丹波さんは去年の優勝者で、そして、昨日きのう、不良狩りに襲おそわれたらしい。

「相手は一人だったそうだ。つまり、丹波より強いってことだよ。姑こ息そくな真ま似ねなんかしなくたって、十分に優勝する実力を持ってる。犯人は、この中にはいない。誰だれかはわからないけど、どっかの高校が裏うら祭まつりで優勝するためにやってるんじゃないってことさ」

　不良の皆さんは、まだざわついていた。でも、それを押さえつけるように兵ひよう藤どうさんの声が響ひびく。

「なるほどな。不良狩りの話と、ここに集まった出場者たちは関係ねぇってことか。いいだろう、ここでこれ以上の揉もめ事ごとはなしだ。裏祭について、予定通り話をすすめよう。それでいいな」

「あんたがいてくれて助かるよ、兵藤」

「構わねぇよ。ただ、丹波がいねぇのは残念だがな。やつには、去年の借りを返したかった。それよりお前ら、丹波の代わりに出るやついるのか？」

「それはあんたが心配することじゃないだろ。じゃぁ、さっさと組み合わせを決めようじゃないか。血の気の多い連中が集まってるんだ、あんまり顔を突つき合あわせてるとろくなことがない」

　全員、異存はないようだった。とりあえず一段落して、話が進んでいく。

　組み合わせを決める方法は、アミダくじだった。不良の皆さんが真しん剣けんな顔をしてアミダの場所を選んでるのは、なんだか不思議な光景だ。

　話を聞いていて、ずっとなにかが引っかかるのを感じていた。

　もちろん、丹波さんが襲われて怪け我がしたのはショックだった。でも、それとは別に、何かがずっと引っかかっている。

　やっと、気づいた。

　それは、声だった。ずっと聞こえてきていた、女番長の声だ。

　気づいた瞬しゆん間かん、席を立って、奥おくのテーブルに近づいていた。

　ハルっ、と小こ町まちが慌あわてて追いかけてくる。でも、止まらなかった。

　奥のテーブルに近づく。不良さんたちがいっせいに、なんだコラ、って感じで顔を向ける。でも、そんなこと、気にならなかった。

　テーブルの奥、武たけ一いちの影かげで隠かくれていた神折高校の女番長の顔が見える。

　女番長は、目を丸くして僕の方を見ていた。

　そこには、ピンクのスカジャンを着た、万ばん里りがいた。生意気そうに棒つきのキャンディをくわえて、薄うすめだけどメイクまでしてる。

　ずっと聞こえてた神かみ折おり高こう校こうの女番長の声は、無理やり低くしてたけど、万ばん里りの声にそっくりだったんだ。

　えー、なんでっ！

　なんで、なにこれっ。なんでこんなことなってんのっ！

「な、ハルっ、お前、なんでこんなとこにいんだよっ！」

　万里の横にいた武たけ一いちが、慌あわてて立ち上がる。

「それはこっちの台詞せりふだよ。武一、どういうことか説明してよっ！」

「する、後でするから、今は状じよう況きようを考えてくれっ」

　僕らのやり取りを聞いていた不良さんたちの表情が、一いつ瞬しゆんにして変化した。なんだコラ、みたいな怖こわい感じだったのが……デレって締しまりない感じになる。ざわざわと不良さんたちが囁ささやくのが聞こえてきた。




「ハル？　もしかして、ハルちゃんのことか？」「あのファンクラブで有名な子か？」「まさか、生で見れるとは……マジで、可愛かわいいな」「ウソだろ、あれで男なのかよっ」「おい、武一、あとで紹しよう介かいしろよっ」




　ねぇ、そのざわざわ、なんかおかしくない。

　なんで僕の名前を知ってるんだよっ。なんで、学校の皆と同じリアクションなんだよっ。

　後ろから追いついてきた小こ町まちが、嬉うれしそうにちょんちょんと肘ひじでつっついてくる。

「ハル、なんか有名じゃん」

「ひ、人違いだよっ」

「誰だれと間違うのよ。って、あれ、万里ちゃん？　うわ、似合ってる」

「げ、小町まで、なんでいるんだよっ！」

　武一が叫さけぶ。その瞬しゆん間かん、また不良さんたちの視線が変わった。今度は、ビリビリって電気が走ったみたいに緊きん張ちようが走る。ざわざわと囁くのが聞こえた。




「小町って、あの川かわ北きたの虎とらか？」「何回も討とう伐ばつ隊たいが出たっていう……あの？」「あ、あんなに可愛いかったのか……信じられねぇ」「丹たん波ばが、左手一本で子ども扱いされたっていう噂うわさの」「確かに、可愛い。オレ、あの子ならやられてもいいかも」




　川北の虎は、不良の皆さんの間でも有名だったんだ。

　ちらりと小町を見ると、顔を真っ赤にしていた。

「小町だって、有名じゃん」

「ひ、人違いじゃないかなっ」

　誰だれと間違えるんだよ。僕は、丹たん波ばさんが左手一本であしらわれるの、この目で見たからね。

　って、そんなこと気にしてる場合じゃないっ。

「万ばん里り、なにしてんだよっ！」

　もう、周りが不良の皆さんだってのも忘れていた。ちょっどどいて下さい、と言って搔かき分わける。不良の皆さんは、意外とあっさり道を明けてくれた。テーブルの前に立って、妹を正面から見下ろす。

　ついに観念したのか、万里はちらっとこっちを見上げて、小さな声で言う。

「ひ、人違いだよ、お兄ちゃんっ」

　お兄ちゃんって言ってるからっ。噓うそが下へ手たにも、ほどがあるっ。

　色々、聞きたいことはあった。言いたいことはもっとあった。でも、とりあえず、こんなとこじゃゆっくり話も出来ない。

「とにかく、帰ろうっ。家で話をきかせてもら──」

　その時、だった。

　謡うたが、聞こえた。





　通りゃんせ　通りゃんせ

　ここはどこの　細道じゃ






　辺りを見回す。誰も、どこにも、おかしなところはない。

「ニコル先せん輩ぱい、謡がっ」

　ニコル先輩は、それだけで気づいたらしい。勢いよくカウンターの向こうを振ふり返かえる。

「店長、この店に裏口はあるかな？」

　店長は小さく頷うなずいて、不良の皆さんがいるテーブルを指差す。その奥おくに非常口のマークが張られたドアがあった、そこから外に出られるらしい。

「たけちー、すぐにこの店から逃げた方がいいよ。どうやら、ここに不良狩りが来るみたい」

　ニコル先輩が告げると、不良の皆さんの間に緊きん張ちようが走る。

　それと、同時だった。

　カランコロン、と入口のドアが開く音がする。

　全員が息を吞のむ。

　視線が、いっせいに入口に集中する。




　そこに立っていたのは、女の子だった。




　……あれ？　なんで？

　不良の皆さんの顔に、またハテナが浮うかぶ。今日きようはよくよく、わけのわからない事が起きる日だって思ってるだろう。

　でも、僕らにとっては、わけがわからない、じゃすまなかった。

「……あれ、砂すな原はらさん？」

　緩ゆるめのサマーニットにカーキ色のカーゴパンツ、足だけはゴツめのブーツを履はいていた。手には、竹刀しない袋ぶくろにいれられた木造りの日本刀。そういえば、砂原さんの私服って初めてみる。すごい可愛かわいらしかったけど、なんだか違和感があった。

　着ている服が、砂原さんの好みで選んでるわけじゃない気がしたんだ。たとえば、動きやすいからとか、市街を歩いていても目立たないこととか。

　砂原さんは、僕たちの方をまったく見ようとしなかった。

　ゆっくりと、誰だれかを探すみたいに、お店の中を見み渡わたす。
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「おい、どこに不良狩りがいるってんだ──」

　たまらず不良の誰かが言った、直後だった。

　その声を搔かき消けすように、轟ごう音おんが響ひびく。

　裏口の扉とびらが、吹き飛んだ。

　店の奥の扉が弾はじける。その向こうには、少年漫画に出てくる魔ま法ほう使つかいのように、右手を真っ直ぐ前に出した姿勢で少年が立っていた。

　不気味な少年だった。

　漆しつ黒こくのワーキングブーツに黒いパンツ、上にはもう夏も近いっていうのにレザーの真っ白いジャケットを羽は織おっていた。ジャケットには大きめのフードが付いていて、前が見えてないんじゃないかってくらい深めに被かぶっている。そのせいで、顔は見えなかった。

　フードの中から、ボソボソと低い声がする。

「お前たちの札、もらいにきた」

「こいつが、不良狩りかっ！」

　叫んだのは、さっきの兵ひよう藤どうさんだった。不良の皆さんは、いっせいに立ち上がる。

　僕は万ばん里りの手を摑つかんで引き寄せた。一いつ緒しよに、ニコル先せん輩ぱいと小こ町まちがいるカウンターの方まで駆かけ戻もどってくる。

「おい、ハルっ。これ……どうなってんだよっ」

　武たけ一いちも慌あわてて後をついてくる。僕にだって、そんなことわかんないよっ。





　天神さまの細道じゃ

　ちっと通してくだしゃんせ






　謡うたの続きが聞こえる。間違いなく、あの白いフードの人から聞こえてきた。

　次の瞬しゆん間かん。

　襲おそい掛かかった数人が、白フードに触ふれもせずに倒される。

　気を失ってるだけみたいだけど、殴なぐられたり蹴けられたりしたわけじゃない。何をされたのかまるで見えなかった。

「……その謡うたは大切なものです、返してもらいますよ」

　砂すな原はらさんの声がする。誰だれかに向けてというよりは、独ひとり言ごとのようだった。

「ねぇ、砂原さん、どうなってるの？」

　近寄ろうとして、足が止まった。

　なんだか、砂原さんがいつもとまるで違った。チクチクと刺ささるような気配が吹き出ている。砂原さんは僕たちを方を見ようとせずに、言った。

「皆さん、できれば少しの間、目を瞑つぶっていていただけませんか？」

　そう言いながら、竹刀しない袋ぶくろから木造りの刀を取り出す。そして、静かに抜ぬいた。

　その間も、店の奥おくでは一方的な暴力が続いていた。

　圧あつ倒とう的てき、だった。魔ま法ほうみたいに。近づいた相手が悲鳴を上げて倒れていく。さっき、ニコル先輩が一番強いっていってた兵藤さんが殴りかかるけど、簡単に交わされた。そして、近くにあったテーブルを巻き込むようにして吹き飛ばされる。

　兵藤さんがあっさり負けて、他の不良の皆さんも、どうにもならない相手だってわかったらしい。倒れた仲間たちを担いで、それぞれに店を逃げ出していく。

　白フードは、逃げようとする相手には手を出そうとしなかった。次の獲え物ものを探すように、店の中を見み渡わたす。

　そして、カウンター辺りに集まっている僕らに顔を向ける。

「ハル、じっとしてて。なんかあったら、私が守るからさ」

　小こ町まちが拳こぶしを構える。

　でも、それより先に、砂すな原はらさんが駆かけ出だした。

「申し訳ありません。少しだけ、店を汚してしまうかもしれません」

　それは、カウンターの向こうの店長に向けた言葉だった。

　砂原さんらしくない、と思った。いつもの彼女なら、きっと誰だれかに迷めい惑わくがかかったり、誰かが危険になるような場所で戦うことを選んだりしない。

　砂原さんが斬きりかかる。『幽かくり神がみ』を相手にしてるような、容よう赦しやのない横よこ薙なぎの斬ざん撃げきだった。

　白フードは、それを素早くしゃがんで避よけた。そこから水面蹴りを放ってくる。砂原さんは跳とんで躱かわわし、空中で体を捻ひねり、遠心力のたっぷり乗った刃を振ふり下おろす。

　白しら刃は取どり、というのを初めて見た。

　白フードは、両手の平で、砂原さんの刀を受け止めていた。

　次の瞬しゆん間かん、攻こう撃げきが初めてヒットする。

　砂原さんの蹴り、だった。

　斬撃を止められた瞬間、その刃が囮おとりだったみたいに、蹴りを放ったんだ。

　砂原さんが、刀以外で攻撃するところなんて、初めて見た。ブーツの爪つま先さきが、相手の脇わきの下に刺ささる。

　白フードはたまらずよろめく。砂原さんは間かん髪ぱつおかずに間合いを詰つめ、いっきに畳たたみかけた。

「……すごい、コトちゃん。あんなに強いんだ」

「ウチの学校の美少女は、なんでみんな強いんだよっ。やっぱ、ハル、お前がいちば──いや、なんでもねぇ」

　横で小町と武たけ一いちが呟つぶやくのが聞こえる。そっか、二人とも、砂原さんが戦うのを見るのって初めてなんだ。でもね、違うんだよ。僕は咄とつ嗟さに叫さけび返かえしていた。

「違う、違うっ、あんなの砂原さんじゃないっ！」

　戦いに綺き麗れいも汚いもない、って言葉を聞いたことがある。

　でも、少なくも、僕がこれまで見てきた砂原さんの戦いは綺麗だった。軽やかな足運びで、舞まうように刀を振るう。歌うた祓はらい神じん社じやでいつも練習している戦いくさ神楽かぐらの型を流れるように繫つなげて、相手が隙すきを見せたところを華か麗れいに突く、それが砂原さんの剣けん技ぎだった。

　相手が人なら決して怪け我がを負わせないように、周りに被害が及およばないように、甘あまいって笑われるかもしれないけど、それが彼女のスタイルだった。

　でも、目の前のは違った。

　粗そ野やで、凶きよう暴ぼうで、荒あれ狂くるう獣けものみたいに、あらゆる手段を使って攻め立てていた。自分自身が傷を負うことさえもどうでもいいと思ってるみたいだった。

　戦いくさ神楽かぐらの型なんて、どこにも見つけられない。もしここにヨミちゃんがいて『さくら』の能力が使えたとしても、今の砂すな原はらさんの動きに付いていく自信はまるでない。

「どうしたのかな、コトちゃん。まるで、コトちゃんの方が『隠かくれ謡うた』に憑つかれているみたいだよ」

　ぽつりと、ニコル先せん輩ぱいが呟つぶやく。それは、呪のろいみたいに聞こえた。

　攻め立てていた砂原さんの斬ざん撃げきが止められる。白フードがジャケットの下から、ナイフを取り出していた。二の腕くらいの刃渡りがある、シンプルな銀色の刃。

　それを見ても、砂原さんは止まらなかった。

　突き出された刃を紙一重で躱かわわしながら、間合いを詰つめる。致ち命めい傷しようでなければ、傷を負っても構わないっていうような戦い方。

　白フードがたまらず後ろに跳とぶ。砂原さんは、近くにあった椅い子すを、逃げる相手目め掛がけて蹴けり上げた。

　次の瞬しゆん間かん、青い閃せん光こうが走る。

　椅子が、爆ばく発はつ音おんを上げて砕くだけ散ちった。





　この子の七つのお祝いに

　お札を納めにまいります






　謡うたの続きが聞こえる。

「電気だね。さっき不良たちを倒したのも、あれだったんだ。間違いない、彼は『通りゃんせ』の『謡うたい人びと』だ」

　横で、ニコル先輩が呟く。それを証明するように、バヂッ、と音が鳴り、白フードのナイフを青白い閃光が纏まとった。

　それを見て、砂原さんの目にも警けい戒かいが走る。でも、それだけだった。いつもの慎しん重ちようさはどこにもなく、さらに攻め立てる。

　白フードは、ナイフを握にぎっていない左手を、真っ直ぐ砂原さんに向けた。あの、裏口を吹っ飛ばした雷らい撃げき魔ま法ほうだ。

　砂原さんは体を横に倒しながら、近くのテーブルの上にあった水の入ったポットを取る。それを、相手の左手を目掛けて投げつけた。

　放たれた雷撃魔法でポットが割れる、と同時、中の水が蒸発して、真っ白い水蒸気が立たち昇のぼる。熱気と蒸気で、一いつ瞬しゆんだけ視界が奪うばわれる。

　蒸気の中に、砂すな原はらさんは突とつ入にゆうする。

　今度は、相手が上うわ手てだった。

　白フードは砂原さんの刃をナイフで受け止め、電でん撃げきを流す。砂原さんが咄とつ嗟さに手を離した瞬しゆん間かん、正面からの前まえ蹴げりを受けていた。

　砂原さんが吹き飛ばされる。でも、僕らには、それが見えていた。

　薄うすれていく蒸気の向こうで、青いグローブをつけた少女が真横に回りこんでいた。

　ずっと僕の横で攻こう防ぼうを見つめていた小こ町まちが、二人の刃が交こう錯さくした瞬間に駆かけ出だしていた。

　白フードは反応できていない。刃は逆方向を向き、体は砂原さんに向けて蹴りを放った体勢のままだ。横から飛び込んできた川かわ北きたの虎とらは、その無防備な脇わき腹ばらに、渾こん身しんの正せい拳けんを打ち込む。

　がっ、と悲鳴を上げて白フードが倒れこむ。

　その拍ひよう子しに、ジャケットのフードが外れた。

　中から覗のぞいたのは、真面目そうな少年だった。歳としは僕らとそう変わらない。短めに揃そろえられた黒くろ髪かみにまだ幼さを残す顔立ち、喧けん嘩かなんかしそうにない普通の男の子だった。

「あれ、君……どこかで会った？」

　小町が相手を見下ろして、そんなことを尋たずねる。

　次の瞬間、白フードはナイフを拾う。

　小町は咄嗟に後ろに跳とんで距離を取るけど、不良狩りは向かってこなかった。勢いよく体を翻ひるがえして、裏口の方に駆かけていく。

　小町は追いかけるか一いつ瞬しゆんだけ迷ったみたいだけど、すぐにやめて戻ってくる。裏口は駅裏の通りに繫つながっていて、いきなり飛び出してきた少年に、通行人がびっくりしたみたいに立ち止まっていた。

「皆、怪け我がはない？」

　ニコル先せん輩ぱいが全員を見み渡わたす。店に残っているのは、もう僕らだけだった。カウンターの向こうでは店長が、どこか投げやりに首を振ふっている。

「コトちゃん、あいつのこと、何か知ってるの？　どういうことか説明してよ」

　小町が、砂原さんに近寄っていく。

　砂原さんは立ち上がって、刃を鞘さやに納める。それから、振ふり向むいて告げた。

「……ご迷めい惑わくをおかけしました。でも、これは皆さんには関係のないことです」

「なにそれっ。関係ないわけないじゃんっ」

　小町が声を上げる。それは怒おこってるっていうより、意外な言葉にびっくりしたみたいだった。

「砂原さん、いったいなにがあったの。なんて言うか、いつもと全然違うじゃないかっ」

　彼女はほんの一瞬、寂さみしそうに僕を見た。でも、すぐに何も言わずに顔を逸そらす。

「コトちゃん、どんな事情があるか知らないけど、ボクらはそんなに頼りにならないかな」

　ニコル先輩が、いつもの眠ねむたそうな声で尋ねる。

「ボクらは、この町を守るために協力してきたつもりだったんだけどな」

「だから、なのですよ」

「だからって、どういうこと？」

「今の私は、この町を守るために戦っていないのです」

　そして、僕らに背を向けて、入口の方に歩いていく。

「待って、砂すな原はらさん」

「文ふみ野のくん、君には、こうして戦う私を、見てほしくなかった」

　その言葉は、追いかけようとした僕の足を止めた。

　カラン、コロン。

　入口の鈴すずが鳴る音がして、砂原さんが出て行く。

　本当は、追いかけなきゃいけないって思った。でも、できなかった。なんだか、彼女の全てが拒きよ絶ぜつしている気がして、その背中を見送ることしかできなかった。





　行きはよいよい　帰りはこわい

　こわいながらも　通りゃんせ　通りゃんせ






　童どう謡ようの最後の歌詞が、残のこり香がのように耳に聞こえる。

　と、その時だった。

　背後で、万ばん里りがぽつりと呟つぶやくのが聞こえた。

「なんで……陸りくくん、なの？」

　あ。と小こ町まちもなにか思い出したように、パチンとグローブを合わせる。

　それが、不良狩りの少年の名前だって気づくのには、少しだけ時間がかかった。








＊＊＊









　お兄ちゃんのことが、好きだった。

　昔っから、お兄ちゃんには何でも話してきたし、噓うそをついたこともなかった。

　でも、一年くらい前、一つだけ兄ちゃんに秘密ができちゃったの。

　私が無敵クラブの人たちと出会ったのは、一年くらい前だった。

　中学二年の春、近くに住んでいた友達と一いつ緒しよに遊んでたら、誘ゆう拐かいされた。

　車がいきなり私たちの横に止まって、ドアが開いて、気がつくと車の中だった。誘拐されたのは私一人だけ。私をさらったのは、ＨＥＹ、オレたち不良デス、悪いコトってたのちー、って感じの人たちだった。怖こわいなんてものじゃなかった、わかるよね！

　オチを先に言っちゃうと、私が誘ゆう拐かいされたのは勘かん違ちがいだった。

　不良たちの狙ねらいは、お兄ちゃんだった。ううん、本当の狙いは無敵クラブの丹たん波ばさんだったの。目的は、私を人質にして、丹波さんを裏うら祭まつりに出場させないようにすること。相手は、市街の高校の三年生で、どうしても優勝したかったみたい。今思い出しても、ショボい目的でさらわれたもんだって思う。

　丹波さんは、今さら言うまでもないけど、お兄ちゃんの大ファンだった。この後で、武たけ一いちさんと私と三人でファンクラブを作っちゃうくらいの大ファンだ。ちなみに丹波さんが会員ナンバー１、私がナンバー２。いぇい。

　それにしても、お兄ちゃんを女の子と間違えるのは仕方ないとしても、私とお兄ちゃんを間違えるなんて失礼しちゃう。お兄ちゃんの方がずっと可愛かわいいのにっ。

　連れてこられたのは、広い倉庫だった。どこなのかよくわかんなかったけど、本当に刑けい事じドラマのクライマックスに使われるみたいな場所だった。

　何もされなかったけど、怖くて仕方なかったの、わかるよね！

　でも、強がって必死に叫さけんでたのを覚えてる。その時の私は、舐なめられちゃ駄だ目めだって思ってた。泣きたいのを我が慢まんして、必死で、不良っぽい演技をしたんだ。

「私の仲間が、絶対に助けに来てくれっからな。私の仲間は、空手やってて強いんだ。私になんかしてみろ、お前ら、後で顔の骨格変わるまで殴なぐってやるからな」

　不良っぽい演技はともかく、噓うそを言ってるつもりはなかった。空手やってた仲間っていうのは、さらわれた時に、一いつ緒しよに遊んでいた友達の陸りくくんことだ。そして、この時に私が言った言葉のほとんどが、陸くんから借りた不良漫画の受け売りだった。

　陸くんは、小こ町まちさんと一緒の道場で空手を習ってた。もう覚えてないかもしれないけど、小学校の時はいつも、私のことを守ってやる、とか格好つけてたんだ。

　不良たちは私があんまり威い勢せいがいいのが気に入らなかったのか「やれるもんならやってみろ、チビ」「どうせ誰だれも助けになんかこねぇって」って私のことを散々馬ば鹿かにした。

　私は、陸くんを信じて待った。そして、待つこと三十分くらい。

　扉とびらが勢いよく開く。

　飛び込んできたのは、陸くんじゃなかった。

　神かみ折おり高こう校こうの制服を着たちょっと不良っぽい集団、無敵クラブの人たちだった。一年前で、まだ武一さんは高校に入ってなかったから、もちろん、私はその人たちが誰かなんて知らない。

　でも、私をさらった不良たちの反応で、助けにきてくれたんだっていうのはわかった。

　私をさらった不良たちは「本当に来やがった、この女、なにもんなんだ」「くそ、丹波をここまで動かすなんて、ありえねぇ」と、びっくりしていた。

　私はなんだかわからないけど、調子に乗って、余計なことを言っちゃった。

「ほら、いった通りだろっ。よくもやってくれたな。このアタシをさらうたぁ、よっぽど死にたいみたいだ。約束通り、骨格変えてやろうかっ」

　心臓が、バクバクいってた。こんな中学生の威い勢せいなんか、誰だれが聞くんだろうって思った。

　でも、意外と上う手まくいったんだ。

　市街の不良たちは、さっきまでと違って、びっくりするくらい情けない悲鳴を上げて逃げ出していった。

　不良たちが逃げ出すと、私はしゃがみこんで泣き出した。怖こわかったのを抑えてたのが、いっきに噴ふん出しゆつしてきた。よく頑がん張ばったよ、私っ。




　それで、終わりのつもりだった。




　でも、神かみ折おり高こう校こうにはすごい女の子の番長がいる、って噂うわさがすぐに広まっちゃったんだ。

　それから、丹たん波ばさんたちに頼たのまれて、何かあった時の交渉役みたいなのを引き受けることになっちゃって、今に至る。昔っから頼たよられるのに、弱いんだ。なにかトラブルが起こるたびに、武たけ一いちさんが用意してくれたスカジャンを着て、高校生の女番長の振ふりをしてる。

　最初は怖かったし、なんで私がこんなことって思ったけど……無敵クラブの人たちの情けない話を聞いてると、私がやらなきゃって気持ちになっちゃう。

　ただ、一つだけ辛つらかったのは、お兄ちゃんに秘密を持ってしまったことだ。
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「と、言うわけなんだ、お兄ちゃん」

　妹が、照れくさそうに、えへへ、って笑う。わ、笑い事じゃないからっ。

「……僕が知らないところで、そんなことしてたんだ。僕の身代わりにさらわれてたなんて、知らなかったよ」

「あー、もー、だからお兄ちゃんには言いたくなかったの！　いちいち優しいんだからっ。落ち込んだお兄ちゃんも可愛かわいいなぁ、くそぉ」

「どさくさに紛まぎれて、なに言ってんのっ！」

「万ばん里りちゃんはハルのためを思って秘密にしてたんだ。だから、あんまり責めてやるなよ」

「武一は、僕に言ってくれたってよかったんじゃないかっ！　僕たち親友じゃなかったのっ！」

　思いっきり武一に詰つめ寄よる。顔を近づけて、頰ほおを膨ふくらませて下から睨にらみつけた。

「あ、あぉ。そ。そりゃすまなかった」

　武たけ一いちは顔を真っ赤にして、視線を反らせた。その鼻から、一筋の赤い雫しずくが零こぼれてくる。

「僕は怒ってるんだよ、ふざけないでっ！」

「怒ってるハルも可愛いなぁ、くそぉ」

　なにそれっ。あぁ、なんか怒るのも馬ば鹿からしくなってきた！

「まぁ、ハル。そう熱くならないで、とりあえず食べて落ち着きなよ」

　振ふり向むくと、小こ町まちが真しん剣けんな表情で、鉄板の上を見つめていた。

　じゅー、じゅー、といい音が耳に届く。ソースの焼ける香こうばしい匂においが漂ただよってくる。

　小町が、川かわ北きたの虎とらと呼ばれるようになったのはワケがある。

　もちろん、すっごく強かったのも理由の一つだけど、そこから虎に落ち着いたのは、駅前にあるお好み焼き屋さんの常連だったからだ。小さい頃ころ、僕らは一いつ緒しよに、よくここにお好み焼きを食べにきた。お店の名前は『お好みタイガー』っていう。

　事件の後、僕らは近くのお好みタイガーに移動した。

　丹たん波ばさんのお父さんには、皆で頭を下げて許してもらった。丹波さんのお父さんも、裏うら祭まつりのＯＢだったらしく「この季節にはよくあることだ、気にするな」と渋しぶく笑ってた。少なくとも、よくあることじゃないと思うけど。

　小町が、手て際ぎわよく焼きたてのお好み焼きを切り分けて、僕の方に差し出してくれる。

　あぁ、もう、色んなことがありすぎてとても食欲なんかないけど……かつおぶしが美お味いしそうに踊おどってるから、いただくよ。

　はふ。うーん、やっぱり小町の焼くお好み焼きは美味しいなぁ。

「なんで同じタネなのに、小町が焼くとこんなに違うのかな。すごいふわふわだし」

「え、あ、ありがとっ。へへ、私も料理くらいできるのよ。女の子らしいトコあるんだからっ」

「かき混ぜるときに空気をいれるとふわふわになるって言うよね。やっぱり、パワフルにかき混ぜるのがポイントなのかなぁ。僕、力がないからかなぁ」

「えと……ねぇ、武一、私褒ほめられてるのかな？　褒められてるよね？」

　小町がちょっと複雑そうな顔をして武一に聞くけど、返ってきたのは苦笑いだった。褒めてるに決まってるのに、小町も難しいなぁ。

　万ばん里りの話と一いつ緒しよに、不良狩りのことも話を聞いた。

　といっても、昼休みに武一から聞いた話とほとんど変わらなかったけど。

　新しい情報は一つだけ。喫きつ茶さ店てんで兵ひよう藤どうさんも言ってた通り、被ひ害がいに合ったのは、裏うら祭まつりに出場する予定だった人たちばかりだったんだ。そして、丹波さんも襲おそわれて怪け我がをしたらしい。昨日の夜に万里が飛び出して行ったのは、武一からその連絡があったからだったんだ。丹波さんの運ばれた病院にお見み舞まいに行ってたんだって。

「ふー。それにしてもさ、ふー。どうしたんだろうね、ふー。コトちゃん」

　横から、ふー、混じりの眠ねむたそうな声がする。

　ニコル先せん輩ぱいは、僕の隣となりで、ずっとお好み焼きをふーふーやっていた。猫ねこ舌じたなのは知ってたけど、ここまでとは予想外だよ。

　ニコル先輩が言ったことは、僕もいちばん気になってることだった。

「そうですよね。どうして僕らになにも言わずに、一人で事件を追っていたのかな。戦い方も様子もおかしかった。いつもの砂すな原はらさんじゃなかった」

「砂原さん、あの様子だと、しばらく練習に来てくれねぇんじゃないか」

「きっと、なにか理由があるんだよ。ふー」

　ニコル先輩はそう言ってからお好み焼きを食べようとして、まだ熱かったらしく、慌あわててふーふーをやり直す。

「何か理由があったとしても、私はショックだな。理由があるんなら、それを話して欲しかった。なんか、私たち、友達じゃなかったのかなって感じちゃう」

　小こ町まちは俯うつむいたまま、お好み焼きをパテでぎゅっと押さえて、八つ当たりするみたいに、じゅじゅ、っと悲鳴を上げさせる。

　でも、どれだけ考えても、砂原さんがいったい何に悩なやんでいるのか……彼女の言い方を借りれば、どんな穢けがれを抱かかえているのか、まったくわからなかった。

「考えても、知らないことはわからないよ。わかるのは、ボクらはコトちゃんのことを、そこまで知らなかったってことだけ」

　ふーふーに疲れたのか、お好み焼きをお皿の上に戻もどしながらニコル先輩が言う。

　そんなこと、言われなくたってわかってた。砂原さんとはずいぶん仲良くなった気がしたけど、まだ僕に見せてくれてない顔はたくさんあるんだ。

　でも、そんなこと、わざわざ言わなくたっていいじゃないですか。って、ちょっと思う。

　僕が面白くなさそうな顔で見上げると、そうやって嚙かみ付ついてくるのを待ってたように、旧校舎の魔ま女じよさんは笑った。

「でも、コトちゃんの穢けがれがどんなのかは知らないけど、穢れの原因が何かってのは知ってるよね。そして、僕たちは神話収集クラブだよ」

　はっとした。そうだよ、神話収集クラブは、この町を『隠かくれ謡うた』から守るために、歌うた祓はらい神じん社じやの巫み女こを助けるために作られたクラブなんだ。

　横で、パチンってグローブを打ち合わせる音がする。

「そっか。なんでそんな簡単なことに気づかなかったんだろ。原因は、あの『隠れ謡』に決まってるじゃん」

　やるべきことを見つけた小こ町まちの顔は、やけに嬉うれしそうだった。

　でも、こういう小町の前向きなところに、僕はいっつも助けられてきたんだ。

「そういえばさ、万ばん里り。さっき犯人の顔を見たとき、なにか言ってなかった？」

　万里はその言葉に、ふっと真面目な表情に戻った。

「そうだったね。お兄ちゃんたちには、それ話しとかないと、だよね。あの子……不良狩りの男の子のこと、私、よく知ってるんだ」

　彼のことを知ってるのは、万ばん里りだけじゃなかった。横で、小こ町まちも頷うなずく。

「灰はい谷たに陸りくって言うんだ。私と同じ空手の道場に通ってた。体が弱くて、運動とかあんまり向いてなかったんだけど、強くなりたいって頑がん張ばってたな」

「うん……学校でも、いつも言ってた。空手やって強くなって、それから、私を守るんだって」

　とっくに時効になった子供の頃ころの悪戯いたずらを話すみたいに笑う。それは、なんだか寂さみしそうな笑顔だった。

「あの日、私が市街の不良にさらわれた時もさ、陸くんと遊んでたんだ。陸くんの目の前でさらわれて……あの事件の後から、ちょっと疎そ遠えんになっちゃった。あんまり話さなくなっちゃったの。たぶん、陸くん、怖かったんだと思う。私と関わったら、また何かに巻き込まれるんじゃないかって」

　一年前、万里がそのことで傷ついたんだろうなってのは、すぐにわかった。

「それから一ヶ月くらいして、お家の事情で、市街の方に引ひつ越こしちゃった。それっきり、まったく連絡とってなかったの……なんで、陸くん、あんなことしたんだろ」

「きっと、『隠かくれ謡うた』のせいなんですよね？　だったら、僕たちにだってできることはあるはずですよねっ」

　僕はニコル先せん輩ぱいの方を見る。小町は、聞かなくたってやる気満々だった。

　ニコル先輩は小さく頷いてから、なにかの儀ぎ式しきみたいに大げさな仕草で、お皿の上に戻もどしていたヘラを手に取る。

「ん、コトちゃんと万ばん里りちゃんのために、なにより僕らの部室にクーラーを手に入れるために、『通りゃんせ』の『隠かくれ謡うた』はボクたちで止めるよ」

　そう宣言すると、意を決して、ヘラの上に乗っていたお好み焼きを口に運んで、あちぅ、って呟つぶやいた。
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　次の日の放課後、旧校舎に入ると人だかりが出来ていた。

　輪の一番外側にいた小こ町まちが、僕に気づいて駆かけ寄よってくる。一年なので今いち話に参加できてなかったらしい。

「ハル、なんかさ、昨日きのうの喫きつ茶さ店てんでコトちゃんが戦ってたの、うちの学校の生徒に見られてたんだって。それで、この前の吹すい奏そう楽がく部ぶのヤな感じの先せん輩ぱいが文句言いに来たんだ」

「吹すい奏そう楽がく部ぶの人はなんて言ってるの？」

「暴力事件を起こしたってことが公になったら、ステージに出るの取り消しになるでしょ。だから、さっさと辞退して、その三十分を自分たちに使わせろってさ」

「まだ、諦あきらめてなかったんだ」

　僕らも、話が聞こえる場所まで近寄る。

　吹奏楽部の代表は、この前の内うち川かわさんだったけど、今日きようは後ろに女の子が二人ついていた。どっちも、なんとなくフルートを吹いてそうな人だなって思った。

　対して、木もく造ぞう組ぐみで先頭に立ってるのはケロリン先せん輩ぱいと猫ねこ目め先輩、それから化学部のドラ子さん。その後ろに特とく撮さつ部ぶやコスプレ研究会の人たちが不安そうな顔で並んでる。

「しらばっくれても無む駄だだ。ウチの後こう輩はいが、彼女が喧けん嘩かしてるのを見たって言ってるんだ」

「あの子が、んなことするわけねぇだろっ。下手な言いがかりはやめろよ。休みの日に、差し入れだって、あたしら全員のおにぎりを持ってきてくれるようないい子だぜ」

　猫目先輩は、話にならない、って感じで手を振ふる。相変わらず、口は悪いけどいい人だよ。砂すな原はらさん、そんなことしてたんだ。よし、僕も今度、皆にクッキーを焼いて来よう。

「我わが輩はいの化学便覧グリモワールにあるヨウ素液を用いた占いによると、薄うすい紫むらさき、つまり彼女はそんなことをしていないと出ている」

　それ、ただ微び量りようのデンプンが検出されただけですよね。小学生ですか。

　吹奏楽部の人には、あえてドラ子さんの声が聞こえなかったみたいだった。猫目先輩だけに向き直って続ける。ドラ子さんにはわるいけど、正しい対応だと思うよ。

「なら、なんであの子は、学校を休んでるんだ。なにかやましいことがあったんじゃないのか？」

「休んでるくらいで決め付けんじゃねぇよ。コトちゃんは、そんなことしねぇんだっ」

「愚おろかな。それ以上、戯ざれ言ごとを喋しやべるつけるなら、我わが輩はいにも考えがある。生石灰と水酸化アンモニウムの化学反応で悪あく魔まを召しよう還かんし、その鼻に刺し激げき的てきな呪のろいを与えてやろう」

　それ、ただのアンモニアですよね。もう黙っててください。

　砂すな原はらさんは、今日は学校に来てなかった。「熱が四十度以上あるのです、こんこん」って担任に連絡があったらしい。

　と、それまで黙っていたケロリン先輩が言う。今日は狸たぬきの着ぐるみだった。

「もしかして、私たち木造組の劇が学校中の話題になっているから、焦あせっているんですか？」

「な、なにを馬ば鹿かな、言いがかりはやめてくれ。君たちがやる下らないステージに、県大会四位の僕らが負けるわけないだろうっ」

　内うち川かわさんは顔を赤くして、声を荒あらげる。どうやら図星だったみたい。

「とにかく、君たちが辞退しないって言うんなら、このことは先生たちに言うからね。出場停止になる前に、自分たちから言い出すのがケジメだと思って、こっちは親切で忠告しにきてやったのに」

　でも、やっぱり内うち川かわさんの方が優勢だった。そりゃ、そうだよね。だって内川さんの言うことは本当なんだ。それに、朝礼でゲリラライブしたり、落ち武者の格好で町をうろついて皆を怖こわがらせたり、薬品の調合に失敗して旧校舎を白煙塗まみれにしたりと、この数週間、木もく造ぞう組ぐみの人たちは色々やらかしてるから、ただでさえ先生たちに目をつけられてる。

「いったい、なんの騒さわぎかな」

　後ろから声がする。

　振ふり向むくと、ニコル先せん輩ぱいが暑そうにハロウィンのカボチャの絵が描いた団扇うちわをぱたぱたさせながら立っていた。それ、どこで売ってるんですか？

「ニコル、いいところに来た。こいつらがな、コトちゃんが駅前で喧けん嘩かしてたっていちゃもんつけて騒いでるんだ。てめぇんとこの部員だ、なんか知ってんだろ」

「いちゃもんなんて言い方はよしてくれ。本当のことだって言ってるだろ」

　詰つめ寄よってきた猫ねこ目め先輩と内川さんを交こう互ごに見てから、あぁ、と呟つぶやいた。

　ニコル先輩なら、なんだか上う手まく誤ご魔ま化かしてくれる気がした。ううん、気がしたっていうより、もうお願いしますって祈いのるような気持ちだよ。

「ホントだよ」

　え？

　えーー。認めちゃった。あっさり認めちゃったよ。

　内川さんは、勝かち誇ほこったように笑う。

「ほらね。今のちゃんと聞いたから。後でそんなこと言ってないなんていっても手遅れだぞ」

「ん、言わないよ。だって昨日きのうのあれは、デモンストレーションだから」

　……え？　でもんすとれーしょん？

「ゲリラ宣伝ってこと。ちゃんと喫きつ茶さ店てんや商店街の許可をちゃんともらってやったんだ。こうやって騒いでるのを見ると、効果は十分だったみたいだね」

「な、そんな言い訳が通用すると思ってるのかっ！」

「さっき、職員室にも呼ばれて事情を話してきたけど、先生たちは納得してくれたよ。もう、こんな過激なデモンストレーションはするなって釘くぎを刺されたけどね。どう、まだ騒ぐ？」

　それを聞いて、吹すい奏そう楽がく部ぶの人たちは顔を見合わせた。ニコル先輩がそんなすぐにバレる噓うそをつくわけないから、多分、本当なんだよね。よかった、でも、なんでそんな言い訳が通ったんだろ。

　内川さんも、噓じゃないってわかったらしい。小さく舌打ちする。

「……わかった、今日きようはこれで引き下がろう。でも、いくら君たちが頑がん張ばったところで恥をかくだけだ。ステージの時間をどうやって使うのがこの学校のためか、もう一度考えてくれると嬉うれしいけどね」

　そう言い残すと、苛いら立だたしげに引き返していった。やっぱり、ヤなヤツっ、ヤなヤツっ。

　後ろについていたフルートの似合いそうな女の先せん輩ぱい二人が、ちょこっと僕の方に近づいて小声で言ってくる。

「私たちはハルちゃんの魔ま法ほう少女、楽しみにしてるから。がんばってね」

　話したこともない先輩にハルちゃんって言われたのとか、僕は魔法少女役じゃないんですけどとか、色々と問題はあったけど……吹すい奏そう楽がく部ぶの人たちみんなが、内うち川かわさんみたいに考えてるわけじゃないってわかって、ちょっと嬉しかった。

　すぐに、ケロリン先輩たちが近寄ってくる。

「ニコルちゃん、デモンストレーションだったって本当なの？」

「うん、ホント。ごめん、皆には言っとくべきだったよ」

　木もく造ぞう組ぐみの人たちの顔に安あん堵どが浮かぶ。でも、猫ねこ目め先輩だけは、なにか引っかかってるみたいに目を鋭するどくする。いや、もともと鋭い目なんだけど。

「なぁ、本当に大だい丈じよう夫ぶなのか？　昨日、コトちゃん練習に来てなかっただろ。今日も病欠だって言ってるし。あと、一週間もねぇんだぜ」

「問題ないって、猫目ちゃん。ボクを信じてよ」

「猫目って言うんじゃねぇ。まぁ、それなら、いいんだけどよ」

　猫目先輩は、ばっと他のメンバーを振り返って「そーゆーことだっ、あと一週間、気合いれていこうぜっ」と檄げきを飛ばす。それだけで、旧校舎は、おーっといつもの盛り上がりを取り戻した。やっぱり口は悪いけど、頼たよりになる人だよ。

　皆は、意い気き揚よう々ようって感じで、それぞれの作業に戻もどっていく。

　僕と小こ町まちは、すぐにニコル先輩に近寄って尋たずねた。

「あの……デモンストレーションって、どういうことですか？」

「そのままの意味だよ。あれは、木造組ステージの宣伝だったってことで納めてもらったんだ」

「先生たち、本当にそれで納得してくれたんですか？」

「うん、意外と簡単だった。木造組の皆は、他にも今までいろいろ問題起こしてたから、先生たちも慣れちゃったんじゃないかな。このままじゃ劇が中止になるかもって言ったら、もういいってすっごい簡単に見み逃のがしてくれたよ」

「もしかして、先生たちの中にも、ハルの魔法少女が見たいっていうファンの人たちがいたのかもね」

「小町、そういう冗じよう談だんやめてよ。それに、僕は魔法少女役じゃないからね」

　そういえば、最近、数学の佐さ藤とう先生と現国の伊い田だ先生が、やたらと僕にわからないところないかって優しく聞いてくれるんだ。

「さて、揃そろったみたいだし、昨日のつづきをはじめようか」

　いつもの眠たそうな声で言うと、さっさと部室に入っていった。

　お好みタイガーで話をした後、ニコル先輩は『通りゃんせ』の『隠かくれ謡うた』について、今日までに調べておくって言ってくれたんだ。

　僕と小こ町まちは、ちょっと緊きん張ちようした表情で後に続いた。




「おおぉぉぉっ！　これが、コスチューム案かぁっ！　やべ、これ、想像しただけで、うは。ハルのやつ、なんでやらねぇんだよっ！　あん時、もっと本気で食い下がっとくべきだった！」




　部室にはなぜか先に武たけ一いちがいて、コスプレ研究部の人からもらった衣装案のスケッチブックを見て叫さけんでいた。緊張感、台無しだよ。

「ハル、ファイト」

　と、小町が僕と肩に手を置く。同情はいらないから。

「……なんで、武一が部室にいるの？」

「ボクが呼んだんだ。多分、これからする話には、たけちーの協力がいると思うから」

「お、ハル。悪い、つい取り乱してしまった」

「武一のことなんかどうでもいいですけど、『隠かくれ謡うた』のこと、なにかわかったんですか？」

「ハル、それヒドくないか？　そういうアプローチされると逆にドキドキするんだけどよ」

　もう、武一は黙だまっててよっ。

「ハル、ファイト」

　同情はいらないよっ。

「ぜんぶが解けたわけじゃないけど、とりあえず、わかったところまで説明するよ」

　ニコル先せん輩ぱいはそう言うと、壁にぶら下がってるホワイトボードに『通りゃんせ』の歌詞を書く。それぞれの歌詞の前に、カッコ付きの注ちゆう釈しやくもついていた。





（門番）　　　　　通りゃんせ　通りゃんせ

（宮参りの人）　　ここはどこの　細道じゃ

（門番）　　　　　天神さまの　細道じゃ

（宮参りの人）　　ちっと通してくだしゃんせ

（門番）　　　　　ご用のないもの　通しゃせぬ

（宮参りの人）　　この子の七つの　お祝いに

　　　　　　　　　お札をおさめに　まいります

（門番）　　　　　行きはよいよい　帰りはこわい

　　　　　　　　　こわいながらも　通りゃんせ　通りゃんせ






「『通りゃんせ』は知ってるよね、江戸時代に生まれた童どう謡ようだよ。マザーグースのロンドンブリッジとおなじ遊び方でも有名かな。やったことないけど」

　ロンドンブリッジと同じ遊び方っていうのは、子供たち二人が頭上で両手を繫つないで向き合って門を作り、その下を歌を歌いながら他の子供たちがくぐっていって、歌の終わりに門の下にいた子供が鬼おにになるっていうやつだ。

　有名な遊びだけど、今の子供たちはあんまりやらないかな。僕もやったことないや。それに、なんとなく怖こわいイメージがある。なんだか、鬼になるっていうのが、生いけ贄にえにされるみたいな気がするんだ。特にマザーグースの方は。

　小こ町まちも僕の同じことを思ってたらしい。ホワイトボードを見ながら言う。

「『通りゃんせ』ってさ、なんでかよくわからないけど、怖い歌だよね」

「ん。通りゃんせのこわいイメージは、ほとんど最後の〝行きはよいよい帰りはこわい　こわいながらも通りゃんせ〟っていうフレーズのせいだと思うんだよ」

　そっか。帰りは怖い。これだけストレートに、怖い、なんてフレーズが入ってる歌ってなかなかないもんね。それが、静かなリズムと合わさって恐きよう怖ふを演出してる気がする。

「通りゃんせの発はつ祥しようの地とされてる場所は全国でいくつかあるけど、有力っていわれてるのが埼玉県にある三み芳よし野の天てん神じんなんだ。この地方の方言では〝こわい〟っていうのは〝つかれる〟の意味なんだ。つまり〝行き道はいいけど、帰り道は疲れるよ〟っていっているだけの、ただのお宮参りの歌だっていうのが通説なんだけどね」

「……びっくりですね。なんか、そこが代わっちゃうと、普ふ通つうの歌になっちゃいますよ」

「でも、『隠かくれ謡うた』はその〝こわい〟を〝怖い〟として使ってる。三芳野天神っていうのは、昔はお城の中にあって、参拝するのにたくさん関所を通らないといけなかったんだって。だから、歌詞が門番と宮参りの人の会話形式になってる。その特異性もこの歌に不思議な雰ふん囲い気きを与えてるのかな。それじゃ、謎なぞ解ときをはじめようか」

　僕らはホワイトボードに視線を向ける。最初に、小町がいちばん基本的なことを聞いた。

「〝通りゃんせ〟ってのは〝通りなさい〟ってことでいいんですよね？」

「うん。でも、それだけじゃない。〝通りゃんせ〟の〝通〟には別の意味が付けられてる。仏教において、神に近づいた人たちが得る人じん智ちを越えた力のことを〝通つう〟っていうんだ。〝通〟には五ご通つうとか六ろく通つうとかがあって、色んな種類があって、それを全部マスターすれば神様になれる。つまり、〝通〟は、神様に通じる力、すなわち神じん通つう力りきを示してるんだ」

「……へぇ。これまた、思い切ったこじつけですね」

「で、次が〝ここはどこの細道じゃ　天神さまの細道じゃ〟だね。〝ここ〟っていうのは〝この歌〟そのものをさしてる。〝細道〟っていうのは『物うつし世よ』と『幽かくり世よ』の外側を繫つなぐ道のこと。だから、〝これはどんな神通力に繫がっているのですか？〟という質問と、〝天神様の神通力に繫がっています〟という答えになるんだ。天神様は知ってるよね？」

　正直、よく知らなかった。小町も同じようで、ちょっと首を捻ひねっている。

　答えたのは、意外にも、今までちょっと退たい屈くつそうに聞いてた武たけ一いちだった。

「菅すが原わらの道みち真ざねのことだよな。日本史の授業で習っただろ。あ、俺おれ、こう見えて歴史とか好きなんだ。一番好きな武将は明あけ智ち光みつ秀ひでだな」

「あ、それなら知ってるよ。平安時代の貴族で、教科書にも出てくる有名な人だね」

「おい、ハル。光秀に食いつけよ」

「あ、私も思い出した。大だ宰ざい府ふで有名な学問の神様だねっ」

　武たけ一いちはちょっといじけた感じで、僕らのために説明を付け足してくれた。

「都を追放された菅原道真は、死後に怨おん霊りようとなって色んな災害を起こしたんだ。中でも有名なのが京きよう都と御ご所しよに雷を落としたっていう伝説だな。それで、怒りを静めるために天神様として奉まつられたんだ。今は小こ町まちの言う通り、すっかり学問の神様としての方が有名だけど」

「ん。でも、たけちーの説明には、ちょっと勘かん違ちがいがあるかな。菅原道真公が天神様ってわけじゃないんだ。菅原道真公の怨霊が雷を使ったことから、もともと日本古来より奉まつられてきた火か雷らい天てん神じんという雷神と同一視されたっていうのが正しいんだよ。つまり〝天神様の細道〟というのは〝火雷天神の神じん通つう力りき〟となるんだ」

　ニコル先せん輩ぱいの言葉に、僕と小町は顔を見合わせる。

　昨日きのうの白フードが使っていた電でん撃げきの能力。あれは天神様の力だったんだ。

「それから〝ちっと通してくだしゃんせ〟はその力を少しくださいという問いかけ、〝御用のないもの通しゃせぬ〟は、〝御用〟つまり〝資格〟がないものには与えてやらないという答えになる。そして〝資格〟を得るための条件が、次の二行だね」

　次は〝この子の七つのお祝いに　御お札ふだをおさめにまいります〟となる。

　ちょっと考えてみるけど、まったくわからないや。

「ここがね、難解なんだよ。本来の謡うたの意味だと、これは七五三のことなんだよ。昔は、小さいころに病気や怪け我がで亡くなる子供が多かったから、神社からお札をもらって、七歳まで神様に守ってもらうって儀式があったんだ。七歳を過ぎると、その子は自分一人の力で生きていかないといけない。だから、神社にお札を返しに行くんだよ。今まで守ってくれてありがとうございました、ってさ。でも、今回の『隠かくれ謡うた』では、それをどう異訳しているのか……正直、ボクも完全には解けてないんだ」

「ニコル先輩でも、わからないんですね」

「これまでのバックデータによると、『通りゃんせ』の『隠れ謡』が使われたときは、みんな、七歳の子供がらみだったんだ。『謡うたい人びと』が七つの子供だったり、その親だったりさ。でも、今回の犯人はボクらと変わらない歳なんだよね」

　そっか、陸りくくんは万ばん里りと同じ歳なんだから、十五歳か十六歳ってことだ。

「なにかに掛かってるんだろうけど、これまでのバックデータにもない異訳だからよくわからない。それで、先に七行目から訳してみていいかな」

　ニコル先輩は六行目の横に、不めい、って書く。明、の漢字が出てこなかったみたい。

「次の行もよくわからないですよね。〝御お札ふだをおさめにまいります〟って……砂すな原はらさんがお札の術を使ってるのは見たことありますけど、そういう神社のお札とは違いますよね」

「ん。ボクは、ここが今回の不良狩りと関わってると思うんだ。札っていうのは、神社とかの御札のことじゃない。悪いことをした人のことを、札付き、なんて言うよね」

「札付きのワル、ってやつですか？」

「そう、それだよ、こまちん。江戸時代にね、罪を犯したらその家族や近所の人が連帯責任で一いつ緒しよに罰ばつせられる連座制っていう制度があったんだ。ひどい話だよね。それで、どうしようもなく悪い人がいたら、ボクらはこの悪い人とは関係ありません、お家から勘かん当どうします、っていうのを役所に届け出るんだ。そうすると、役所の人が長屋の名めい簿ぼのその人のところに白い御札を貼って名前を消してくれたんだって。ここから悪い人を〝札付き〟って呼ぶようになったの。つまりね〝札〟とは〝札付き〟のこと。〝おさめる〟は、それを率いるってことで〝治める〟にかかってると思うんだ」

「だから、不良の人が狙ねらわれてるってことなんですか」

「ん。しかも、狙われてるのは裏うら祭まつりに出る予定の、とびっきり強い人たちばかりだ。これを元にして六行目を見るとさ、七つって数字に気づかないかな？」

「七……たしか、裏祭に出る予定の高校の数が七つでしたよね」

「そう。〝祝い〟がなにに掛かかっているのかわからないけど、おそらく、高校の数を表してるんだと思う。七校の代表を全部倒すことが、高校のてっぺんに立つ。つまり〝治める〟ことになるんじゃないかな？　それで、最後の二行の訳をつけ足すと、『通りゃんせ』の意味はこうなる」

　ニコル先輩は、ホワイトボードにキュキュっと翻ほん訳やく結果を書いてくれる。





（門番）　　　　　神通力が欲しいですか、神通力が欲しいですか

（宮参りの人）　　この歌は、いったい『幽世』の外側のどんな力と繫がってるのでしょう？

（門番）　　　　　火雷天神の力と繫がっています

（宮参りの人）　　その力を私に与えてくれませんか？

（門番）　　　　　その資格がないものには与えられません



（宮参りの人）　　この子の七つの　お祝いに（不めい・七は高校の数？）


　　　　　　　　　全ての札付きたちを治めてみせましょう

（門番）　　　　　資格を手に入れるまではいいですが、資格を手に入れてからの方が恐ろしい

　　　　　　　　　恐ろしいけれども、神通力が欲しいですか、神通力が欲しいですか






「この仮説が正しければ、ボクたちは不良狩りを探さなくたって迎むかえ撃うつことができる。確実に現れる場所を知ってるんだからさ」

　そこで、ニコル先せん輩ぱいが言いたいことに気づく。

「だから、武たけ一いちを呼んでたんですね？」

「あ、そっか。七つの学校のてっぺんをまとめて倒したいなら、裏うら祭まつりに出てくるのがてっとり早いってことだ」

「ん、そういうこと」

　ニコル先輩は、武一に向かって、いつもの眠ねむたそうな声で聞いた。

「たけちー、ボクたちを裏祭に連れて行って欲しいんだ」

「……は？　なに言ってんすか。そんなのできるわけないっすよ」

　武一は、びっくりしたみたいに慌あわてて手を振ふって否定する。裏祭ってのは不良の人たちのイベントなんだ。そこに普ふ通つうの関係ない人たちがいくのは危ないのかもしれない。

　でも、武一が心配してたのは、まったく別のことだった。

「言ったろ、丹たん波ばさん怪け我がしたんだって。俺おれたちはもう裏祭には出ない。つーか、出れるような人がいない。俺は人数合わせで入ってるだけで喧けん嘩かなんかやらねぇし、他の先輩たちだってそうだ。ほとんど、丹波さんのためにあったようなクラブだからさ。無敵クラブは棄き権けんだよ」

「それなら、心配ないよ。こまちんが出るからさ」

「えぇ、ちょっと待って、なにいってるんですかっ！　無理にきまってます！」

　小こ町まちは勢いよく立ち上がって、ぱたぱたとオープンフィンガーグローブを振る。

　もちろん、僕も反対だった。いくら小町が強いっていっても、女の子だよ。不良の人たちに勝てるわけないし、そんなの危ないじゃないかっ。

「ニコル先輩、そんなの駄だ目めですよっ。怪我とかしたらどうするんですかっ」

「そうですよ。私、誰だれかが怪我しても責任取れないですよっ。それに、喧嘩は嫌きらいです」

　え、あれ、怪我するのって相手の方なんだ。

「なんだよ、ちっちゃい頃ころはいつも──」

「武一、それ以上言ったら、ぺちゃんこにする」

　小こ町まち、言ってることがすっごい矛む盾じゆんしてるよ。ぺちゃんこ!?

「大だい丈じよう夫ぶ、こまちん。喧嘩じゃなくてお祭りだから」

「あぁ、丹波さんも言ってたな。小町に勝てる不良なんかこの町にはいないって。まぁ、そういうことなら構わないけど」

「だから、出ないっていってるからっ！　それに、もし私たちが裏うら祭まつりに行って、不良狩りが出て来たとしてですよ。あんな力を持ってる相手と、どうやって戦うんですか」

　白フードが使った、魔ま法ほうみたいな電気攻こう撃げきを思い出す。確かに小町の言う通りだ。砂すな原はらさんがいないのに、あれと戦えるとは思えないよ。

「ん。それなら、ボクにとっておきの秘策があるんだよ」

　ニコル先輩は、なにを考えてるのか自信満々に言う。あんなの、作戦とかでどうにかできるレベルじゃないと思うけどな。

　と、そこで、さっき教えてもらった『隠かくれ謡うた』がちょっと引っかかった。

「……あれ。そういえば、恐おそろしい力を手に入れるためには資格がいるんですよね？　でも、まだ資格を手に入れてない犯人が電でん撃げきを使えたのはどうしてなんですか？」

「昨日きのうの電撃って、便利で威い力りよくもそれなりで使い勝手のいい能力だよね。天神様の力の一部、たぶん、あれが〝行きはよいよい〟ってことなんじゃないかな」

「じゃぁ、条件が揃そろったら、もっとすごい力になるってことですか……想像できないですね」

「ん。その恐ろしい力がなにか、皆は知ってるはずだよ」

　ニコル先せん輩ぱいは、いつもの眠ねむたそうな声で呟つぶやいた。




「二年前に起きた嵐あらしは、この『通りゃんせ』が原因だったんだ」




　眠たそうに出てきた言葉は、びっくりするくらい重たかった。

「それって、このままだと……二年前と同じことが起きるってこと？」

「びっくりした。責任重大じゃん」

　二年前、と聞いて、神かみ折おり町まちの誰だれもが思い出すことは一つだけだ。

　ものすごい豪ごう雨うが町を襲おそったんだ。学校の校舎は壊こわれ、神かみ折おり川がわが氾はん濫らんし、特に川かわ下しもの町の方は大きな被ひ害がいが出た。亡くなった人だっていたんだ。

「二年前の雨っていったら、あの、竜りゆうみたいな化け物のことか？」

　武たけ一いちが呻うめくように呟く。武一は前に、二年前、この町に大雨を降らせた『幽かくり神がみ』を見たっていう話をしてた。それは、大きな竜の姿をしていたっていうんだ。

　はっとした。

　砂すな原はらさんは、二年前の大雨で、両親を亡くしてるんだ。

　砂原さんの様子が変な理由は、きっと、それと関係があるんだ。

「ふみのん、気づいたみたいだね」

　僕がどんな顔をしてたのかわからないけど、ニコル先輩が言ってくる。

「コトちゃんだって穢けがれにとらわれることくらい、あるよ。そんなの当たり前のことなんだ」

　その通りだと思った。勝手に、砂原さんは、いつも正しくて強くて間違うことなんかないって思ってたけど……僕らと同じ歳としの、ただの女の子なんだ。砂原さんが強いわけじゃない、ただ、強くならないといけなかっただけなんだ。たとえそれが、強がりでも。

　と、部屋のドアがノックされる。

　はいるぜっ、って声と一いつ緒しよにドアが開いた。この乱暴な言葉使いは、ＢＧＭＣの猫ねこ目め先輩だ。想像通り、白はく髪はつでボサボサショートの先輩が顔を見せる。

「なんだ、辛しん気き臭くせせぇ顔してんな。やっぱ、コトちゃんのこと、なんか問題あんのか？」

　部室に入るなり、しかめっ面をして僕らを見回す。ズバリと痛いところをついてきた。目だけじゃなくて、勘かんも鋭するどいよ。

「なにもないよ、猫ねこ目めちゃん。演出で迷ってただけ」

「なら、いいんだけどよ。えっと、文ふみ野の、お前にお客さんだぜ」

「お客さん、僕に？」

　覗のぞき込こむと、ピンク色の髪かみの毛がぴょこんと猫ねこ目め先せん輩ぱいの後ろから姿を見せた。あんな髪の知り合いは一人しかいない。

　ちっちゃな女の子が、おー、と手を上げて元気に部屋に入ってくる。

「ハルかー。やっとあえたな」

「え……ヨミちゃん、なんでここに？」

「あぁ、こいつ門の近くでウロウロしてたんだ。んで、文野の知り合いだっていうからよ、ついでだし、ついでだから連れてきたんだ」

「おねーさん、すごくいいひとだった」

「おいこら、ガキっ、余計なこというなっ。ついでだって言っただろ、二度もっ」

「じゅーすもかってくれた」

「ばっ、こら、てめぇ、秘密だって言っただろ」

「そうだ、ひみつだった。ハル、いまのはしらないふりな」

「ふざけんなっ、こいつらに知られたくなかったんだよ」

　こつん、って猫目さんが優しいゲンコツを振ふり下おろす。

「あわー」

　ヨミちゃんはちょっと大げさに頭を抑おさえて叫さけんだ。

「とりあえず、送り届けたからなっ」

　ぶっきらぼうに言って、猫目先輩は顔を真っ赤にしながら部屋を出て行った。やっぱりいい人だ。ヨミちゃんは振り返って、ばたばたと忙せわしなく手を振る。

「じゃあなー、さえきー！」

「！」

　佐伯さえきさんだったんだ。猫目さんってニコル先輩が付けたあだ名だったんだ。危なく呼ぶところだったよ。

　と、小こ町まちがヨミちゃんに近づいて話しかけるのが聞こえた。

「君がヨミちゃんか。話は聞いてるよっ。ハル子ちゃんには会ったけど、こうして君と会うのははじめましてだね。私、月つき島しま小町」

　その名前を聞くと、ヨミちゃんは両手をばっと顔の前に翳かざした。

　ちっちゃな指の隙すき間まごしに、小町を見上げる。

「おぉ、しってるぞ。こまち！」

　知ってるもなにも、『赤あかい靴くつ』の事件の時に会ってるよね。それにしても、ヨミちゃんの手は、いったいなんのつもりだろ。

「コトがたまにはなしてるぞ。かわいくて、すっごいあかるんだろ」

　ヨミちゃんに言われて、小こ町まちはちょっと照れくさそうに笑う。

「やだな、コトちゃん。そんなこと言ってたんだ」

「でも、おもったほどあかるくないなー。たいようのほうがあかるいなー」

　言いながら、ヨミちゃんはちょっとがっかりしたみたいに顔の前に翳かざしてた手を下ろす。え？　明るいってそういうこと？

「ヨミちゃん、面白いね。そうだ、はじめましての記念にいいものあげるよ」

　と、小町は鞄かばんからお菓か子しを取り出す。チョコレートでコーティングされたポッキーだった。

「おおー、こまちいいやつだな。おんにきるぞ！」

　恩には着なくていいよ。いったい、そんな言葉はどこで覚えてくるんだろ。

　ヨミちゃんはお菓子を受け取ると、さっそくビリビリと包みを開いて食べ初めた。目を細めて、すっごく美お味いしそうだ。

「ねぇ、ヨミちゃん。何しにきたの？」

　聞くと、ヨミちゃんは、ぴたっとポッキーを食べてた手を止める。

　それから、ふと、気づいたように僕の方を見上げた。

「そうだった、わすれてない！」

　いや、思いっきり忘れてたよね。ポッキーに夢中だったよね。

「ハルな、あのな！」

　ヨミちゃんは、ぶんぶんってこぶちを振ふりながら必死で喋しやべり始はじめる。でも、焦あせってるせいで、何て言えばいいのか上う手まくまとまらないみたいだった。

「あのな、コトがな、あのな、えっとな」

　ヨミちゃんがここまで来たのは、やっぱり、砂すな原はらさんのことと関係あるんだろう。

　急せかしたくなる気持ちを抑おさえて、じっと、ヨミちゃんが説明してくれるのを待つ。

　しばらく、あのな、と、えっとな、を繰くり返かえしてから、きっぱりと告げた。

「はなしてるひま、ない！」

　えー、考えがまとまらないからって、急いでることにするのやめようよ！

「とにかく、いっしょにこい！」

　ヨミちゃんは、ちっちゃいこぶちを振り上げて叫さけんだ。







　木もく造ぞう組ぐみの先せん輩ぱいに借りたボロボロの自転車は、漕こぐたびにグアグアとドナルドダックみたいな声を上げた。チェーンがなんだか不思議なことになってるみたい。

　ニコル先せん輩ぱいに了解をもらって、僕たちは歌うた祓はらい神じん社じやに向かっていた。

　部室を出る時、小こ町まちが「私もいくっ」と言ってついて来てくれた。

　僕が前で漕こぐ役、小町は荷台、二人乗りをして神かみ折おり川がわ沿いの道を下る。

　正面の籠かごには、ちょこんってヨミちゃんが納まっていた。先生や警察の人に捕つかまったら怒おこられるの間違いないけど、僕らはそれくらい急いでたんだ。

　向かっている途と中ちゆうで、ヨミちゃんはやっと考えがまとまったらしく、学校に来た理由を教えてくれた。

　昨日きのう、学校から帰ってくると、砂すな原はらさんの様子がおかしくなってた。それは、僕らが喫きつ茶さ店てんで見たのと同じだった。ヨミちゃんが聞いても、なにがあったのか話してくれないらしい。

「コトな、いつもな、たたかいにいくときはいってきますいうんだ。でも、きのう、いってきますなかった」

　ヨミちゃんは寂さみしそうな顔で、ぶんぶんってこぶちを振ふり回まわす。

「あとな、ごはんたべるとき、いっつもうれしそうなんだ。でも、きょう、ちっともうれしそうなかった」

　そうだよね。砂原さん、お菓か子しやお弁当、いっつも本当に美お味いしそうに食べるんだ。ご飯を美味しそうに食べない砂原さんなんて、砂原さんじゃないと言ってもいいくらいだ。

「あとあとな、きのう、かえってくるのすごくおそかった。けさ、がっこういかなかった」

　きっと、市街に行って『隠かくれ謡うた』を探してまわってたんだろう。なんで、そんなに必死なのに、僕たちには何も言ってくれないんだよ。

「砂原さんは、いま、神社にいるの？」

「さっきかえってきた。でもな、てあてしたら、たぶんすぐいっちゃう」

「砂原さん、怪け我がしてるの？」

「うん。ヨミがなにいってもだめだった。だから、ハルをしょうしゅうした」

　あ、僕ら、招集されたんだ。

「ハルのいうことなら、きいてくれるかもだ」

「そう……だといいけど」

　確かに砂原さんとは仲良くなった気がしてた。でも、僕の言うことなんか聞いてくれるかな。昨日の砂原さんの様子を思い出すと、やっぱり自信ないや。

「あのな、コトな、ほんとは、げきやりたいんだ」

「……え？」

「だって、まいばん、だいほんよんでる。きのうもよんでた」

　その言葉に、ちょっと勇気づけられた気がした。砂原さん、しばらく練習には来ないなんて言ったけど、やっぱり劇のこと忘れてなんかないんだ。

　ぷにん、と後ろから柔やわらかい拳こぶしが当てられる。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。ハルの言葉にはね、力があるんだ。私だって、何度も助けられたんだから」

　小こ町まちが、意外なことを言ってくる。いつも前向きで前のめりでむしろ前に倒れてるんじゃないかってくらい前向きな小町に、そんなことを言われるなんて思ってなかった。

　なんだか自信が湧わいてきた。うん、僕、できるだけがんばって説得してみるよ。

　歌うた祓はらい神じん社じやの石段の前に着いたころには、夕日は沈しずみかけていた。

「コト、やっぱりだ」

　ヨミちゃんが呟つぶやいて、僕のズボンをぎゅって握にぎる。

　ちょうど、鳥居を潜くぐって、石段の向こうから砂すな原はらさんが降りてくるところだった。

　彼女の姿が、夕ゆう闇やみの中に浮かび上がるように見える。昨日と同じカーキ色のパンツに七しち部ぶ丈たけのサマーニットだった。その手には、竹刀しない袋ぶくろに包まれた御神刀が握られている。

　どう見たって、ちょっとそこまでお出かけって感じじゃない。きっと市街に行って、また一人で『幽かくり神がみ』を探すつもりなんだろう。

「おや、文ふみ野のくん、小町さんまで。どうしたのですか？」

　石段の中腹くらいまで降りてきたところで、砂原さんが聞いてくる。その声は、いつもと変わらなかった。表情も、柔やわらかい笑みを浮かべている。

「砂原さん……どこにいくの？」

「ちょっとそこまでお出かけです」

「コトちゃん、風か邪ぜじゃなかったの？」

　って小町が聞くと、砂原さんははっとして、一いつ瞬しゆんだけ間を置いてから「こん、こん」ってわざとらしく咳せきをした。うわ、こんなに咳まねが下へ手たな人、初めて見たよ。

　と、砂原さんはそこで、僕の後ろにいたヨミちゃんに気づく。

「……ヨミさんが、お二人を呼んだのですね」

「だって、だってな、いまのコトみてると、ぎゅってなる！」

　ヨミちゃんが両手で胸の辺りを抑おさえて言う。

「砂原さん、『通りゃんせ』の『隠かくれ謡うた』のことを調べてるんだよね。なんで、僕らになにも言ってくれないの？」

　砂原さんは答えない。黙だまったまま、ゆっくりと石段を下りて近づいてくる。

「そんなに、僕らは頼たよりにならないのっ。砂原さん、『赤あかい靴くつ』の事件のとき言ったよね。この町を守るのために力を貸してくれって。そのために謡ってくれってさ。それなのに、なんで、何も言ってくれないんだよっ！」

　自分でも、びっくりするくらい、大っきな声が出てた。

　そっか。きっとこれは全部、昨日から溜ため込こんでたものなんだ。あらためて気づく。こんなにも、こんなにも、砂原さんのことを考えてたんだ。

「僕だけじゃない、ニコル先せん輩ぱいだって小町だって心配してる。神収部は、こういうとき一いつ緒しよにこの町を守るためにあるんだよねっ」

　砂すな原はらさんの顔から、ふっと笑顔が消えた。

　僕はその時になってやっと気づいた。今まで砂原さんが浮かべていた笑顔が、かなり無理をしていたってことに。

「だから、なのですよ。文ふみ野のくん」

　そっと、口を開く。だから？　だからって、どういうことっ。

「……文野くん、私は君にこう言ったのです。この町を守るために力を貸して欲しいと。武たけ一いちくんに、君を巻き込まないでくれと頼たのまれたとき、こう答えたのです。この町を守るには君の力が必要なのです、と」

　うん、その通りだった。僕がさっき言った通りじゃないか。武一だってかなり心配してたけど、最後には、協力するって言ってくれたんだ。

「ですが、今の私は、この町を守るために戦えていません。だから、君に助力をお願いする資格がないのです」

「そんなの、どうだっていいよ！」

　思わず、叫さけんでいた。

「僕らは、砂原さんがどんな理由で戦ってても、そんなの気にしないっ！」

「文野くん、そういうことではないのです。これは、私の個人的な問題なのです。一人で背負わなければいけないことなのです」

「それは、『通りゃんせ』が、二年前の事件の原因だから？」

　ぴたっと、砂原さんの足が止まった。

「そこまで知っているなら……私の気持ちも、察していただけませんか？」

　やっぱり、思った通りだった。

　復ふく讐しゆうのつもりなの？　お父さんと、お母さんの敵かたき討うちのつもりなの？

「犯人は、昨日きのう見た男の子だよ。二年前の事件とは、関係ないじゃないか」

「そうとは、限りませんよ。犯人は違っても、おそらく童どう謡ようを広めた相手は同じです。それに、もし関係がなかったとしても、私にはもう一度、あの童謡を使う人が現れたことが許せないのです。『通りゃんせ』は私が母から教わった童謡の一つです。母との大切な思い出なのです。あの歌を、嫌きらいにはなりたくないのです。この事件を収めることができれば、あの歌を、もう一度、好きになれそうな気がするのです」

　ふっと、頭の中に、いつかの砂原さんの言葉がリフレインする。




──親しき仲にも礼れい儀ぎあり、という言葉ありますよね。私も、思うのですよ。親しいからこそ、踏ふみ込こんで欲しくない場所があるのです。たった一人で、周りにいる人たちに何も告げずに、背負わないといけないことがあるのですよ。




　でも、でもさ、僕はそんなの、知らないよっ。

　小こ町まちが言った通りだ、相手がどう思ったっていい。勝手なことするなって言われたら、僕の自己満足だって開き直っちゃえばいいんだ。

　ニコル先せん輩ぱいがいった通りだ、砂すな原はらさんだって間違うことくらいあるっ。

「二年前と同じなら、わかってるはずだよねっ。この童どう謡ようが、どれだけ危険かってこと！」

「ええ、わかっています。これは私の我わが侭ままです。我侭を押し通すと決めた以上、この身に代えて、事件を解決してみせますよ。だから、そこを退どいてください」

「退かないよ。力を合わせた方が、この町を守れるに決まってる。そんな意地を張ってる場合じゃないよっ！」

「君の言っていることは正しいです。でも、人はいつも、正しいことができるわけではないのです。何も変わらないってわかっていても人は泣きます。どうしようもないとわかっていたって人は怒おこるのです」

　砂原さんが石段を下りて、目の前に立つ。

　真っ直ぐに僕を見つめてくる。

　綺き麗れいだと、いつも思っていた、黒くろ水ずい晶しようの瞳ひとみ。

　でも、今は夜の海みたいに、吸い込まれていきそうな闇やみ色いろが広がっていた。
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「この我わが侭ままは私の穢けがれ、ならば、せめて、私ひとりで祓はらわせてください」

　駄だ目めだ、そんなの駄目だ。

　口を開く。でも、言葉は、砂すな原はらさんの瞳ひとみに吸い込まれたみたいに、なにも出てこなかった。

「ハル、無む駄だだよ。今のコトちゃんには何をいったってダメだ」

　後ろから、今までずっと黙だまっていた小こ町まちの声がする。

　はっとして、振り返る。小町の性格だから、砂原さんの言葉を聞いて怒おこってるんじゃないのかと思った。

　でも、幼おさな馴な染じみは、僕よりもずっと落ち着いてた。

「ねぇ、コトちゃん、ちょっとだけ二人だけで話せないかな？」

「え、どういうこと、小町っ」

「ハル、ごめん。これ女の子同士の話だから。あ、でも、それだけじゃ、ハルが席を外す理由にはなんないかな」

「なるよっ、僕は男だよっ。って、そんなこと言ってる場合じゃないっ」

　でも、ちょっと迷ったけど、小町の言う通りにすることにした。言いたいことは言った、そして、駄目だったんだ。僕はこれまで、小町の前向きな言葉に何度も助けられてきた。だったらさ、今度は小町に任せた方がいいんじゃないかって思ったんだ。

「わかった。僕とヨミちゃんは、ここで待ってる」

　二人は神社の石段を上っていく。境けい内だいで話をするつもりらしい。

　ちょん、ってヨミちゃんが手を繫つないでくる。僕はそのちっちゃな手を握り返しながら、階段を上っていく幼馴染に声をかけた。

「あのさ、小町。喧けん嘩かしちゃ駄目だよ」

　そう言うと、小町は苦笑いを浮かべて振り返る。

　それから、任せてって感じで、小さく拳こぶしを持ち上げた。
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　喧嘩しちゃ駄目だよ、って言葉を聞いて、思わずコケそうになった。

　やっぱり私、ちっちゃい頃ころのイメージが抜ぬけてないんだなぁ。

　苦笑いを浮かべる。このイメージが抜けない限り、恋愛対象には見られないのかなぁ。だとしたら、道は険しそう。でも、険しい道って私は好きだ。

　それから、心の中で、さっきの声に答える。

　喧嘩は、しないよ。

　喧けん嘩かは売るかもしんないけど。

　石段を上りきって、神社の境けい内だいに着く。

　この神社に来るのは、初めてだった。辺りを見み渡わたす、へぇ、いいところだね。なんていうか、コトちゃんにぴったりだ。

「話というのは、なんですか？」

　コトちゃんが振り向いて聞いてくる。もういつもと違うのを隠かくそうとはしなかった。コトちゃんからはピリピリする気配が出ている。

「あー、うん。あのさ、私、助けてくれたこと、まだちゃんとお礼いってなかったなー、と思ってさ」

「『赤あかい靴くつ』の事件の時のことですか？　それなら、何度も──」

「ううん、ハルのこと」

　コトちゃんが、よくわからないって感じで、ひょこっと首を傾かしげる。あ、その仕草かわいいなぁ、今度、真ま似ねしてみよ。でも、自然にやるから可愛いのかなぁ。って、やってる場合じゃないや。

「ハルが小さい頃ころにさ、神かみ折おり川がわで溺おぼれかけたとき、助けてくれたのってコトちゃんなんだよね？」

「……どうして、それを」

　半分は勘かんだったけど、やっぱ当たりだったんだ。

　コトちゃんのサマーニットの胸ポケットを指さす。

　昨日きのう、喫きつ茶さ店てんでコトちゃんが戦ってた時に、ちらっと見えたんだ。胸ポケットの中にはウサギの人形が入っていた。

「ハルがね、昔、話してたんだ。助けてくれた子に月ウサギの人形をあげたって。武一のやつが茶化してさ、その子のこと『月ウサギの君』なんて呼んでるんだよ」

「そうですか、覚えていてくれたのですね」

　コトちゃんは、そっと笑った。ピリピリしていた雰ふん囲い気きが、ふっと和やわらぐ。

「忘れられてるのかと、思ってました」

「えぇっ！」

　驚おどろいて声を上げる。

「忘れるわけないよっ。今でも、その子のこと想ってるんだからっ」

「えぇっ！」

　今度は、コトちゃんが驚く番だった。本当に、全く知らなかったんだ。目をまん丸にして、そっと胸ポケットに触ふれる。

「な、なんで、ですかっ」

「理由なんか、ないんじゃないかな」

「……まるで、ドラマの主人公みたいですね。さすが、文ふみ野のくんです」

　だよねー。と、私たちは笑みを交わし合う。

「ねぇ、コトちゃん。なんで、あの時、ハルを助けたのが自分だったって言わないの？」

　それは、昨日きのう、ウサギを見たときからずっと気になってことだった。

　もしコトちゃんが『月ウサギの君』なんだったら、なんで、なにも言わないんだろ。

　コトちゃんは、私の質問にすぐには答えてくれなかった。何か気づいたように、私を見て、ちょっとだけ照れくさそうに聞いてくる。

「小こ町まちさん、もしかして文野くんのこと──」

「言わなくていいよ。うん、好きなんだ、ずっと前から」

　口にした直後、顔が真っ赤になる。

　え、あれ、なに言ったのワタシ。

「えっと、なしっ、今のなしっ！」

　思わず、ぱたぱたってオープンフィンガーグローブを振ふる。

　自分でも、あっさり言っちゃったことに驚おどろいてた。なしには、やっぱならないよね。

「すいません、ついうっかり、変なことを聞いてしまいました……でも、だから、かもしれませんね」

「だから、って、どういうこと？」

　コトちゃんは、ちょっとだけ、申し訳なさそうに目を伏ふせた。

「フェアではない気がするのです。子供の頃ころの話を、今になってするのは。つまらない意地ですが、正々堂々でないと意味がないのです」

　え、それってつまり、コトちゃんもハルのこと……えぇっ！

「それに、あの時、助けられたのは私も同じなのですよ。あの日、私は家出をするところだったのです」

「い、家出？　コトちゃんが？」

「はい。父の歌うた祓はらいの巫み女こになるための修行があまりに厳きびしくて、逃げ出したのです。そこで、文野くんに出会いました。この子がいる町なら、どんなに辛つらくても守らないといけないって思いました。それからは、文野くんのことを思い出すと、どんな修行にもどんな辛いことにも耐たえられたのです。あの時だけじゃない、私は文野くんに、ずっと支えられてきたのですよ」

　コトちゃんが、家出しようとしてる姿なんて想像できなかった。でも、今のコトちゃんを見てると、修行はよっぽどキツかったんだろうなってのはわかる。子供の頃だし、同世代の子供たちは毎日遊びまわってるんだから、尚なお更さらだよね。

「だから、昔のことで文野君に振り向いて欲しいとは思いません。あの時のことを話したら、優しい彼のことです、私に気を遣つかってくれるかもしれません。でも、そんな風には見られたくないのです。今の私だけが、今の私なのですから」

　そっか。うん、いい理由だ。

　私に遠えん慮りよしてるっていうんなら、ゆるせないって思った。でも、違ったみたい。

　コトちゃんって、やっぱり、かっこいいなぁ。私さ、大好きな友達はいっぱいいるけど、かっこいいなって思ったの、こんなに憧あこがれたのって、うん、きっと初めてだよ。

　コトちゃんは、そっと石段の方を振り向きながら告げる。

「つまり、『月ウサギの君』は、私たちのライバルなのですよ」

「それはまた、強力なライバルが現れたもんだね。思い出の中の命の恩人なんて、無敵じゃん」

　私も同じように視線を向けた。

　そこからは、夕ゆう闇やみに沈しずんでいく川かわ南みなみの町が一望できた。

　わぁ、って思わず声が出ちゃう。綺き麗れいだった。オレンジに染まる川南の古い町並み、神かみ折おり川がわの川面がキラキラしてる。

　素敵な町だって思った。二年前の嵐あらしの面おも影かげは、この町にはもうどこにもない。

「聞いたよ。コトちゃんのお父さんとお母さん、二年前の大雨の日に亡くなったんだってね」

　そっと口にした。

　コトちゃんが振り向く。その表情からは、さっきまでの笑顔が消えていた。

　感情を飲み込むみたいに深い闇やみ色いろの瞳ひとみ。その体からは、ハルと話してた時よりも鋭するどい気配がビリビリって伝わってくる。こんなの、全国大会にいったときの対戦相手からも感じなかった。

　でも、だから、わかった。同じだから、わかったんだ。

「ねぇ、コトちゃんがさっきハルに言った理由、噓うそでしょ。本当は、そんな顔を、昨日きのうみたいな戦い方を、ハルに見せたくなかったんだ」

「……その通りです。この事件を解決するまで、私はいつものように笑える自信がないのです。文ふみ野のくんの前では、いつも笑っていたいから」

　きっと、ハルはコトちゃんがどんな顔をしても、どんな理由で戦ってても気にしない。でも、そんなことは関係ないんだ。見られたくないものは、見られたくない。私が、ちっちゃい頃ころにいじめっ子だったって言われたくないのと同じだ。

「皆さんには、本当に申し訳なく思っています。特に、旧校舎の皆さんにはご迷めい惑わくをお掛けしていると思います。ですが、この事件が解決するまでは、私はどこにもいけません」

「わかったよ。ハルや皆にはうまいこと言っとく」

　そして、私はゆっくりと正せい拳けん突づきをしてみせる。

　さぁ、喧けん嘩かの時間だ。

「その代わり、勝負をしよう」

「勝負、ですか？」

「この事件、私たち神収部も全力で追うよ。そして、コトちゃんより先に解決してみせる。もし私たちがコトちゃんより先に事件を解決したら、今までのことぜっんぶなしにして、戻ってきて欲しいんだっ」

　戻る、って言葉の意味わからなかったみたいで、コトちゃんはひょこっと首を傾かしげる。

「ミュージカルのこと。ぜったいに、長なが月つき祭まつりまでに事件を解決してみせるから。陰おん陽みよう少女の役は空けて待ってるから！」

　途と端たん、コトちゃんは、さっと顔を逸そらした。

　もしかしたら、もしかしたらだよ。涙なみだを我が慢まんしたのかな。

　でも、すぐに視線を戻したコトちゃんの顔は、さっきと同じビリビリくる表情に戻っていた。

「小こ町まちさん、あなたは、本当に優しい方ですね」

　言いたいことは言った。あとは、コトちゃん次第だ。

　私は頷うなずくと、コトちゃんに背を向けて神社の石段に向かう。下には、心配そうに見え上げているハルとヨミちゃんが見えた。仲のいい姉妹みたいに手を繫つないでる。あ、ちがう、兄妹だ。

　そこで、もう一つ、ちゃんと言っときたいことが浮かんできた。

　勢いよくターンして、スカートをはためかせて振ふり返かえる。

「ねぇ、コトちゃん。私、ハルのこと好きだけど、コトちゃんのことも好きだよ」

　コトちゃんは、さっきと同じ姿勢のまま立たち尽つくしていた。

　そっと、眩まぶしそうな目をして答えてくれる。

「私もですよ、小町さん」

　あは、やば。すっごい嬉うれしい。

　今度はもう振り返らないって決めて、背を向ける。ゆっくり石段を踏ふみ出だす。

　もう一つ、言葉が追いかけてきた。

「でも、それと勝負は別です」

　それは、私の喧けん嘩かにのったってことだよね。

　振り返らずに、拳こぶしを突き上げる。望む、ところだっ。

　これで私たちは、わき目も振らずに前に進める。








＊＊＊









　夕焼けに染まる石段、降りてくる小町はすっきりしたような表情だった。

　見上げる僕とヨミちゃんに、小町は青いグローブを突つき出だして言った。

「ハル、決めたよっ。私、裏祭に出るから」

　えぇっ、いきなりどういうことっ。あんなに嫌いやがってたのに。

　砂すな原はらさんと何を話したの、って尋たずねる僕に、小町はとびっきりの笑顔を浮かべて言ったんだ。

「それは言えないよ。だって、女の子に秘密はつきものだから」

　それは、少し前にもどこかで聞いた言葉だった。




　その日から僕らの放課後には、ダンスの練習に加えて、ニコル先せん輩ぱいの秘密の特訓が加わった。

　裏うら祭まつりが開かれるのは、長なが月つき祭まつりと同じ日の朝だ。

　事件を解決して、砂すな原はらさんを取とり戻もどす、僕らはそう誓ちかったんだ。
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　いよいよ明日あしたは、お祭り当日だった。

　学校は午前中で終わり、全部の部活動が休みで、午後は長なが月つき祭まつりの準備に専念することになっている。

　長月祭のステージは、神かみ折おり川がわの河原にある広場で行われる。お祭りはここをメイン会場にして広がって、川の両岸にはずらりと出店が並ぶ。もちろん、神かみ折おり高こう校こうの皆がやってる店も出店の列に混ざってるんだ。

　広場は川かわ北きた側に位置していて、神折川を背にするように広い川かわ床どこのステージが作られている。このステージが、僕たちが劇をやる舞ぶ台たいだ。

　僕たちは、今日、はじめて川床のステージの上に立った。ステージに出るクラブには、三十分だけステージを使ってリハーサルする時間が与えられている。

　そこからは、いつも下校の時に見ている神折川の河原が一望できた。

　当たり前だけど、今は観客席には誰だれもいない。

　子供の頃ころから、ずっと見上げていた川床のステージ。ダンスや演技を練習してきたけど、やっぱり、ゴールがどんな場所なのかなんて想像できてなかったみたいだ。きっと、僕は初めてちゃんとわかったんだと思う。ここに、自分が立つんだって。

　ざわざわ、と背後で皆が湧わくのが聞こえる。

　聞こえるっていうより、波みたいに伝わってきた。




「おーっ、さすがだっ！」「可愛かわいいうえにかっこいいっ」「今や……戦隊モノより魔ま法ほう少女の時代なのかっ」「すでに一人だけでこの破は壊かい力りよくとはっ、明日が楽しみだっ」




　皆の呟つぶやき。いったいどうしたんだろって思ってたら、声がかけられた。

「えと……ハ、ハル？」

　なんだか、ちっちゃな声で呼ばれた。振ふり向むくと、小こ町まちが立っている。

　あれ、今の声って小町？　小町があんなにちっちゃな声で人を呼ぶなんて珍めずらし──そこで、僕の思考は止まった。

　小町だけど、小町じゃなかった。

　小町だけどー、小町じゃなかったー！

　そこには、黒いフリフリのドレスで着き飾かざった小町がいた。

　ゴスロリちっくな半はん袖そでのドレスにガントレット、これでもかってくらいコサージュが散りばめられてる。黒色っていうより白地の上から黒いシースルーを羽は織おった感じ。武ぶ闘とう派は魔法少女ってことで手ての甲こうにはステッキの代わりに手にハート形の籠手が付いてる。ちょっとジャンプしたら太ふと腿ももの付け根まで見えそうなウェーブ状のミニスカートだけど、その下にはドロワーズっぽく作られたハーフパンツがあるので激しいダンスでも安心仕様だ。膝ひざよりちょい上くらいまでのレギンス、足元はヒール付きのエナメルブーツ。

　なんていうか……すごい、可愛かわいいかった。

　すごいよ。お人形さんみたいだよ。

「試着してみたんだ。ど……ど、どうかな？」

　恥ずかしそうに、ピラピラのスカートを摘つまんで見せる小こ町まち。

「うん……すごい、すごくいいと思うよ」

「ほんとっ！」

「うんっ。この刺し繡しゆう、とっても細かいよ。フリルスカートのギャザーもすごい綺き麗れいにできてる。それに、このコサージュ手て縫ぬいだよっ。僕もたまに裁さい縫ほうするけど、こんなに細かいのはできないやっ。今度、教えてもらいにいこうっ！」

「……あ、そっち」

　と、小町がちょっとがっかりした感じの声を出す。なんで、こんなに綺麗なのに。

　コスプレ研究部の皆さん、ほんとにすごいよ。ちょっと変わった人たちだと思ってたけど、とっても可愛いいし、とっても素敵にできてる。

　とか思っていたら、舞ぶ台たい袖そでからコスプレ研究部の人たちが全力疾しつ走そうでやってきて、小町を囲んだ。皆、標準装備で一眼レフのカメラを持ってる。




　カシャ、カシャ、カシャ、カシャ、カシャ、カシャ、カシャ、カシャ、カシャ、カシャ。

「さすが、僕らの作品だ、けしからん」「わかいい、ほんとうにかわいいっす」「あ、目線こっちくださいーい」「これぞまさに健康美、けしからん！」

　カシャ、カシャ、カシャ、カシャ、カシャ、カシャ、カシャ、カシャ、カシャ、カシャ。
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「え、ちょ、とるなーっ！　今日きようは、見ていいのはハルだけーっ！」

　小こ町まちが恥ずかしそうに叫さけぶ。

　あれ、なんか、どさくさに紛まぎれて僕も写真取られてる気がするよ。

　と、コスプレ研究部の人の中に、見慣れた顔があるのに気づく。一眼レフを二個も下げてるのは、親友の武たけ一いちだった。あぁ、もう、こんなバスケ部のエースは嫌いやだ。

　しばらく勝手に撮影会をしてから、コスプレ研究部の人たちは満まん喫きつしたらしく、それぞれ自分たちの仕事に戻もどっていく。

　後には、いつまでも一人でとり続けている武一が残った。この服はコスプレ同好会の人たちの作品なんだから、写真を撮とる権利があるかもしれない。でも、武一が混ざってるのは納得いかないよ。

「武一……いつまで撮ってんの、バカ」

「いや、記念だよ、記念。こんな格好するの、もうないだろ。あぁ、ハルの魔ま法ほう少女も見たかったな、ちくしょうっ」

　そう言う武一も、すっかり本番用の衣装に着き替がえていた。衣装だけじゃなくて、メイクまでばっちりだ。

　武一の役は、落ち武者の隊長だった。ボロボロで泥だらけの鎧よろい、顔は青白く塗ぬりたくられていて、頭はぼざぼざになった丁ちよん髷まげ。しかも、あちこちに痛々しい怪け我がをしてる。ザ・落ち武者って感じだった。

　すっごい怖こわいけど、首から下げてるカメラがアンマッチすぎる。

　とりあえず、鎧を指差して聞いてみた。

「それも、すごいよく出来てるね。重くないの？」

「それがゴムで出来てて意外と軽いんだよ。特とく撮さつ部ぶの人たち、本当にすげぇよなぁ！」

　隊長はゴムの鎧をくねっと曲げて見せる。ほんとだ、すごいリアルなのにゴム製なんだ。

　ふと舞ぶ台たいの端はしを見ると、セットの組み合わせをチェックしてた特撮部の人たちが嬉うれしそうに笑ってた。どうやら僕らの話し声が聞こえたらしい。明石あかしさんも一いつ生しよう懸けん命めいセットを組み立ててる。なんだかんだで、けっこうハマってるみたいだ。

　小町は僕の方に向き直ると、頭に乗っかっている、おっきなお花のコサージュが盛られたカチューシャを触さわりながら恥ずかしそうに聞いてきた。

「……ハル、やっぱり私、変じゃ、ないかな？」

「変なわけないよっ。小こ町まち、すっごい可愛かわいいよ！」

「え…………へ、へぇっ、はぁ……へぇっ、はーっ」

　小町はいきなり顔を真っ赤にして、なにかごにょごにょ言いながら、僕に背を向けて伸びとかはじめる。なんだろ、急に肩がこったのかな？

「へへ、えへ。あはっ……ふー、あ、ふーっ」

　なんか笑ったり、ぺちっと頰ほおを叩たたいてみたり、ゆるゆると正せい拳けん突づきをしたりしはじめた。なんだろ、急に熱でもでたのかな？

　と、思ってたら、横からぐぐっと肩を捕つかまれた。落ち武者の隊長が、すっごく恨うらめしそうな声で言ってくる。

「くそぉ。なんなんだよ、あの小町っ。すっげぇ可愛いじゃねぇかっ！」

「うん、そうだよねー」

「違うぞ、違うぞハルっ。あの魔ま法ほう少女ファションが可愛いんじゃなくてだな……あー、くそ、なんでこうなんだよっ。もったいなさすぎるだろ！　しかも、羨うらやましいのに羨ましく思えないくらいに可愛いお前がにくいっ！　けしからん、まったくもってけしからんぞっ！」

「なに言ってんの、ぜんぜんわかんないや」

　と、その時だった。舞ぶ台たいの反対側から、よく通る怒ど声せいが響ひびく。




「おい、ニコルっ。リハーサルだってのに、主役の一人がいないってどういうことだっ」




　皆の視線がいっせいに集中する。

　声はもちろん猫ねこ目め先せん輩ぱいだった。ステージの端はしで、ニコル先輩と猫目先輩が睨にらみ合ってる。いや、睨んでるのは猫目先輩だけで、ニコル先輩はいつも通り眠ねむたそうにしてるけど。

　砂すな原はらさんは、あれから一度も学校に来てない。

　ヨミちゃんから聞いた話だと、昨日きのうも帰ってきたのは夜遅くだったらしい。今け朝さも早くから市街に出かけて行っちゃったそうだ。

「仕方ないよ、風か邪ぜだっていうんだからさ」

「本番、明日あしたなんだぜっ。わかってんのかよ」

　猫目先輩が苛いら立だった感じで声を上げる。でも、それは猫目先輩だけじゃなかった。周りの木もく造ぞう組ぐみの人たちも同じ意見みたいだ。皆、怒おこってるわけじゃない、ただ、心配なんだ。明日の舞台のことと、砂原さんのことが。

　騒さわぎを駆かけつけてやってきたケロリン先輩が、二人の間に入る。今日は狸たぬきの着ぐるみだった。

「ストップ、ストーップ。きっと、コトちゃんにもなにか理由があるんだよ。だから、今はストーップ、このレッサーパンダに免めんじて」

　狸じゃなくて、レッサーパンダだったらしい。

「アタシだって、コトちゃんのこと信じてる。あの子が、どんな子かも知ってる。でもな、なんか事情があるんだったら──」

　猫ねこ目め先せん輩ぱいが、ぐっとニコル先輩の胸むなぐらを摑つかむ。

　それを見た瞬しゆん間かん、僕の中で何かが、冬眠前のリスのほっぺみたいに膨ふくらむのがわかった。

「大だい丈じよう夫ぶ、砂すな原はらさんはくるっ！」

　声を、張り上げていた。

「猫目先輩、心配しないでください。砂原さんは必ず来ます。僕らが、連れてきますっ！」

　後ろから、ぽん、と肩が叩たたかれる。

　魔ま法ほう少女小こ町まちが、僕の背中を強く押してくれる。

　猫目先輩は、しばらくじっと僕らを見た後、仕方ないなって感じで鼻を鳴らす。

「わかったよ…………でもな、誰だれが猫目先輩だ、こら」

　え？　あぁ、しまった！　ついうっかり呼んじゃったよっ。

「おや、なにか揉もめてるみたいだね」

　と、舞ぶ台たいの下から声がした。見ると、観客席の場所から、吹すい奏そう楽がく部ぶの内うち川かわさんが笑いながら僕らを見上げていた。その後ろでは、フルートの似合いそうな女の子が二人、心配そうな顔をしている。

「何しにきた、お前らのリハーサルはこの後だろっ」

「別に、見るくらいいいじゃないか。それにしても、リハーサルはいつになったらはじまるのかな？　あぁ、そういえば主演の一年生が見当たらないね。そのせいかな？」

　と、内川さんはわざとらしくステージを見み渡わたす。

「うるせぇな、今からやるんだよっ。邪じや魔まするんだったら、どっかいけよっ。なんだ、偵てい察さつのつもりか」

「冗じよう談だんだろ、なんで俺おれたちが偵察なんてするんだよ。ただ、心配で様子を見に来ただけさ、出場をやめるなら早目に言ってもらわないと困るからね」

　内川さんは勝かち誇ほこったみたいに言うと、舞台を離れていく。後ろのフルートの似合いそうな女の子二人が、残念そうに一礼してから、その後に続いた。

　やっぱり、やなヤツ、やなヤツ、やなヤツっ。

「……時間がもったいねぇ。とりあえず今日きようは、文ふみ野のの言葉を信じてやる。コトちゃんはいねぇが、さっさとリハーサルを始めようぜ」

　猫目先輩はそう言うと、ひょいっと舞台から飛び降りだ。ＢＧＭＣのバンドステージは、舞台より一段低い客席のすぐ目の前でやることになってる。そこには、バンド機材一式がもうセッティングされていた。

　砂原さんの役は空席のまま、リハーサルが始まる。

　とりあえず、台詞せりふや立ち居地や演出を確認して、駆かけ足あしで最後まで流したところで時間がきた。肝かん心じんのダンスの部分は省略、ぶっつけ本番だ。

　製作班の人たちは、ステージで使って初めて気づいた問題点があるらしく、リハーサルが終わると急いで学校に戻もどっていった。ＢＧＭＣの人たちも、屋外でやると音が違う、アレンジが必要、とかこだわりを見せてる。化学部のドラ子さんが、せっかくだからもっと爆ばく煙えんの演出を派手にしよう、なんて言ってたのは聞こえない振ふりをした。

　前日なのに、まだまだ、皆さんの作業は終わりそうにない。

　その様子を見ながら、僕たちは全力で誓ちかったんだ。

　任せてよ、明日あした、必ず砂すな原はらさんを連れてくるから。





＊






　長なが月つき祭まつり、当日。

　昨日きのうの夜、結局僕らも学校に残って皆の手伝いをしたり、ダンスの最終チェックをしたりして、家に帰ったのはかなり遅くだった。

　もちろん、ニコル先せん輩ぱいが考えた『幽かくり神がみ』と戦うための秘策の練習だって忘れてない。その成果が発揮される時が、ついにやってきたんだ。

　時間は朝七時。町はいつもより早起きで、あちこちでお祭りの準備が始まってる。

　いつもの川沿いの通学路に立ち並ぶ屋台、あちこちから聞こえてくる音楽やかけ声。まだ控ひかえめだけど、お祭りの空気だった。

　僕たちはそれを横目に見ながら、駅の方へと向かった。

　集まってるメンバーは、無敵クラブ代表の武たけ一いちとスカジャン姿の万ばん里り、ニコル先輩と小こ町まちと僕、そして、ヨミちゃんだ。

　裏うら祭まつりが行われるのは、僕たちのよく知る場所だった。

　神かみ折おり駅えきのすぐ裏に、低い山がある。地図を見れば正式な名前が載のってるんだろうけど、僕たちはずっと前から、駅裏山って呼んでいた。

　コンクリートの階段を少し上ったところに広い展望台があって、子供の頃ころはよく遊びに来てたんだ。蟬せみ取とりにいって苦手な蟬の抜ぬけ殻がらを持って追い掛け回されたこともあった。雪が降った日に雪合戦をして雪だるまにされたこともあった。うん、苦い思い出がいっぱいだ。

「なつかしいよねー」

　と、小町が言ってくるから、僕が思い出を口にしようとしたら、

「でも、昔話をしてる場合じゃないよねっ！　ねっ！」

　って全力で阻そ止しされた。

　ニコル先輩は、朝がものすごく弱かったらしい。

　まだ半分眠ねむってるみたいにふらふらしている。小町と手をつないでいて、っていうか半分引っ張られながら歩いていて、放っておいたら、そのまま地面に転がって眠ねちゃいそうだ。

　喋しやべったのも、集合場所にしてた学校の門に集まった時に「おにゃよー」ってちっちゃく挨あい拶さつしたのと、ここに来る途と中ちゆうで寝ね言ごとみたいに「あれ、ボクの煮に干ぼしは？」って呟つぶやいただけだった。猫になる夢でも見てるのかな。

「早起きな不良って、なんかなーって感じですね」

　って万ばん里りが呟く。うん、僕も同感だよ。武たけ一いちが欠伸あくびをかみ殺しながら答えてくれる。

「仕方ないだろ、この時間じゃないと目立っちまうし、昔からの伝統なんだから」

「ふりょう。ヨミ、みたことないんだ。たのしみだなー」

　ヨミちゃんがいちばん元気だった。でも、珍めずらしい動物かなんかと勘かん違ちがいしてない？

「ヨミちゃん、不良ってどういう人か知ってる？」

「ふりょうってのは、こーんなんだ」

　ばって大きく手を広げる。うーん、わかんないけど、楽しそうだからいいや。

　と、ニコル先せん輩ぱいが僕の肩をつっつく。

「ねぇ、ふみのん。ピンクの煮干は何味？」

「はい、もうちょっとで着くから寝ねててください」

「ん、いただきます」

　なんの夢を見てるんだろ。なにもないのに、口をもぐもぐ動かしてる。

　遠足みたいに緊きん張ちよう感かんなく話していると、駅裏山に辿たどり着いた。

　朝の裏山には、うっすらと霧きりがかかってる。

　朝霧の立ち込める階段を登る、その向こうの見慣れた広場には、羽はね尾お市中から不良さんたちが集まっていた。

「うわ……すごいや、さすがに大だい迫はく力りよくだ」

　思わず呟く。七校の代表とその仲間たち、全部で三十人はいるかな。いつも広く感じてた展望広場が、今日だけは手て狭ぜまに感じる。

　かなり怖こわいよ。小こ町まち、こんな人たちの代表と戦うの、本当に大だい丈じよう夫ぶなのかな？

　ちらりと見るけど、幼おさな馴な染じみはいつも通り元気な笑顔を浮うかべてるだけだった。むしろ……あれ、なんかちょっと楽しそう？

「ねぇ、ハル、誰だれが一番強そうに見える？」

「あのさ、そんな質問でテンション上がらないでよ」

　つんつんってズボンが引っ張られる。見下ろすと、ヨミちゃんが残念そうに見上げてきた。

「ハル、ふりょういないな」

　えー。思いもよらない一言だ。

「いっぱいいるよ。三百六十度、見み渡わたす限り不良だよ。なにを求めてたのっ」

「あんなの、ふりょうちがう、ぜんぜんちがう！」

「ちょっと、ヨミちゃん、声大きいっ。指差しちゃだめっ」

「ん。あれ、ここはどこ？」

　と、ニコル先せん輩ぱいがきょろきょろって辺りを見回す。

「あ、目、覚めました？」

「ん。おにゃよー」

「それ、もう聞きました。よく学校までこれましたね」

「うん、おなかすいたな」

「会話になってないですけど。朝ごはんも食べてないんですか？」

「食べたよ。ピンクの煮に干ぼし」

「それ、夢ですよね？」

　みんな、緊きん張ちよう感かんなさすぎだよ。

「遅いじゃねぇか。丹たん波ばもいねぇってのに、ずいぶん余よ裕ゆうだな」

　先に来てた不良さんの代表が言ってくる。どうやら、僕らが最後だったみたい。

「なんだ、お前ら。そんなガキや女なんか連れてきて、なめてんのか？」

　と、金きん髪ぱつにピアスの、いかにも恐こわそうな人が言ってくる。

　僕たち神かみ折おり高こう校こうだけ場違いなメンバーだった。全然不良っぽくないし、子供までいる。

「ふざけんなよ、しかもくそ可愛かわいいじゃねぇか！　自じ慢まんかっ！」

「こっちは男子高だってのによ。くそっ、なんかすでに負けた気分じゃねぇかっ！」

　だんだんひがみになってるよ。って、あれ、なんで僕を指差してるの！　僕は男だよ！

「なめてなんかないよ。ちなみにウチの高校の代表は、この小こ町まちだ。文句はないね」

　万ばん里りが歩み出て、迫はく力りよくのある声で叫さけぶ。いつもの甘あまえんぼの妹じゃなかった、完全にスイッチが入ってた。妹ながら、この勇気は尊敬するよ。

　その言葉を聞いた途と端たん、さっきまで僕らを見下してた視線が一変した。この感じ、喫きつ茶さ店てんでもあったよね。やっぱり、川かわ北きたの虎とら小こ町まちの名前は有名らしい。

「へっ、面白いじゃねぇか。いっとくけど、女だからって容よう赦しやはしないぜ」

　と、不良集団の中から、見覚えのある人が出てくる。

　たしか、この辺りじゃ一番強いって教えてもらったリーゼントの兵ひよう藤どうさんだ。

「へんなかみむふぅ」

　ヨミちゃんが指差して笑いそうになったので、慌あわてて口を押さえる。

「わかってるだろうが、くじ引きだと、最初の相手は俺おれだぜ」

「兵藤、あんた不良狩りにやられたんじゃなかったのか？　怪け我がはいいのかい」

「お。俺の心配してくれてんのか、万里ちゃん。いやな、あっさり気絶したもんだから、逆に大した怪我はしなかったんだ」

　それ、偉そうに言うことなの。でも、自分の負けもこんな風に笑い飛ばせるのは、大物なのかもしれない。

「全快の証あかしに、いいものみせてやろう。おい、お前ら、例のもの持って来い」

　リーゼント兵ひよう藤どうさんの顔からは、もう笑顔は消えていた。真しん剣けんそのもの、僕なら睨にらまれただけで逃げ出しちゃいそうだよ。

　兵藤さんに言われて、舎しや弟ていなのかな、同じ高校の人たちが見覚えのある物を持ってくる。それは、体育の授業で使う跳とび箱ばこの一番上の段だった。

　あれで……なにするつもりなの？

　と思ってたら、不良の誰だれかが呟つぶやくのが聞こえる。

「出た、兵藤の跳び箱ブレイカーだ。毎年、戦いの前にあれをやって、相手の戦意を喪そう失しつさせるんだよ」

　跳び箱ブレイカー？　かっこ悪っ！

　なんだか恒こう例れい行事みたい。なにをするんだろって思ってたら、兵藤さんは瓦かわら割わりでもするみたいに、思い切り拳こぶしを振り上げた。

　え、まさか、噓うそだよねっ。

　振り下ろした拳は、見事に、跳び箱を真っ二つにした。

　すごい、すごい怪かい力りきだっ。本当にブレイクしたよ。でも、これをやるために、わざわざ市街から跳び箱持って来たのっ。それもそれですごいやっ。

「どうだっ、棄き権けんする高校は今のうちだぜっ。この跳び箱みたいになりたくなけりゃぁ、さっさと勝負から下りなっ！」

　兵藤さんが回りを見下ろして叫ぶ。全員の、ゴクリと生なま唾つばを飲み込む音が聞こえた気がした。

　でも、そこはさすがに各校代表の猛も者さたちだった。誰も棄権なんて言い出さない。

「いねぇようだな。じゃぁ、まずは一回戦といこうか」

　兵藤さんは満足そうに頷うなずくと、視線を小こ町まちの方に戻もどした。

　小町は、爪つま先さきを何度か地面に打ち付けて、スニーカーの具合を確認してから、前に歩み出る。

　心臓が、きゅってなるくらい不安だった。

　たまらず、声をかける。

「……小町、だいじょうぶ？」

「あ、うん。大だい丈じよう夫ぶ、ほら、見えないようにスパッツはいてきたし」

「そんな心配してないよ！　見せなくていいからっ！」

「ハル、自惚うぬぼれるわけじゃないけどさ、他の心配はいらないよ」

　そう言うと、くるっと背を向けて、迷いない足取りで戦場に向かっていった。

　か、かっこいい。

「こまち、おとこまえだな」

「うん、そうだね」

「ハルよりなー」

「……うん、そうだね」

「こまちー、いてこませー」

　ヨミちゃんがこぶちを振ふり上あげる。どこで、そんな言葉覚えるんだろ。
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「近くで見ると、もっと可愛かわいいじゃねぇか。燃えてきたぜっ」

「えっと、よろしくお願いします」

　小町は、空手の試合前みたいに姿勢よく頭を下げた。ポニーテールが、動きにあわせてぴょこんって跳はねる。

　でも、それと同時に、兵藤さんは動き出していた。

「悠ゆう長ちように、頭なんか下げてんじゃねぇぞっ」

　小町が頭を下げた瞬しゆん間かんに、兵藤さんは駆かけ寄よって拳こぶしを振ふり下おろしていた。

　卑ひ怯きよう、って言葉は、たぶん使っちゃだめなんだろう。だって、これは試合じゃないんだから。兵藤さんは顔を狙ねらっていた。そこに、相手が女の子っていう油断も遠えん慮りよもない。跳とび箱ばこブレイカーが、小町に迫せまる。

「こまちっ！」

　思わず叫さけんでいた。




　ぱこん。




　でも、次の瞬間。

　小町の拳が、兵藤さんの顎あごを捕とらえていた。

　なにがどうなったのかわからないけど、兵藤さんの跳び箱ブレイカーは空を切り、代わりに、カウンターで小町の右グローブが兵藤さんの顎に、ごり、ってめり込んでいる。

　え？　あれ？

　静まり返る、駅裏山の広場。

　一いつ拍ぱくの間を置いて、突とう風ぷうが吹き抜けた。

　遅れて衝しよう撃げき波はがやってくるみたいに、兵藤さんの巨きよ体たいが後ろに吹っ飛んだ。宙を舞まい、地面に背中から叩たたきつけられる。吹き抜けた風が、小町の前まえ髪がみをふわりと揺ゆらす。兵藤さんは完全に白目を向いて、大の字になって伸びていた。

　一いつ瞬しゆん遅れて、広場にいた全員が叫ぶ。




　なんだそりゃぁぁぁああああああああああああっ！




　なにそれっ。いま、何が起きたのっ。

　強いのは知ってたけど、こんなに強かったんだっ。強いにもほどがあるよっ。

　小こ町まちは慌あわてたように、兵ひよう藤どうさんに駆け寄る。

「あれっ。だいぶ抑おさえたつもりだったんだけど、まだ強すぎた？　だ、大だい丈じよう夫ぶですか？」

　あ、あれでたいぶ加減してたの？　心配してた自分が恥ずかしいよ。

　とりあえず、まずは一回戦突破かな。って思ったら、周りから声が聞こえた。

「おい、万ばん里りちゃん、俺おれ、棄き権けんするわ」

「……悪い、俺も。勝てる気がしえねぇ」

「俺らも、やめとくわ」

　なんか、皆、小町の戦いを見て戦意喪そう失しつしちゃったらしい。さっきまで、兵藤さんの跳とび箱ばこブレイカーを見ても動じなかった不良さんたちが、次々と棄権の手を上げる。

　結局、全ての高校が出場を辞退して、一回戦第一試合をもって今年の裏うら祭まつりは終了した。

　万里が、深呼吸して、いつもみたいに顔を作ってから前に出る。

「じゃぁ、今年も最強は、うちら神かみ折おり高こう校こうがもらってくよ。文句ないねっ！」

　と、同時。

　全員が足を踏ふみ鳴ならした。きっとそういう伝統なんだろう。

　地じ団だん太だを踏んで悔くやしがってるようにも見えたけど、それは勝者を称たたえてるようにも聞こえた。

　裏祭が終わると、小町が僕の方に、ちょっと照れくさそうな笑みで戻もどってくる。

　なんか、テストの点がけっこうよかったー、って感じだ。とても、この町の不良たちのナンバーワンになったー、って笑みには見えない。いや、そんな笑み、見たことないけどね。

「……本当に、優勝しちゃった。すごいや小町」

　でも、僕らの視線は、たくさんの人ひと影かげに阻はばまれた。

　小町は、一いつ瞬しゆんにして不良さんたちのアイドルになってた。

「すげーよ、小町ちゃん」「なんでそんなに強いんだっ」「小町ちゃんにならボコボコにされても本望だ」「むしろ俺を蹴けってくれ！」「来年は、負けねぇっ」

　皆に、なんかすごい尊敬の眼まな差ざしで話しかけられてる。なんだか積極的に自分を傷つけたがるタイプの人が多いみたいだけど、気のせいだよね。兵藤さんも無事に意識を取り戻したみたいで、その中に混じっていた。

「あっという間に人気者だね。小町姉ちゃん」

　と、万里が自分のことみたいに嬉うれしそうに言ってくる。その顔は、もう自分の役目は終わったって感じで、リラックスしていた。

「なんつーか、あれはもう別の人類だな」

「……武たけ一いち、そんなこと言ってると、後でぺちゃんこにされるよ」

　でも、そう言う僕も、小町が小学校の時に文集に書いていた将来の夢を思い出していた。いつか拳こぶしで地面を割りたい──今の小こ町まちを見てると、本当に叶かなえちゃいそうな気がしたんだ。

　とりあえず、ここまでは予定通りだった。でも、僕らの本番はこれからだ。

　と、その時だった。

　謡うたが、聞こえた。





　通りゃんせ　通りゃんせ

　ここはどこの　細道じゃ






「……ニコル先せん輩ぱい、聞こえました」

「ん、ボクにも聞こえたよ。どうやら、ちゃんと来たみたいだね」

　眠ねむたそうな声が後ろから聞こえてくる。

　周りを見渡す、不良の中にも何人か童どう謡ように気づいた人たちがいるみたいだ。

　前に砂すな原はらさんに聞いた話だと、『隠かくれ謡うた』が聞こえるのは魂たましいの状態が関係するらしい。『謡うたい人びと』ならもちろんだけど、他にも霊れい力りよくの強い人なら聞こえることがあるそうだ。『幽かくり神がみ』が力を持ってると、さらに聞こえやすくなるんだって。

　万ばん里りに不良狩りが来たことを告げる。

　妹にも、今日きようの裏うら祭まつりに出る目的は話してあった。『隠かくれ謡うた』のことや、陸りくくんが『幽かくり神がみ』から穢けがれを受けてるってこともふくめて全部だ。万里はびっくりしてたけど、僕たちに協力するって言ってくれた。

　すぐにスイッチを切り替えて、不良さんたちに向けて声を張り上げてくれる。

「おい、お前らっ。盛り上がってるとこ悪いが、祭りは終わりだ！　不良狩りが、ここに近づいてるっ。すぐに離れてくれ」

　不良の人たちに、とりあえずこの場所から撤てつ退たいしてもらう。もちろん、中にはこの場に残ろうとする人もいたけど、万里がそれを説得する。

　ここにいる人が束になってかかっても勝てない。それは、喫きつ茶さ店てんでやった時にわかってる。勝てるとすれば、小町だけだ。裏祭で一番になったのは小町だし、他の人たちがこの場所に残られても邪じや魔まになるだけだ。

　っていうのが、表向きの理由。

　本当の理由はもちろん、僕の変身を見られたくないし、犯人が陸りく君だっていうのを知られたくないからだ。

　不良さんたちは、万里の説得に応じてくれたらしい。

　謡が聞こえてきたのと反対側の階段から、ゾロゾロと降りていく。さすが、万里……なんだか将来が楽しみになるくらいの演技力だよ。

　不良さんたちは、去り際に小こ町まちに手を振ふってくれた。

「小町さん、気をつけてー」

「劇、楽しみにしてるからー」

　えぇ、見にくるつもりなのっ!?

　小町も苦笑いを浮うかべて、ぱたぱたと青いグローブを振り返す。

　不良さんたちが引き上げると、万ばん里りがこっちに近づいてきた。もう番長モードから、いつもの妹に戻もどってた。でも、その目は、いつになく真しん剣けんだ。

「私が手伝えるのは、ここまでだよ。小町姉ちゃん、お兄ちゃん、陸りくくんのこと、お願いね。ちょっと思い込みが激しいところあるけど、本当は素直でいい子なんだ」

「まかせといて。ちゃんと目を覚まさせてあげるから」

　小町は請け負うと、広場の真ん中に立って、謡うたが聞こえてくる階段の方を向く。

　肩かた幅はばに開いた足、自然に垂らした腕、軽く握にぎられた拳こぶし、視線はじっと正面を見み据すえていて、敵がもうそこに見えているみたいだ。





　天神さまの　細道じゃ

　ちっと通してくだしゃんせ






　謡が大きくなってきた。横に立っているピンク色の髪かみの少女に話しかける。

「ヨミちゃん、僕らもやろう」

「おぉ、ヨミもふりょうする！」

　不良する？　グレるってこと？　そんなヨミちゃん見たくないけど。

　これを万里や武たけ一いちに見られるのは、かなり抵てい抗こうがあった。でも、ここまできたんだ、やるしかないよね。

　僕は、ぽんってヨミちゃんの頭の上に手を置いて、『さくら』の『隠かくれ謡うた』を思い浮かべる。

　次の瞬しゆん間かん、僕の視界は、薄うす紅べに色いろの花びらに包まれた。

　ヨミちゃんの魂たましいが、僕の魂と重なる。

　凹おうと凸とつの二つの部品がカチっと嵌はままったみたいに、心が不思議な安心感に満たされてく。

　ニコル先せん輩ぱいが教えてくれた、不良狩りと戦うための秘策。

　それは、僕の能力を小町が使うことだった。ニコルさんが言うには、『さくら』の力は誰だれでも使えるし、砂原さんの刀でなくても『幽かくり神がみ』を祓はらうことができるらしい。実際、力を使うことについてはその通りだった。

　ここ数日、僕と小町は特訓してきた。

　放課後、空手部の人たちが帰った後の道場で、小町の動きに合わせて花びらを舞まわせる練習をした。『さくら』の花びらを小こ町まちの拳こぶしが纏まとう、それができれば、僕らでも『幽かくり神がみ』と戦える。

　目を開ける。

「お、おにーちゃん、なにそれっ、なに、それっ！」

「は、ハルっ……どうなってんだっ！　やっぱり、あの夜のハル子は夢じゃなかったのか！」

　万ばん里りと武たけ一いちが声を上げる。

　それは予想通りのリアクションだった。

　今の僕は、女の子の姿になってるはずだ。

　ピンク色の髪かみが伸びて、胸がたぷんって膨ふくらんでる。

　でも、二人に何を言われたって気にしない。そんなことより、今大事なのは、不良狩りを倒すことだ。砂すな原はらさんを取り戻して、陸りくくんを助けて、ついでにこの町を守るんだ！

「ふみのん……エッチだ」

　あれ。なんで、ニコル先せん輩ぱいまで言うんだよ。

　ニコル先輩は、ここ数日の僕らの特訓をずっと見てたんだ。僕の体が女の子になるの、何度も見てるはずなのに。

「けんからんよっ！　けしからんお兄ちゃんだな、まったくっ！　ふぁっほーい！　あぁ、もうだめだ、私、そんなの見せられたら、とんじゃうよぉっ！」

　万里が激しく叫さけぶ。お前、なに言ってんの？

　なんか、予想以上に激しいリアクションだ。

「みんな、俺おれはもうだめみたいだ。これからが大事なとこだってのに、もう、意識が……やべぇ、はは、目がくらんできやがった。さぁ、俺の屍しかばねを越えていけ……ごぶはっ！」

　え、なんかいけない音がした。

　振ふり向むくと、武一が噴ふん水すいみたいに鼻血を出して倒れていた。

　いくらなんでも、リアクションが激しすぎるよっ。

　ふと視線を下に向ける。

　胸元が丸出しだった。胸には、包帯……じゃない、白いサラシがぐるぐる巻きにされてる。そして、肩からはピンク色の特とつ攻こう服ふくを背負っていた。ぶっかぶかのパンツに長なが靴ぐつ、不良っていうか、ずいぶん昔の暴走族だ。

「なんで、こんな服なんだよっ！」

　学校で特訓してたときは、服装はハル子になっても変わらなかった。ずっと、男子の制服のままだったのに、なんでこんなことなってるのっ！

　頭の中から、答えが返ってくる。

《これが、ふりょうじゃないのか？》

「どこで、こんなイメージ覚えたんだよっ！」

《コトのまんがなー》

　あれ、砂すな原はらさん、意外と不良漫画とか読むの？

「……いつも通りでいいのに」

《すぎたことはきにすんな、ハル。もうすぐくるぞ、集中だ》

　あぁ、もうわかったよ。でも、すぎてないからね、現在進行形で恥ずかしいからね。

「はなせっ、をにーちゃんがワタシを待ってるのに、をにーちゃーんが、をぉにーちゃんがっ！」

　横から、バーサーク状態になった妹の叫さけび声ごえが聞こえてくる。なんでそうなったのか、ニコル先せん輩ぱいが万ばん里りをロープで縛しばり上あげていた。

「いま、大事なところなんだから邪じや魔ましちゃだめだよ」

「ごたくはいいっ、だーきーつーかーせーろーっ！」

「ムダだよ。暴れるほどに食い込むからね、ボクの荒あら縄なわスキルをあまくみちゃだめだ」

「くそ、この荒縄めっ、荒縄めっ」

　なんだかよくわからないけど、すごい状じよう況きようだ。

　うん、あんまり気にしないでおこう。とにかく万里のことはニコル先輩に任せて、戦いに集中しないと。小こ町まちに歩み寄って、少し後ろに立つ。

「ハル、準備はいい──って、うわっ、それ似合うっ！　ヨミちゃん、グッジョブだよ！」

「こんな仕事を褒ほめちゃだめ！　いいから集中してっ」

「そだね、私たちの幼おさな馴な染じみパワーを見せてあげよう」

　真しん剣けんな顔に戻もどって、階段に向き直る。そんなパワーはないけど、やる気は伝わってきた。





　ご用のないもの　通しゃせぬ

　この子の七つの　お祝いに

　お札をおさめに　まいります






　そして、まだ朝あさ霧ぎりの残る階段の向こうから、ゆっくりと人ひと影かげが現れる。

　霧の向こうから出てきたのは、喫きつ茶さ店てんで会ったのと同じ姿だった。ジーンズに白いジャケット、フードで頭をすっぽり覆おおってる。

　僕は手を上に向けて、意識を集中する。ぱっと光が弾はじけて、いつもヨミちゃんが背負ってる御ご幣へいが生まれる。

「陸りく、あんたが何に悩なやんで、何に苦しんでそんなことしたのかわからないけどさ」

　小町が、そっと拳こぶしを両りよう脇わきに構えながら告げる。

「でもね、借り物の力に染まるような、そんな弱い子じゃなかったはずだ。その曲がった性しよう根ねを叩たたき直なおしてあげる」

　言い終わるのを待ってたみたいなタイミングで、陸りくくんが駆かけ寄よってきた。

　ばさり、と裾すその長いジャケットがマントみたいに翻ひるがえる。

　白フードの動きは速かった。申し訳ないけど、兵ひよう藤どうさんよりもよっぽどだ。

　一いつ瞬しゆんで間合いに入ると同時、すれ違い様に拳こぶしを突き出してくる。

　でも、小こ町まちは余よ裕ゆうを持ってそれを躱かわす。

　体を横に逸そらし、すれ違うようにして避よけた。カウンターを打ち込もうと思えば、できたかもしれない。そうしなかったのは僕のせいだ。僕が、小町の動きについていけなかったから。

　白フードの周りには、電気が張られてるかもしれない。下へ手たに反はん撃げきしたらこっちがダメージを受ける。反撃するなら、さくらを纏まとった状態じゃないと駄だ目めだ。

　でも、後こう悔かいしてる暇ひまはない。

　すれ違うと同時、白フードは体を捻ひねって、小町に向かって手のひらを向ける。

《ハルっ、ビリビリだ！》

　ヨミちゃんの声が響ひびく。それを聞きながら、御ご幣へいを振ふりかぶった。

　小町と陸りくくんの間に、さくらの花びらの壁かべが生まれる。

　さくらの花びらは、放たれた電でん撃げきを受け止めた。

「よし、いけるよっ！」

　電撃を受けた花びらは、力を使い切ってはらはらと散っていく。でも、ちゃんと僕らの能力は通じてるってことだ。

　御幣を振って、花びらを小町の周りに飛ばす。

「小町っ、握にぎって！」

　川かわ北きたの虎とらは、一瞬だけ僕を見て頷うなずき返かえす。それから、花びらを摑つかんだ。

　白フードが、また駆かけ寄よってくる。

　右ストレート、それを躱かわして、小町がボディーブローを打ち込む。

　小町の拳は、相手に当たる直前で、青白い光を放った壁に受け止められる。やっぱり、向こうも電撃でガードしてたみたい。

　バヂッって痛そうな音がするけど、さくらの力は小町の拳にも宿ってる。

　だいじょうぶだ、負けてない。

　小町はいっきに畳たたみかけた。僕が飛ばす花びらを握にぎり締しめ、拳を打つ。右手で打つ間に、左手を横に伸ばして、次の花びらを握り込む。途と切ぎれのないコンボ攻こう撃げきだ。

　連続攻撃は、全部、青白い光に止められた。

　でも、だんだん、止められる位置が近づいてくる。

　最初は体からホールのショートケーキ一個分くらい離れてたのが、ドーナツくらい、シュークリームくらいって近づいていって、今はもうお腹のすぐ前、マカロンを縦にしたらやっと入るくらいの距離だ。

　たまらず、白フードは小町の手を払って、大きく後ろに跳とんだ。

　フードが捲めくれ上がる。

　その下から見えたのは、喫きつ茶さ店てんの時と同じ、陸りくくんの顔だ。『幽かくり神がみ』に心を乗っ取られたのか、暗い目をしてる。でも、その表情は、追い詰められた獣けものみたいに力を漲みなぎらせていた。

　ぎりぎりと歯を食いしばって、眉み間けんが皺しわが集まっている。

《ハル、すごいのがくる！》

　頭の中で、ヨミちゃんの声がする。それと同時、陸くんがポケットからナイフを取り出した。砂すな原はらさんと戦った時に見せた、あの能力だ。

　ナイフを振り上げる。

　その短い刃を接つぐみたいに、青白い電でん撃げきが伸のびる。

　青白い雷いなずまでできた剣、ファンタジー映画に出てきそうな武器がそこに生まれていた。

　半はん端ぱな威い力りよくじゃないことは、わかった。

　火か雷らい天てん神じんの力、そのものって感じ。それを振り下ろしてくる。

　小こ町まちは、避よけなかった。

　僕の方をちらっと振り向いて、笑う。

　そして、信じられないことを言った。

「ハル、信じるよっ」

　まったく！　砂原さんも小町も、僕を信用しすぎだよ！

　ヨミちゃん、めいいっぱいだ。そう心の中で叫さけんで、御ご幣へいを振り下ろす。

　御幣の先から噴ふん出しゆつした大量の桜の花びらが、小町に向かう。

　まずは右手。

　もう握にぎり込こむくらいじゃ足りない。竜たつ巻まきみたいに、小町の右拳の周りを桜の花びらが覆おおう。

　振り下ろされた電撃を、小町は右手の甲こうで受け止めた。

　雷の刃が、小町の花びらとぶつかって激しい閃せん光こうを発する。でも、僕とヨミちゃんの桜だって負けてない。力を打ち消しあいながら、拮きつ抗こうしてる。

　陸くんの表情に、わずかに動どう揺ようが見える。でも、ナイフを引く気はないみたいだ。歯を食いしばり、ナイフに力を込めてくる。

　それを受け止めながら、小町は左手を真っ直ぐ横に伸ばした。

　言われなくたって、わかる。左拳に、さくらの花びらを纏まとわせる。右手と同じ、ぐるぐる渦うず巻まく薄うす紅べに色いろの力。

　左手を脇わき腹ばらに構え、小町は叫ぶ。

「陸ぅ、ちゃぁんと、歯ぁくいしばってね」

　突つき出だす。

　陸くんの体の回りが、青白く光った。体をガードしていた電撃が、一いつ瞬しゆんで砕くだけ散ちる。

　小町の拳が、めり込む。

　陸くんの体が、くの字に曲がった。

　それと同時、電でん撃げきの剣が消える。

　一いつ瞬しゆんの空白。

　そして、陸りくくんの体が吹き飛んだ。

　春一番のように、強きよう烈れつな風が広場を駆かけ抜ぬける。

　陸くんは地面に叩たたきつけられ、一回だけバウンドして、空を見るように転がって止まった。

　勝負、ありだ。あれは、もう立てないよね。

　小こ町まちは僕の方を振り返って、ぐっと拳こぶしを突き出してくる。

「正しい拳と書いて、正せい拳けんだよ」

　それ、なに？　決きめ台詞ぜりふなの？

《かっこいいなー、こまち。ほれちゃうな》

　とりあえず、僕と小町は、地面に倒れた陸くんに駆け寄る。

　陸くんは苦しそうに眉まゆをしかめてたけど、怪け我がはしてないみたいだった。『幽かくり神がみ』の穢けがれが祓はらえたことを、ヨミちゃんが確認してくれる。

　後ろから万ばん里りが駆け寄ってくる。バーサーク状態から回復したみたいだった。久しぶりに再会した幼おさな馴な染じみを見下ろして、小さく呟つぶやく。

「バカ陸りく、なんで、こんなことしたんだよ」

　それは、寂さみしそうな、でもどこか温かい声だった。
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　祭まつり囃子ばやしが町を包む。

　日が昇のぼり、長なが月つき祭まつりの賑にぎわいが町を包んでいた。

　神かみ折おり町まちがいちばん騒がしくなる日だ、子供の頃ころからずっとこの日を楽しみにしてきた。大好きなお兄ちゃんと一いつ緒しよに屋台で食べるものを買って、二人とも小食だから半分こして食べたりしたっけ。そういえば、陸くんと一緒にお店を回ったこともあったな、なんて思い出す。

　ちらっと目の前に視線を向けた。

　ベンチの上には、陸くんが眠っている。

「ばか、陸」

　あんまり気持ちよさそうな寝ね顔がおだったから、思わず呟いちゃった。

　もうお昼過ぎだけど、私はまだ駅裏山の展望台にいた。

　お兄ちゃんたちは、穢れが祓えたからもう心配ないって言ってたけど、陸くんが気がつくまでついてることにした。皆にはステージの準備があるので先に広場に行ってもらって、残ってるのは私と陸くんの二人だけだ。

「ほんと。ばか、陸」

　もう一回繰り返す。

　せっかくのお祭りの日に、一年ぶりに会った幼おさな馴な染じみの看病をしてる私。

　でも、陸りくくんを放っておくことなんかできなかった。

　こういうのも、女の勘かんっていうのかな。

　陸くんがこんなことをした理由、もしかしたら、私かもしれないって思ったから。

　薄うす々うすは気づいてたんだ。自惚うぬぼれかもしんないし、自意識過か剰じようなのかもしんないけど、陸くんって、私のことが──

「……万ばん里り、ちゃん？」

　下から声がした。

　私のことをバンビじゃなくて、ちゃんと万里って呼んでくれる友達は、もう陸くんだけだ。

　陸くんが、そっと目を開けていた。よかった、いつもの陸くんだ。小町姉ちゃんと戦ってた時みたいな暗い目は、もうしてない。

「久しぶりだね。気分はどう？」

「……うん」

　答えになってないよ、って思うけど言わないでおく。

「……自分がしたこと、覚えてる？」

「うん、覚えてるよ。うっすらだけど」

「なんで、あんなことしたの？」

　ぎゅっと、陸くんはベッドのシーツを握にぎり締しめた。

「ごめん、万里ちゃん。僕、悔くやしかったんだ。ずっと、この一年間、ずっと後こう悔かいしてきた……あの時、君を守れなかったこと」

　やっぱり、私の勘は、間違ってなかったみたい。

「ばか。あの時は、なにもなかったって言ったじゃん。神かみ折おり高こう校こうの人たちがすぐに助けにきてくれたってさ」

「それでも、僕は自分が許せなかった。ずっと、君を守るって言ってたのに、空手はじめたって自じ慢まんしてたのに。君が不良に連つれさらわれたとき、怖こわくて、なにもできなかった」

「そんなの、陸くんが勝手に言ってただけでしょ」

「でも、自分が許せなくて、次の日から、もう万里ちゃんと話すどころか、顔もまともに見れなくなったんだ」

「だから、市街に転校する時も、なにも言ってくれなかったってわけ？」

「ごめん。何も言わずに別れたこと、後悔してる」

「…………けっこう傷ついたんだよ。てっきり、あんなことがあって怖かったから避さけられてたのかと思ってた」

「そんなわけないっ！」

　わぁ。いきなりおっきな声出すから、びっくりした。

「市街にいってから、何度もメールしようとしたんだ。でも、できなかった。だから僕、万ばん里りちゃんに相応ふさわしい男になろうと思って、どんなことがあっても守れるくらい強くなろうって、そうしたら、もう一度、ちゃんと、万里ちゃんと話せるようになるんじゃないかなって思って、それで──」

「それで、『隠かくれ謡うた』っていうのに手を出しちゃったか」

「……うん」

　と、陸りくくんは力なく頷うなずく。

　どうやって、その『隠れ謡』を知ったんだろ、っていうのは気になったんだけど、それは今、聞かなくたっていい気がした。後で、もうちょい落ち着いてからでいいよね。

　代わりに、どうしても言っておきたいことを口にする。

「ばか陸。一方的に誰だれかが誰かを守るような関係を、友達とは呼ばないんだよ」

　私は、こう思ったんだ。

　もし、私の勘かん、陸くんが私のことどう思ってるかってのがアタリだったとしても、私にはまだそれにどう答えていいかわかんないし、きっと、陸くんはそんなこととーぶん口にしないだろうから。

　だからさ、私は、もう一回、友達からやり直せないかなって思ったんだ。

「何かあったときに守ってくれるより、何かあった次の日に話を聞いてくれる方が大事なときだってあるんだよ」

「そっか……それで、よかったのか」

　ちょっとだけ、照れくさそうに陸くんが笑う。ほんとばか。

「ねぇ、万里ちゃん……僕たち、もう一度、友達になれるかな？」

「もちろん」

　私が言いたかったことを、言ってくれた。

　たぶん、私たちの相性の良さは、あの頃ころから変わってない。

　私がお兄ちゃんのことを好きなのは、恋愛感情じゃないけど、もっとずっと圧あつ倒とう的てきだ。

　私がいま、陸くんに感じてるのはお兄ちゃんに比べると微び々びたるものだけど、友情なのか恋愛感情なのかよくわかんない。友情ならよし、恋愛感情だったとして、そんな微々たる気持ちを恋って呼んでいいのって悩なやんじゃう。

　だから、このお話はここまで。考えるの、おしまい。

「でも、ちゃんと皆に謝りに行かないとだよ。丹たん波ばさんとか、他に喧けん嘩かした人とか。あと、小こ町まち姉ちゃんやお兄ちゃんにもっ」

「うん……でも、丹波さんってだれ？」

「あー、そっか。名前、知らないよね。お兄ちゃんの高校の先せん輩ぱいで、二メートル近くあって金きん髪ぱつで坊ぼう主ずで──あれ？」

　陸りくくんの表情が、曇くもっていた。まるで心当たりがないみたいに。

「僕が不良狩りをやったのはさ、三回だけだよ。一度目は、市街のカツアゲをしていた不良たち、もちろん神かみ折おり高こう校こうの生徒じゃなかった。後は万ばん里りちゃんも知ってるよね。喫きつ茶さ店てんと今日の裏うら祭まつりの時だけ」

　……え？

　いくらなんでも、丹たん波ばさんのこと、あんなインパクトがある人を忘れるわけ、ないよね。

　それに、市街で起きた事件って、たしか十回を超えてるはずだ。

　なんだか、やな感じの不安が胸の中に広がってくのを感じた。
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　ポスターカラーのライトブルーをできるだけ薄うすく溶といて、伸ばしたような青い空。

　日差しは相変わらず強いけど、緩ゆるやかな風が吹いてあんまり暑さを感じさせない。これならニコル先せん輩ぱいも大だい丈じよう夫ぶそうだ。点数をつけるなら、百点満点の天気だった。

　昼を過ぎ、長なが月つき祭まつりは例年以上の盛り上がりを見せていた。

　市街や他よ所その町からも観光客がやってきて、駅からメイン会場までの道は大勢の人たちが行き交ってる。いつも登下校に使っている川沿いの道には出店が並び、色んな食べ物や出し物で賑にぎわっていた。

　僕たちのステージは午後三時から。お昼を食べた人たちがメイン会場に流れ込み、いちばん観客が多くなる時間帯だ。

　今も、どんどん人がメイン会場に集まってきてる。川かわ床どこ前の広場は、大勢の人で埋うめ尽つくされていた。でも、人が集まってるのは時間帯だけじゃない。僕たちの木もく造ぞう組ぐみのステージの前評判がダントツで高いからっていうのもあったんだ。

　僕たちはステージ脇わきに立てられてる控ひかえテントでスタンバイしていた。

　あと一時間ほどで本番、お客さんも満員御礼だっていうのに、皆のテンションは沈んだままだった。

　昨日きのうのリハーサルの後、木造組のみんなは夜遅くまで学校に残って作業してくれた。徹夜組もけっこういたみたい。でも、そんな疲れは関係ない。

　皆のテンションが低い理由は、まだ砂すな原はらさんが来てないからだった。

　裏うら祭まつりの後、すぐに砂原さんに電話をかけたけど繫つながらなかった。

　結局、ヨミちゃんが伝言係を引き受けてくれたんだ。歌うた祓はらい神じん社じやに向かってからずいぶん経つけど、まだ何も連絡がない。




「あすたあああーーーーーーーーーーーぁぁっ！」




　すぐ近くで、聞いたことのある悲鳴が上がった。

　裏祭で気絶してから、ずっと眠ねむり続けていた武たけ一いちが、がばっと体を起こす。

　そして、勢いよく辺りを見回す。

　すぐに、僕と目が合った。

「どういうことだ、これは……なんでだ、俺おれは展望台にいたはずだ。なんで、こんなとこにいる？　ハルは、ハルのピンクは？　ハルの胸はどこにいった？　あれ、どうなってるっ!?」

「あ……気がついた。武一」

「おい、ハル、なんでいつもの学校の制服なんだっ。お前、特とつ攻こう服ふくだったよな。女の子ボディだったよなぁ！」

「なんのこと？　夢でも見てたんじゃない。武一、裏祭の途中で倒れたんだよ。ここまで運んでくるの、大変だったんだから」

「夢…………だと」

　血走った目で詰つめ寄よってくる親友に、必死でポーカーフェイスを装って答える。

　それから、小こ町まちが無事に裏祭で優勝して、ちゃんと不良狩りを祓はらったことを話す。僕の変身のことは、武一の夢だったってことにした。

「あ、武一、起きたんだ」

　小町も気づいて近寄ってくる。

　すでにステージ用の衣装に着替えていて、昨日きのうのブラック＆ホワイトの武ぶ闘とう派は魔ま法ほう少女になっていた。さすがに慣れたらしく、恥ずかしがるような素そ振ぶりはもうない。

「こ……小町、お前も、見たよな？　ハルの女の子モード？」

「武一、あんまりワケわかんないこと言ってると、もっかい眠らせるよ」

「……本当に、夢だったのか。にしては、やけにリアルだったな。今だに胸の鼓こ動どうが戻らねぇ。ほんとに、どうなってるんだ、俺は……くそっ、認めねぇっ、俺は認めねぇぞ」

　拳こぶしを握にぎり締しめ、なんか漫画の主人公みたいなシリアスさで呟つぶやく。

「武一、わけのわかんないこと言ってないで、早く着替えてきなよ」

　と言って、小町のハート形グローブがテントの奥おくを指差す。

　そこには、特とく撮さつ部ぶの特とく殊しゆメイクによって、次々と量産されていく落おち武む者しや集団がいた。武一は一いつ瞬しゆんだけ悲しそうな表情を浮うかべるけど、諦あきらめたように歩いていく。なんだか、あの一角だけすっごい怖こわいよ。

「盛せい況きようだね、お客さん」

　小こ町まちが言いながら、ひょいっとテントから顔を出して、舞ぶ台たいの方を見る。僕も気になって、顔を並べるようにして覗のぞき見みた。

　心臓が、跳はね上あがった。

　リハーサルの時とは全然違った。

　昨日はがらんとしていた広場に、びっしりと人が集まっていた。

　最前列には、目をキラキラさせた子供たちの一団が陣じん取どってる。みんな、僕たちの劇を楽しみにしてくれてるみたいだ。その周りには親子連れや市街からきた観光客の皆さん、ご近所の人たちや学校の皆もいる。

　毎年、長なが月つき祭まつりにきてるんだ。どれだけ人が集まるか、知ってるはずだった。でも、いざステージに自分が立つ番になると、その人の数に身み震ぶるいする。

「なんだか、ハルのファンがダントツで多い気がするんだけどさ」

　小町がからかうように言ってくる。よく見てみると広場のあちこちに、僕の名前が描かれた横断幕や団扇うちわを持ってる人たちがいた。さすがにまだ掲かかげたりはしてないけど、降ろしていても応おう援えんグッツはかなり目立つ。

「でも、ほら、小町のファンだって大勢来てるじゃん」

「え、うそっ。どこどこ!?」

　ちょっとだけ嬉うれしそうに僕が指差す方を見た。

　他の観光客の邪じや魔まにならないように、広場の端すみっこで陣じん取どっている一団があった。今け朝さの不良さんたちだった。先頭には、リーゼントの兵ひよう藤どうさんがいる。全員、すっかり小町のファンになったみたい。

「なしっ、あれはノーカウントっ！」

　と、そこで、砂すな原はらさんの横断幕を持ってる人たちを見つける。胸が、ズキンって苦しくなった。小町もそれに気づいたらしい、心配そうに聞いてくる。

「コトちゃん、こないね」

　もうスタートまで一時間を切ってる。

　このまま砂原さんが来なかったら、ステージに出るどころの話じゃない。

「もしかして、まだヨミちゃん、砂原さんに伝えられてないのかな？」

「でも、ヨミちゃんには僕の携けい帯たいの番号伝えといたし、なにかあったらすぐに掛けてきてって言ってあるから」

　と、その時、携帯が震ふるえる。

　ヨミちゃんかと思って取ると、聞こえてきたのは万ばん里りの声だった。

「お兄ちゃん、今、陸りくくんが起きたんだけどさ、なんか変なんだ」

「変って、どういうこと？」

「なんだか……不良狩りをやってたの、陸くんだけじゃなかったみたいなの」

　僕の表情で、電話の内容が普ふ通つうじゃないってわかったらしい。小こ町まちが耳を近づけてくる。

「陸りくくんが『隠かくれ謡うた』を知ったのってさ、市街で、よくわかんないけど、大学生くらいの男の人に話しかけられて、教えられたんだって。なんだか、その人……他にも何人か声かけてるみたいだったって」

「陸くん以外にも不良狩りがいるかもしれないってこと？」

「わかんない。とにかくさ、私と陸くんも、すぐにそっちに向かうからっ」

　と言って、電話が切れた。

「ハル……他にもいるかもって、どういうこと？」

「詳くわしいことはわからないけど、陸くんはそう言ってるらしい」

「どうやら、ボクらの解かい釈しやくした『隠かくれ謡うた』には、なにか間違いがあったみたいだね」

　眠ねむたそうな声がする。振ふり向むくと、ニコル先せん輩ぱいが立っていた。

「あるいは、ボクたちが解釈しきれていなかった〝七つの祝い〟のフレーズに、別の意味があったのかも」

　つまり、砂すな原はらさんが来ない理由は、まだ事件が解決してないからってこと？

　ちらりと時計を見る。本番開始まで、あと三十分くらいあった。

「ニコル先輩、今から砂原さんを迎むかえにいってきていいですか？」

「ん、構わないよ。コトちゃんがいないと劇がぜんぜん盛り上がらないからね」

「ハル、私も、一いつ緒しよにいこうか？」

「……小町、ありがと。でも、大だい丈じよう夫ぶ。一人でいくよ。小町はここをお願い」

　わかった、と小町は力強く頷うなずいてくれる。さすがに主演が二人ともいなくなると、ステージ自体ができなくなる。

「ふみのん、よろしく頼たのむよ。ちょっとくらい遅れるのは、なんとかするからさ。必ず、コトちゃんを連れてきて」

「はい、ありがとうございます」

　テントから駆かけ出だす。とりあえず、歌うた祓はらい神じん社じやに向かって走り出した。

　その途と中ちゆうで、携けい帯たいが鳴った。

　ディスプレイに表示されたのは、たぶん公衆電話の番号だ。出ると、ちょっと焦あせった様子のヨミちゃんの声が聞こえてくる。

「ハル、たいへんだ。コト、まだたたかってた」

「……やっぱり。ヨミちゃん、今、どこにいるのっ」

「がっこうだ！」

　学校があるのは神かみ折おり川がわの上流だった。空を見上げて、はっとする。

　さっきまで、ポスターカラーを塗ぬり広ひろげたような一面の水色だった。

　でも、上流の方には、黒い雲が立ち込めているのが見えた。まるで、嵐あらしを連れてくるように。







　学校まで行くと、門のところでヨミちゃんが待っていた。

　今日きようは長なが月つき祭まつりだ。生徒も先生もみんな町に出ていて学校は人ひと気けがなくなってる。だから、砂すな原はらさんはこの場所を選んだんだろう。

「あのな、れんらくおそくなって、ごめんな」

　ヨミちゃんが、必死で神社に戻もどってからのことを教えてくれる。砂原さんに裏うら祭まつりのことを伝えると「まだ事件は終わってません」と言われたらしい。ヨミちゃんは、神社を出て行った砂原さんの後を必死で追いかけて、学校に来た。そのせいで、途中で連絡できなかったそうだ。

　でも、ヨミちゃん、お手て柄がらだよっ。

「それで、砂原さんは学校の中にいるの？」

「ちがう、なかじゃなくてうえ」

　……え？　うえ？

　ヨミちゃんに言われて、気づいた。たぶん、近くを通りかかっただけなら誰だれも気づかないだろう。屋上に、激しく動く三つの人ひと影かげがあった。

　一つは砂原さん、きっとあとの二つが不良狩りなんだよね。

「ハル、がったいだ。かいだんのぼってるひまない！」

　ヨミちゃんが言ってる意味は、すぐにわかった。

　『花いちもんめ』を祓はらった時に使った階段作戦だ。

　頭の中に、『さくら』の『隠かくれ謡うた』を思い浮かべる。

　次の瞬しゆん間かんには、僕の視界は桜の花でいっぱいになって、気がつくと姿が変わっていた。

　不思議な安心感が全身を包む。僕の体は、いつものハル子ちゃんに変化していた。

　と、気づく。

　服装は、いつも通りじゃなかった。

　純白のエナメルシューズにニーソックス、八重桜の花をひっくり返して履はいたような何重にも膨ふくらんだフリルスカート、ピンクのコサージュが散りばめられたドレス、そして頭にはお姫ひめ様さまみたいなカチューシャがのっかっている。どこかで見覚えのある、白とピンクのフリフリの魔ま法ほう少女になっていた。

　なんじゃこりゃーーっ。

　もっかい言うよ。

　なんじゃこ──

《いってるばあい、ちがう！》

　ヨミちゃんの声が頭に響ひびく。言わせてるの、そっちだよ。

　知ってるよ、思い出したよ、この服。コスプレ研究会のデザイン案の中にあったよね。どこからイメージ仕入れたんだよっ。

《こまちが、見せてくれたのな》

　あー、もう。小こ町まち、いつの間にそんな余計なことしてたんだよっ。

「いつもいつも、変わった服にしなくていいよっ！」

《きもちのもんだいだ》

「僕の気持ちも考えてっ！」

　もう、いいよっ！

　右手を空に向ける。手のひらがぱっと光って、そこに御ご幣へいが生まれる。それは皮肉だけど、魔ま法ほう少女がステッキを出すように見えた。

　御幣を振ふって、桜の花びらを飛ばす。

[image: ]

　グランドから屋上まで一直線、桜の花びらの階段を作った。

　薄うす紅べに色いろの階段は、足をかけたら今にも崩くずれ落おちていきそうで怖こわかった。しかも、上に行けばかなりの高さになる。でも、迷ってる暇ひまはない。

　覚かく悟ごを決めて、駆かけ上あがった。もちろん、砂すな原はらさんみたいに全速力では走れない。できる限りの速さで、屋上に近づく。

　ちょうど、砂原さんが二人の不良狩りに挟はさまれて、攻こう撃げきを受けてるところだった。

　砂すな原はらさんは巫み女こ服姿。不良狩りの方は、どちらも街にいそうな普ふ通つうの格好だった。一人はジーパンにＴシャツ、もう一人は半パンにノースリーブ。ジーパンの方は鉄パイプ、半パンの方は金属バットを持ってる。どちらの武器も、青い電でん撃げきを纏まとっていた。

　砂原さんは苦戦しながらも、なんとか二人の攻撃を受け流していた。

　でも、ほんの一いつ瞬しゆん、隙すきが生まれた。

　鉄パイプの攻撃を受けた瞬しゆん間かん、スパークが弾はじける。強きよう烈れつな光が、砂原さんの視界を奪うばった。

　すかさず、反対側から迫せまっていた金属バットが、砂原さんの脇わき腹ばらを蹴けり上あげる。

　咄とつ嗟さにガードするけど、いつものように勢いを殺す余よ裕ゆうはなかった。正面から打だ撃げきを受けて、踏ふみ留とどまれずによろける。

　さらに鉄パイプが追おい討うちをかける。

　そうは、させないっ！　魔ま法ほうを使うような気持ちで、御ご幣へいを振り下ろした。

　御幣の先から生まれた花びらを、まとめて屋上に飛ばす。

　砂原さんの周りを傘かさのように覆おおう。見方によれば、砂原さんが桜の花びらでできた鳥かごに閉じ込められたみたいに見えたかもしれない。

　鳥かごは、左右から襲おそい掛かかってきた不良狩りたちを弾はじき飛とばす。

　特に、全力で振り下ろしていた金属バットは大きくバランスを崩くずしていた。

「砂原さんっ、右だっ！」

　思いきり叫さけぶ。

　砂原さんの動きに、迷いはなかった。突とつ然ぜんの桜の花びらにも、僕がきたことにも戸と惑まどわず、右の金属バットとの間合いを詰つめる。

　その胴どうを、鈍にび色いろの刃が凪なぐ。

　金属バットはそのまま、崩くずれ落おちるように倒れた。ちゃんと穢けがれが祓はらえたみたいだ。

　砂原さんがそのままの勢いでくるりと振り向くのと、僕が屋上に辿たどり着つくのは同じだった。

　最後の一ステップを蹴って、屋上に着地する。

　そして、砂原さんと同じように、残った一人に向き直った。

　砂原さんは肩で息をしていた。珍めずらしいくらい、大量の汗あせをかいてる。そして、刀を構え直そうとして、バランスを崩して片かた膝ひざを着く。

　明らかに、いつもと違った。こんな砂原さんは見たことない。ここ数日、彼女がどれだけ無理をしていたのか、それだけでわかる気がした。

　砂原さんは、いつもと違って、僕が着てる衣装のことは何も言わなかった。ただ、冷たい声で聞いてくる。

「文ふみ野のくん、どうしてここに？」

「決まってるよ。君を向かえに来たんだっ！」

「見ての通り、まだ『通りゃんせ』の事件は終わってません」

　僕は、ぐっと奥おく歯ばに力を入れる。

　事件が終わってないことくらい、見ればわかる。

　そんなことより、僕が歯は嚙がみしたのは、砂すな原はらさんの声が別に意味を含ふくんでいたからだ。僕が手を貸すことを、明らかに拒きよ絶ぜつしていた。

　なんでだよっ。なんで、そんなにボロボロになっても、一いつ緒しよに戦ってくれないんだよ。

《ハル、気をつけろ。なにかくる》

　頭の中に、ヨミちゃんの声が響ひびく。鉄パイプが、大げさに両手を広げていた。

　と、同時、童どう謡ようが聞こえてくる。





　通りゃんせ　通りゃんせ

　ここはどこの細道じゃ

　天神さまの細道じゃ






　そこで、気づく。

　テントを出る時、ずっと遠くに見えていた雷雲が、学校の真上に集まっていた。

　空を覆おおってるわけじゃない。ただ、学校の上だけに黒い雲が渦うず巻まいている。

「札を納めるのは、もうすぐ終わる」

　鉄パイプはそう呟つぶやくと、いきなり前のめりに倒れた。

　警けい戒かいしながら、倒れた鉄パイプに近づく。ちゃんと息はしていた。怪け我がもない、ただ眠ねむっているだけみたいだった。

「どう、なってるの？」

《魂たましいが、抜ぬかれてるな》

　ヨミちゃんが呟く。魂が抜かれてる？

　『赤あかい靴くつ』の事件の時も、同じ状じよう況きようになったのを思い出す。『謡うたい人びと』の魂が抜かれるっていうのは、『幽かくり神がみ』の力が増してるってことだ。

《ハル、いったんここから離れたほうがいい！》

　ヨミちゃんの声が響く。僕は、それにすぐに従った。

　砂原さんの手を摑つかむと、無理やり引っ張るようにして、昇しよう降こう口ぐちから校舎の中に駆かけ込こむ。

　砂原さんは、抵てい抗こうしなかった。ううん、一いつ瞬しゆんだけ手を引っ張り返すような素そ振ぶりを見せたけど、すぐに諦あきらめてついて来てくれる。足が限界で、抵抗する力もなかったのかもしれない。

　昇降口に入る直前、それを見た。

　校舎の上に渦巻く雷雲。

　その中から、一匹の巨きよ大だいな竜りゆうが降りてくる。

　古い寺院の屛びよう風ぶなんかに描かれてる、神話や伝説に出てくるような、蛇へびのように細長い竜。

　ワニのように伸びた口に巨大な牙きば、赤一色の鋭するどい眼に、二対の巨大な角。顔の後ろには、ライオンみたいな鬣たてがみが棚たな引びいている。

　それが神話と違うのは、全身が半はん透とう明めいな青色ってことだ。電気で構成されているみたいだった。竜りゆうは水面を泳ぐ蛇へびみたいにうねりながら、ゆっくりと降りてくる。

　あれが『通りゃんせ』の童どう謡ようから呼び出された『幽かくり神がみ』、〝帰りはこわい〟の歌詞に謡うたわれてる力なんだ。

「な、なんだよ、あれっ！」

「……まだ本来の力には至ってないようですね。ですが、ここまで、具現化できるようになっていたのですか」

　砂すな原はらさんが、悔くやしそうに呟つぶやく。

　僕たちが昇しよう降こう口ぐちに飛び込んだのに一いつ瞬しゆん遅れて、竜の咆ほう哮こうが響ひびく。

　いや、それは吼ほえたんじゃなかった。雷の、雷鳴の音だった。

　竜の口から雷が吐はき出だされ、僕たちがさっきまでいた場所に落ちる。激しい光と同時に、屋上が破は壊かいされた。タイルがまくれ上がり、コンクリートに罅ひびが入る。

　危ないっ、あのまま外にいたら、危なかったよっ！

　屋上に倒れていた二人も無事みたいだった。竜は、昇降口に消えた僕たちを探すみたいに、ぐるぐると屋上を回り始める。どうやら……頭はそんなによくないみたい。

「なんでいきなり、竜がでてきたんだよ」

「火か雷らい天てん神じんは雨と雷を操るという性質上、水神と同一視されることがあります。あれは、代表的な水神である竜の姿なのですよ」

　そこで僕は、武たけ一いちが二年前に見たっていう『幽神』の話を思い出す。たしか、巨きよ大だいな竜の姿をしていたって言ってた。あれが、そうなんだね。

　僕らはドアの隙すき間まから、外の様子を見つめる。

　竜りゆう神じんは今も、ぐるぐると屋上の周りを回っていた。

「文野くん、離してくださいっ。あれを、放っておくわけにはいきません」

　そう言われて、僕はずっと砂原さんの手を握にぎっていたことに気づいた。

　慌あわてて離そうとするけど、すぐに思い直して、逆にぐっと繫つなぎ直なおす。

「駄だ目めだよ、今の砂原さんだけじゃ、あの竜には勝てない。僕と協力して、一いつ緒しよに戦ってよ」

「文野くん、言ったはずです。これは私の個人的な戦いなのです。君の助けを借りるわけには参りません」

「でも……このまま放っておいたら、二年前と同じことが起きるんだよね。それならもうこれは、砂原さんだけの戦いじゃないよっ」

「私は今まで一人でこの町を守ってきました。今度だって、私一人で守ってみせますっ！」

　砂原さんが、勢いよく繫いでいた手を払はらった。

　屋上を覗のぞいていた体勢から、砂原さんの方を振ふり向むく。と、すぐ傍そばに顔があった。

　はうっ、とびっくりして思わず体を引いてしまう。

　両手を広げた姿勢で、昇しよう降こう口ぐちの扉とびらに背中がぶつかる。意図したわけじゃないけど、屋上に出る扉を防ぐような格好になった。

　砂すな原はらさんがさらに顔を寄せて、真っ直ぐに見つめてくる。

　その目は、真夜中に見た校舎の窓みたいに、どこまでも暗くて冷たかった。

　でも、ここで目を離しちゃ駄だ目めだと思った。

　真っ直ぐに、ここは絶対に通さないって意志を込めて見つめ返す。

「砂原さん……本当のことを教えて。なにをそんなに、意地になってるんだよ」

　僕が言うと、砂原さんが息を吞のむのがわかった。

　少し体を引いて、そっと自分の胸に手を当てて言ってくる。

「わかりました……正直に言いましょう。君と一いつ緒しよに戦えないのは、私の心が穢けがれているからです。君が優しいのは知ってます。君が、これくらいで私を見放したりしないのは知っています。これは、我わが侭ままなのです。私は、君に、今の私を見られたくない」

「そんなの、ずるいよっ！」

　思わず、立ち上がっていた。

「砂原さん、僕が『謡うたい人びと』になった時、なんて言ったか覚えてる？」

「文ふみ野のくん、今は、そんな話をしてる状じよう況きようでは──」

「共に穢れてくれるって、そう言ったんだ！　あの時、あの言葉に、僕がどれだけ救われたかわかってるっ!?」

　そう、あの時の言葉ははっきりと覚えてる。

　砂原さんはこう言ったんだ。




──もし戦うことへの恐おそれが君の心を穢すなら、私がこの身に代えて君を守ります。もし魂たましいと向き合うことへの羞はずかしさが君の心を穢すなら、私が君のことを誰だれよりも素敵だと言い続けます。だから、共に穢れて参りましょう。




　そして、僕はその言葉に支えられて、今日きようまで砂原さんと一緒に戦ってきた。

　それなのに、自分だけ、そこから逃げるなんてゆるさないっ。

「砂原さんが抱かかえてる痛みが、わかるとは言わないよ。でも、誰だって酷ひどいことされたら怒おこるよね、仕返ししたくなるよね、当たり前のことだよ。そんな気持ちなら僕にだってわかる。なにも後ろめたく思う必要はないんだ」

「……文野くん」

「砂原さん、言ったよね。恥ずかしいのが僕の穢けがれなら、一緒に穢れてくれるって。あの言葉で、僕がどれだけ楽になったかわかる？　一人だったら、こんなのとてもいられないよっ」

　勢いよく、両手を広げてみせる。

　今の、僕の姿を、全部見せつけてやる。

　長いピンク色の髪かみ、女の子になった体。

　白いエナメルシューズにニーソックス、フリフリのスカートにドレス、お姫ひめ様さまのカチューシャ、ヨミちゃんがイメージした魔ま法ほう少女のファッション。

　恥ずかしいよ、見られたくないよ、でも、隠かくしたりなんかしないっ！

「僕が、この格好で戦うの、恥ずかしくないとでも思ってるの！　見られて嫌いやじゃないって思ってるの！」

　そして、ずっと言いたかった言葉を叫さけぶ。

「恥ずかしいに決まってるじゃんか！　だって、僕、男だよっ！」

　砂すな原はらさんの目から、暗い光が薄うすらいだ気がした。ううん、暗い光が薄らいだというより、僕の告白に、ちょっとだけ呆あきれてるみたいだった。

　でも、でもね、そんなことで僕は戦うのを止めたりしない。だって、砂原さんが一いつ緒しよに穢けがれてくれるって言ってくれたから。

「それなのに、自分だけ、見られたくないから逃げるなんてズルいよ。卑ひ怯きようだよっ。穢れた砂原さんを見せてよ。見られたくないのが我わが侭ままだっていうなら、僕も同じだ。見たいんだ、穢れた砂原さんを。正しいところも間違ってるところも、全部見たいんだ。僕も一緒に、砂原さんと一緒に穢れるからさ！」

　しばらく、砂原さんは僕の目を見つめていた。

　それから、小さく笑って、こう付け足してくれる。

「……文ふみ野のくん、意外とエッチなのですね」

「え、ま、真面目に言ってるんだよ！」

　僕の叫び声と一緒に、砂原さんは立ち上がった。

　ううん、立ち上がるというより、斜ななめ前、僕の方に倒れ込むように、抱だきついてきた。

　砂原さんが、僕の背中に手を回す。

　鎖さ骨こつの辺りに、ぴとっと彼女の顎あごがのっかる。

「わかってますよ、そんなこと」

　耳元でそっと囁ささやくのが聞こえる。

　僕らは昇しよう降こう口ぐちで抱だき合あったまま、しばらくじっとしていた。

　抱きしめた砂原さんからは、淡あわい花のようなシャンプーの香かおりと、ちょっとだけ汗あせの匂いがした。




　その時、僕は気づいた。

　砂原さんの着ている巫み女こ服ふくの内側に、白いウサギの人形が納められていた。

　それは、月ウサギのように見えた。

　ずっと探していた、想い続けてきた相手は、やっぱり砂すな原はらさんなのかもしれない。

　でも、でも……不思議と、僕の心は、まったく揺ゆらがなかった。




　それから、砂原さんはそっと体を離して、正面から僕を見る。

　その目は、ううん、その表情は、そこに立っていたのは、いつもの砂原コトだった。

「……文ふみ野のくん。今度は、私の方からお願いします」

　そして、笑う。百ゆ合りの花のように清せい楚そな笑みを浮うかべる。

「共に穢けがれてくれますか？」

　僕も笑った。全力で笑って答える。

「もちろんだよ！」

　関係ないと思ったんだ。

　砂原さんがどんなに穢れていても、穢れていなくても。

　正しくても、間違っていても。笑っていても、泣いていても。

　例え、『月ウサギの君』だったとしても。

　僕にとっての砂原さんは、今、目の前にいる女の子で、過去も秘密も穢れも、そんなのぜんぶひっくるめて砂原さんなんだ。

　僕らは、どちらからともなく手を繫つなぐ。

　もう、どんな敵にも負ける気がしなかった。

《ハル、よかったな！》

　頭の中に、ヨミちゃんの声が響ひびく。

　きっと、今まで、僕たちのやり取りを邪じや魔ましないように黙だまって聞いててくれたんだろう。

「ヨミさんにも、ご心配をおかけしましたね」

《うん。いつものコトだ、いつものコトだ！》

　そして、砂原さんはゆっくりと、僕が着ている魔ま法ほう少女の服を上から下まで眺ながめてから、いつもの言葉を告げる。

「文野くん、やっぱり君は素敵ですね」

「嬉うれしくないよっ！」

　と、その時。

　背後で、また竜りゆうの吼ほえる声が響いた。

　振ふり向むいて、ドアの隙すき間まから外を覗のぞき見みる。竜りゆう神じんは、僕たちを探すのを諦あきらめて、屋上から飛び立っていた。

《りゅう、いっちゃうな》

「……行き先は、ステージですね。文野くん、急いで追いかけますしょう」

「ちょっと待って、ステージってどういうこと!?」

「あの竜りゆう神じんの力は、完全ではありません。『通りゃんせ』の『隠かくれ謡うた』の帰りはこわいに謡われる本当の力を得るために必要な条件は、まだ達せられていないのです」

　それは、わかっていた。でも、なんでステージにいく必要があるのっ。

　あんなものがお祭りのメイン広場に現れたら、劇どころじゃない。それどころか、大勢の人が巻き込まれてしまうかもだ。

　でも、砂すな原はらさんの言葉は、僕の不安にさらにはっきりと形を与えてくれた。

「あの竜の狙ねらいは、小こ町まちさんだからです」

　時計を見ると、もう木もく造ぞう組ぐみの舞ぶ台たいが始まる時間になっていた。

　いつも前向きで真っ直ぐな幼おさな馴な染じみは、今、たった一人で主演を引き受けてくれているはずだ。

「なんで、小町なの？」

「続きは、あれを追いかけながら話しましょう。といっても、このまま地面を走ってはとても追いつけません」

　砂原さんは、学校の屋上から飛び立った竜神を指差す。

　竜神はゆっくりとしたスピードで広場を目指している。高さは電柱と同じくらい、竜が飛ぶにしては低い位置を、地面を舐なめるようにして進んでいた。

　あの高さで町を下っていかれたら、もう人目につくのは避さけられない。

「もしかして……また『花いちもんめ』の時の作戦？」

「ええ。このまま真っ直ぐ、ステージ広場を目指しましょう」

　確かに、砂原さんの言う通りだった。

　地面を走っても、空を飛ぶ竜には追いつけない。先回りするには、最短で空中を走るしかない。でも、グランドから校舎の屋上に上るのでも怖こわかったんだ。とても、ここからステージまでなんて走れないよっ。

　砂原さんもすぐに気づいてくれたらしい。ひょこっと首を傾かしげて、提案してくれる。

「私の体力も回復してきましたので、これでどうでしょう？」

　するり、背後に右手が、お尻しりの下に左手が回される。

　僕の足が中に浮うく。見上げると、すぐ近くに砂原さんの顔があった。

　気がつくと、僕は、砂原さんに、お姫ひめ様さま抱だっこをされていた。

《なるほどなー、これならいけるな！》

　とヨミちゃんの声が響ひびく。

　あぁ、そっか。これなら、僕は足場を作るのに専念できるし、数も一人分だけですむねっ。って、いやーーーーーーーっ！
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　舞ぶ台たいが始まる時間になっても、ハルとコトちゃんは戻もどってこなかった。

　仕方なく、直前で少しだけ物語の配役をいじった脚きやく本ほんで劇が始まる。

　ハルがやる予定だったお姫ひめ様さまの生まれ代わり役は、急きゆう遽きよ駆かけつけてくれた万ばん里りちゃんがピンチヒッターを引き受けてくれた。家でハルと一いつ緒しよに練習をしていたおかげで、ストーリーの流れはちゃんとわかってるし、ダンスはもちろんバッチリだ。台詞せりふは、舞ぶ台たい袖そででニコル先せん輩ぱいがカンペを出してくれてる。

　魔ま法ほう少女は、とりあえず私一人で登場することになった。

　仲間はいるけど、まだ間に合ってないって設定で、時々「こんなとき、あの子がいてくれればっ！」って感じの台詞をアドリブで混ぜてる。

　始まって、何分くらいたっただろう。

　時間がすすむのが、リハーサルの時よりもずっと遅く感じる。

　十五分くらいかな、もうすぐ山場の、落ち武者軍団との戦せん闘とうシーンが始まる。

　私は今、いったん舞台から引っ込んで、袖で待機中だった。

　特とく撮さつ部ぶの人が作ってくれた、巨きよ大だいトランポリンの傍そばで待機してる。

　ステージでは、万里ちゃんが武たけ一いち隊長率いる落ち武者軍団に囲まれるシーンだ。あぁ、にしても武一のやつ、女の子をいたぶる演技うまいなぁ。闘たたかうとき、ちょっと強めに殴なぐってやろ。

　この後、万里ちゃんが悲鳴を上げたら、危き機き一いつ髪ぱつで私が助けに飛び込んでいって、落ち武者軍団とバトルっていう展開になる。本当は、両りよう袖そでから、私とコトちゃんがトランポリンを使ったハイジャンプで乱入するはずだったんだけどな。このシーン、一人だと映はえないんだよね。

　ちらりと客席を見る。反応は、正直、今イチだった。

　開始直後、私がこの格好で登場したり、落ち武者の軍団が出たときは、それなりに盛り上がった。お笑いのシーンやダンスもそれなりにウケてる。でも、そろそろ限界だった。私たちの衣装やダンスにも慣れてしまって、ちょっと中だるみになりかけていた。

　一番の原因は、やっぱりハルとコトちゃんが出てこないことだ。

　ハルとコトちゃんが目当の人たちもたくさんいるんだ。いつまでたっても二人が出てこないから、だんだんフラストレーションが溜たまってきてるのが、ひしひしと伝わってきてる。

　このまま二人が出ずに舞台が終わったら、不評どころか、暴動が起きるかもしれない。

　唯ゆい一いつずっと盛り上がってるのは、舞台の前の方に陣じん取どってる子供たちと、舞台隅にいる兵ひよう藤どうさんたち率いる不良チームだけ。

「小こ町まちちゃーん」「可愛かわいい、そして、かっこいいーー！」「俺おれも殴なぐってくれー」

　正直、野太い声せい援えんはちょっとキツいけど、でも助けられてる。

　舞ぶ台たい袖そでの反対側をちらりと見ると、次に出番を控ひかえてる吹すい奏そう楽がく部ぶの人たちが出待ちしてるのが見えた。その先頭で、内うち川かわさんが、どうせこうなると思ってたよ、って感じで笑ってる。

　ちくり、と悔くやしい気持ちが胸に刺ささる。

　くそぉ。本当は、こんなハズじゃなかったのにっ。

　舞台が始まる前にも、内川さんと一ひと揉もめあったのを思い出す。

「やっぱり、主演の子はこなかったみたいだね。だから言ったのに。なんなら今からでも代わろうか？　恥はかきたくないだろ？」

　って本番前の私たちに言ってきた。さすがの猫ねこ目め先せん輩ぱいも、うるせぇよ、って悔しそうに言い返しただけだった。

　猫目先輩は、舞台下のスペースで髪かみを振ふり乱みだしながら、全力で演奏している。愚ぐ痴ち一つ言わず、今まで練習してきた全てをぶつけるように。この場にいるお客さんに、できる限りのものを届けたいって願うように。

　うん、あの姿勢は見習わなくちゃ。

　いかなる理由があろうとこの場に無いものは無い。有るものをもっとも上う手まく使えたものだけが勝者となり得る。

　私の尊敬する女性拳けん闘とう家か、猪いの山やま七段が、利き腕を骨折した状態で大会優勝した時のコメントだ。その通り、やるしかないよ。

　でも、ハル、信じてるからね。できるだけ早く戻もどってきてっ！




「きゃぁぁああああああああっ！」




　万ばん里りちゃんの悲鳴が上がった。

　よし、うだうだ考えるのはオシマイっ。私の出番だっ。えっと、台詞せりふ、台詞っ。

「そこまでだっ！　これ以上の悪事は、私たちプリティ・ライムが許さないっ！」

　たち、って言っても、まだ一人だけど。

　トランポリンの反動を利用して、舞台に飛び込む。くるっとターンして、客席側に向けて拳こぶしを突つき出だす。うん、きまった、かな？

「きゃあああぁぁぁぁっ！」

　あれ？　なんでまだ悲鳴？

　ちょっと、万里ちゃん、助けにきたよっ。きたんだよっ。悲鳴もういいよ！。

　って、あれ？

　客席の空気が、なんだか変わっていた。

　盛り上がってるわけでも、白けてるわけでもない。なんだか、別のことに気を取られてるみたいだった。

　万ばん里りちゃんの方を見ると、目を見開いて、空を指差している。

　観客の何人かも、振ふり返かえって空を見ていた。釣つられて視線を向ける。

　遠くの空から、青白い雷でできた竜りゆうが近づいてくるのが見えた。

　え？　なに……あれ？

　横から、武たけ一いちの呟つぶやきが聞こえてきた。

「噓うそだろ……あれ、二年前の嵐の日に見た竜に、そっくりじゃねぇか」

　すぐに、気づいた。

　あんなの『幽かくり神がみ』以外に有り得ない。コトちゃんが戻ってこなかったのは、やっぱり『通りゃんせ』の事件が解決してなかったからなんだ。

　竜は、真っ直ぐにこっちを目指している。

「みんなっ、逃げてっ！」

　慌あわてて、大きな声で客席に叫さけぶ。

　でも、皆の視線が私に集まるだけで、誰だれも逃げようとはしなかった。

　観客の皆は、誰も万里ちゃんや武一みたいに怯おびえてない。どういう仕組みだろうって不思議がってるみたいだった。すぐに、気づく。あの竜も、私たちの劇の演出、旧校舎の魔ま女じよが仕掛けたエキセントリックな仕掛けだと思ってる。

　はやく逃げてっ、もう一度叫ぶけど、誰も逃げようとしない。それどころか、会場から拍はく手しゆが湧わき起おこってきた。違うっ、そんなんじゃないっ。鬼き気き迫せまった演技とかじゃないからっ。

　どうしようっ、このままじゃ、皆、巻き込まれる！

　と、その時だった。




「どいてくださーーーーーーーいっ！」




　空から、声が降ってきた。

　それは、ずっと私が、私たちが待まち焦こがれていた声だった。
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　砂すな原はらさんにお姫ひめ様さま抱だっこをされたまま、空を駆かけていた。

　竜りゆう神じんは、神かみ折おり川がわに沿って移動しているようで、遠巻きに弧こを描くようにしてメイン会場へ向かっている。このまま最短で空を走っていけば、先回りできそうだ。

　できるだけ下を見ないようにして、とにかく、一定距離を開けて、浮うき石いしのように桜の花びらの足場を作り続けた。

　砂すな原はらさんは僕を抱っこしたままなのに、足元がふらつくことはなかった。さっきまでふらふらだったのが噓うそみたい。高いのも気にならないようで、ぴょんぴょんと、地面を走るのと同じスピードで駆かけていく。

「真ん中の二行の歌詞の『隠かくれ謡うた』の解かい釈しやくが、違っていたのですよ」

　ステージへと向かいながら、僕たちが考えた『通りゃんせ』の『隠れ謡』の間違いを教えてくれた。

「〝七つのお祝い〟の七つとは、高校の数ではなく、人の数だったのです。そして、祝いというのは〝祝詞のりと〟のことなのですよ。祝詞とは、神様のご加護をもらうために奉ささげる言葉です。つまり、〝七つのお祝い〟とは〝七人の奉げもの〟という意味です」

「えっと……それって不良狩りは全部で七人いるってこと？」

「はい。私は今日きようまでに四人を祓はらってきました。今け朝さ、小こ町まちさんが祓ってくれたのが一人、さっきの屋上で一人、残っているのは、あの竜神に魂たましいを使われてる方だけです」

　裏うら祭まつりの時に覚えた違和感が、すっと消えていく。

　陸りくくんは、思ってたよりあっけなかった。もし砂原さんが本気で一週間も探してたんなら、祓えない相手のはずないと思ったんだ。

「そして、次が〝お札をおさめる〟という言葉ですね。〝お札をおさめる〟には、武を極めるという意味があるのです。〝おさめる〟は〝修める〟ということですね」

「え？　どうして、そうなるの」

「時代劇などに出てくる道場で、壁かべに門下生の名前を書いた札が並んでいるシーンを見たことありますか？　札の位置は門下生の実力を表し、強くなれば、師し範はん代だい、師範というように札の位置が右へ移動していくのです。そして、免めん許きよ皆かい伝でんとなり、その流派の技を全て極めることを、一部の地域では〝札を修める〟と言うのです。それを、この神かみ折おり町まちに当てはめると、おのずと意味が見えてくるのではないですか」

　僕にも、だんだん意味がわかってきた。

　砂原さんはさっき、あの竜神の狙ねらいは、小町だって言ってた。

「つまり、武を極める、〝お札をおさめる〟とは、最強の称しよう号ごうを得ることを意味するのです。この町には、ピッタリなイベントがあるではないですか」

「それで……不良狩りは、裏祭に出場予定の人たちばっかりを狙ってたんだね。そして、裏祭の優勝者である小町を倒せば、条件は達せられる」

「ご明察です」

《ハル、もうすぐだ。かくごいいかー》

　と、ヨミちゃんの声が響ひびく。

　もうすぐ、メイン会場の上空だった。

　桜の花びらを大量に飛ばして、ステージの上に魔ま法ほうの絨じゆう毯たんを作る。

「では、いきますよ、文ふみ野のくん」

　砂すな原はらさんが、耳元で囁ささやく。

　僕はぎゅっと目を瞑つぶった。砂原さんが最後の足場を蹴ける。絨毯を目め掛がけて落下。次の瞬しゆん間かん、強きよう烈れつな風が下から吹き上がってきた。落ちてるっ。落ちてるっ。まだ落ちてるっ。砂原さんが、大きく息を吸い込むのがわかる。




「どいてくださーーーーーーーいっ！」




　着地の衝しよう撃げきは、ほとんど無かった。

　花びらの絨毯は大きくへこんで衝撃を吸収してくれる。砂原さんがステージの上に降り立つと同時、役目を終えたみたいにはらはらと散っていった。

　目を開けると、ステージの上だった。

　視界いっぱいに、広場を埋うめ尽つくした観客が飛び込んでくる。

　でも、辺りは静まり返っていた。

　ステージの上にいる皆も、観客席も、さっきまで響いていたＢＧＭさえ聞こえない。

　皆、呆ぼう然ぜんと、ステージの上に降り立った僕らを見つめている。

　そして、短い沈ちん黙もくの後──




「すげぇええええええええっ！」

「ハルちゃん、降臨っ！　マジかわいいいいいいいいいいっ！」

「どうやって、どっから落ちてきたの！　さっきの桜、なにっ！」

「砂原さん、やっときてくれたぁっ！　やっぱり綺き麗れいだっ！」




　観客席から、大だい声せい援えんが響いた。

　後ろからも、聞き覚えのある声が聞こえてくる。

「えぇっ、おにいちゃんっ！　なにっ、そのかっこ！　なんでっ！　なんで魔法少女なのっ！　夢なのっ、これ、夢なのっ！　夢ならさめないで私っ、でかした私っ！」

「ハルっ、ど、どどど、どうなってんだよっ！　可愛かわいいすぎるだろっ！　可愛いすぎるにもほどがあるだろっ！　お前、それ、可愛い警察に捕つかまるぞっ！　むしろ俺おれが逮たい捕ほするっ！」

　ステージは、熱ねつ狂きよう的てきなほどに盛り上がっていた。

　ステージの前で飛とび跳はねる子供たち、割れんばかりの喝かつ采さい、途と切ぎれることのないフラッシュ。まるで、会場全体が一つになって揺ゆれてるみたいだった。

　一いつ瞬しゆん遅れて、僕は砂すな原はらさんにお姫ひめ様さま抱だっこされたままだって気づいた。

　慌あわてて飛び降りる。うわぁ、皆にすっごいとこ見られたよ。魔ま法ほう少女姿なのは覚かく悟ごしてたけど、クラスメイトの女の子にお姫様抱っこされてる男子ってどうなの。って、駄だ目めだ、いろいろ考えるのは後っ、今は、先にやらなきゃいけないことがあるっ。

　僕は、勢いよく小こ町まちを振り向いて叫んだ。

「小町っ、みんなっ、砂原さんを連れてきたよっ！」

　小町は、見ればわかるよ、って感じで頷いてから、観客席の方を指差した。

「それより……アレなに？　もしかして、アレが『通りゃんせ』の『幽かくり神がみ』なの？」

　振り向くと、竜りゆう神じんはどんどんこっちに近づいてきていた。

　急に、観客席が静かになった。たぶん、二人の会話を聞こうと皆が歓かん声せいを抑おさえたんだ。

　そこで気づいた。皆、もしかして、僕たちが降ってきたのも、竜りゆうが近づいてくるのも、演出だと思ってる？　まだ、劇は続いてると思ってるんだ。え、ホントにっ!?

「小町さん、詳くわしくお話をしている時間はありません。力を貸してください。一いつ緒しよに、あれを止めましょう」

　砂原さんが、真しん剣けんな声で告げる。それを聞いて、小町は笑みを浮うかべた。

「やっと、そう言ってくれるんだね」

「はい……私、間違っていたことに気づいたんです。誰だれかと一緒なら、喜びは二倍に、悲しみは半分に、昔から歌などでよく使われるフレーズです。それは、穢けがれも同じなのですね」

　砂原さんはそう言いながら、くるりと体の向きを変えて、観客席の方を見る。そして、背中に括くくり付つけていた木造りの日本刀をするりと解いて、腰に構えた。

「小町さん、この町を守るために、大切な人たちを守るために、そして、私の個人的な恨うらみを晴らすために、力を貸してくれますか？」

「当たり前じゃないっ！　コトちゃんは、難しく考えすぎなの。私にはね、今、コトちゃんが言った理由は、ぜーんぶ、もっと簡単で当たり前の一言で片付いちゃうんだっ」

　パチン、と小町が左右のハート形グローブをぶつけて音を鳴らす。

「だって、私たちは友達なんだからっ。友達が困ってたら助ける、それ以上の理由はいらないよっ！」

　砂原さんは、嬉うれしそうに笑う。

　流れるように洗練された動きで、静かに刀を抜ぬきながら告げた。

「小町さん。あなたは本当に、素敵ですね」

　と、そこで会話が一区切り着いたと判断されたんだろう。

　どおおおぉぉぉぉぉっ！　と、客席から怒ど濤とうのような歓声が沸わきあがってくる。最高の演技だった、最高の台詞せりふだった、っていうみたいに。違うからねっ、演技じゃないからねっ。どこまでノリがいい人たちなんだよっ！

　背後から、万ばん里りの大きな声が響ひびく。

「あれが、黒幕ですっ。あれが、あの竜が、落おち武む者しやの亡ぼう霊れいたちを操ってたのっ！」

　え？　えぇ？　黒幕っ？　そんな台詞なかったよね、なに言ってんの？

　妹は完全にスイッチが入って、役になりきっていた。すぐに気づく、舞台の袖で、ニコル先せん輩ぱいが万里に向けてカンペを掲かかげている。ええーーーっ、なにやってるのっ！

「くおおおっ、頭が、割れるっ。頼たのむ、魔ま法ほう少女たちよ……俺おれたちは、あの竜に操られていたのだ。頼む、あれを倒してくれっ！」

　武たけ一いちが、頭を抑おさえて苦しむ演技を始める。それ、のっかるのっ！

　他の落ち武者さんたちも、同じように苦しむ演技を始めた。なんでそんなにアドリブ対応上う手まいんだよっ。

　まさか、ニコル先輩、このまま劇中の演出として全部を片付けるつもりっ!?

　砂すな原はらさんと小こ町まちに近づく。客席には聞こえないように、小さな声で相談する。

「本当に、このまま戦うの？　危険だよ」

「文ふみ野のくん、私はニコルさんの作戦に賛成ですよ。今、皆さんを避ひ難なんさせるには時間がありませんし、パニックが起きると余計に危険かもしれません」

　確かに、その通りかもしれない。竜は、もうステージすぐ傍そばまで来ていた。今から皆を避難させても間に合わない。

「この場所で、あいつを仕留めればいいってことか。やるしか、ないねっ！」

　小町は頷うなずくと、いっきにステージの中央へ駆かけていった。

　そして、拳こぶしを構え、大声で宣言する。

「よーし、任せてみんなっ。いくよ、ドラゴンくんっ。私たちプリティ・ライムが相手だっ！」

　わあああああああああああああああああああっ！

　盛り上がる客席。ビリビリと震ふるえるステージ。

　すっごい人気のあるバンドのコンサートみたい。熱ねつ狂きようってのは、こういうことを言うんだね。

　ケロリン先輩たち裏方班の皆さんが「下がってくださいっ！」「すいません、中央を空けてっ！」といって、ステージのすぐ前の広場にスペースを作ってくれる。ニコル先輩が、指示を出してくれたみたい。

　砂原さんは懐ふところから三枚の護ご符ふを取り出すと、同時に投げた。そして、叫さけぶ。

「啓けい明めいの門もんっ！」

　それは、防護の壁を作る御お札ふだだった。

　札は客席の方に飛んでいって、ケロリン先輩たちが作ってくれたスペースを囲むように半はん透とう明めいの光の杭くいを作り出す。これで、多少の攻こう撃げきなら客先まで被ひ害がいは及およばないはずだ。

　竜りゆうが近づいてきて、ちょうど用意されたスペースにゆっくりと下りる。

　ステージ上に立つ僕たちに向き合うと、大きく口を開けて吼ほえた。

　雷らい鳴めいにも似た咆ほう哮こうが、神かみ折おり町まちに響ひびき渡わたる。

　近くで見ると、ものすごい迫はく力りよくだった。ここに立ってるのが僕一人だったら、きっと腰を抜ぬかしてた。賭かけてもいいよ。

　でも、観客席からは大だい喝かつ采さいが上がる。ねぇ、皆、本当にこれが劇だと思ってるの。高校生ができる演出じゃないよねっ！　どれだけ信じやすいんだよっ！

「小こ町まちさん、あの竜は口から電でん撃げきを吐はきます。どちらか一人が攻こう撃げきを引き付けて、もう一人がダメージを与える、それが最善かと思います」

「うん、わかった。じゃぁ、私は右から、コトちゃんは左ねっ。ハル、任せたよっ！」

　砂すな原はらさんと小町はぴったり息が合っていた。そして、二人声を合わせて叫さけぶ。

「「魔ま法ほう少女プリティ・ライム、推して参りますっ！」」

　同時にステージから飛び降りて、竜に向かって駆かける。

　僕は、二人の動きがよく見えるようにステージの真ん中に立った。御ご幣へいを空に振ふり上あげ、桜の花をいつでも飛ばせるように集中する。なんだか、本当に魔法少女みたい。

《ハル、これ、はじめてのパターンだけど、だいじょうぶか？》

　ヨミちゃんの声が聞こえる。どういうこと？

《ふたりの動きに合わせるの、むずかしいぞ》

　確かに、言われたらその通りだった。これまでは、砂原さんか小町か、どっちかだけだった。

「でも、やるしかないよっ！」

《その意気だな、やるしかないもんな！》

　竜りゆう神じんが最初に狙ねらいを定めたのは、小町だった。口を開け、雷を放つ。青白い光が幾いく筋すじにもなって武ぶ闘とう派は魔法少女に向かう。

　御幣を振り下ろした。桜の花びらを飛ばして、小町の前に盾たてを展開する。

　桜の盾は、電撃を全て受け止めた。

《ハル、あんしんしてるばあいじゃない！》

　はっとする。

　完全に、砂原さんから視線を外していた。

　作戦通り、砂原さんは僕を信じて、竜に飛び掛っている。

　花びらを飛ばすけど、間に合わない。刃は竜の尻尾しつぽに受け止められる。鈍にび色いろの刃は傷一つ与えず、砂原さんは反対に吹き飛ばされた。

「砂原さんっ！」

　思わず叫ぶ。でも、砂原さんは空中で体を捻ひねり、十分に衝しよう撃げきを殺して、膝ひざを大きく曲げて着地する。問題ないです、という視線を、ちらっと僕に向ける。

《うーん、コトの刀だけじゃきかないみたいだなー》

　と、ヨミちゃんが冷静な分ぶん析せきを教えてくれる。桜を纏まとった状態じゃないとダメージは与えられないみたい。

　砂すな原はらさんは上う手まく防いでくれたからよかったけど、もしカウンターでも食らってたらと思ったらぞっとする。やっぱり、二人同時にサポートするのは難しいよっ。せめて、攻こう撃げきする時の合図でもあればいいのにっ。

　と、その時だった。

　爆ばく音おんが響ひびき渡わたった。

　止まっていた音楽が復活する。

　ＢＧＭＣの人たちが演奏を再開していた。猫ねこ目め先せん輩ぱいがちらりと僕の方を見て頷うなずく。その傍わきにはニコル先輩がいた。どうやら、また部長が指示を出してくれたらしい。

　曲は、落おち武む者しや戦に使う予定だった、戦せん闘とうの音楽だ。

　すぐに、意図がわかる。僕がいちばん苦手で、万ばん里りにずっと特訓を受けていた曲。この曲には二パターンの盛り上がるフレーズがあって、それぞれのタイミングで砂原さんと小こ町まちが攻撃することになってる。

　同じことに気づいたらしい。砂原さんと小町が、ちらっと僕の方を見て頷いてくれた。

　よし、これならいけるっ！

　意識を集中する。

　まずは、防ぼう御ぎよだ。

　今度は、竜りゆう神じんは砂原さんに向けて電でん撃げきを吐はいた。壁かべを作って受け止める。

　そして、猫目先輩のギターから小町の攻撃フレーズが流れる。

　小町は踊おどっていた。多分、ずっと練習してたから体が覚えてるんだろう。僕も、この部分の小町の動きは大好きだった。

　バックに飛んで、腕をクロス、そして、体を捻ひねりながら敵の方に飛んで──

　小町がこだわりぬいた、ダンスの中に空手の動きを取り入たステップだ。

　リズムにのった、跳び蹴り。シューズの甲こうに、巨きよ大だいなブーツみたいに桜の花びらを纏わせる。アイスホッケーのゴールキーパーみたいに膨ふくらんだ薄うす紅べに色いろのキックが、竜りゆうのお腹にめり込んだ。

　小町の蹴りは、竜神のお腹を大きく抉えぐる。

　青白い電撃で構成されてた竜の体に、アニメに出てくるネズミに齧かじられたチーズみたいにぽっかりと穴が開く。

　竜は耐たまらず咆ほう哮こうを上げるけど、まだこれくらいじゃ倒れない。

《でも、きいてるなっ！》

　頭の中、ヨミちゃんの元気いっぱいな声が響ひびく。うん、そうみたいだっ。

　苦しそうに体を捻り、竜は小町の方を向く。でも、曲はもう砂原さんが攻撃するフレーズだった。練習通り、ドラムの人が思い切り連打するところに合わせて、砂すな原はらさんが跳とぶ。

　背後から駆け抜け様に刃を薙なぐ。刃先には桜の花びらが螺ら旋せん状じように渦うず巻まいている。

　雷らい鳴めいのような咆ほう哮こうが上がる。

　竜りゆうの背中が、ざっくりと裂さける。ショートした機械みたいに、傷口からは激しい放電が起きていた。

　たまらず、空に逃げようとするけど、予想済みだ。

　桜の花びらでできた階段を駆かけ上のぼり、小こ町まちが跳んでいた。跳び上がろうとした竜のツンって突き出てる鼻先に、踵かかと落おとしが炸さく裂れつする。竜りゆう神じんは、そのまま地面に叩たたきつけられた。

　うわぁ、竜の気持ちなんか知らないけど、あの鼻のところは痛そう。竜に踵落としを食らわせる女子高生なんて、初めてだよっ。

「小町ちゃーんっ！」「素敵すぎるー！」「俺おれも踏ふんでー！」

　最高潮に盛り上がる兵ひよう藤どうさん率いる不良チーム。小町、ほんと、不良さんたちのアイドルになってるね。

「ハルっ、危ないっ！」

　武たけ一いちの声が響ひびいた。

　竜神が僕の方を向いて、口を開けていた。

　どうやら、僕が桜の花びらを操ってるってことに気づいたらしい。ステージに向かって電でん撃げきを放ってくる。二人に桜の花びらを投げてばかりだったので、自分を守ることなんて考えてなかった。花びらを展開させようとするけど、間に合わないっ。

　閃せん光こうが、走る。

　その時、目の前に、影かげが過よぎった。

　武一が身を投げるようにして、僕と竜の間に飛び込む。

「た、武一っ！」

　親友はくぐもった悲鳴を上げると、僕の代わりに電撃を受けて、そのまま横に倒れた。

　駆け寄ろうとするけど、横から伸びてきた手が遮さえぎる。

「待つんだ、文ふみ野の君。よくわからないが、君の能力が彼女たちを守る命いのち綱づななのだろう！　彼のことは俺たちに任せてくれたまえ！」

　同じく落ち武者の格好に身を包んだ、レッド先せん輩ぱいが言ってくれる。その声は、相変わらず正義の味方っぽい。こんな毅き然ぜんとした落おち武む者しやなんて、すっごい違和感だ。

「で、でも、武一がっ」

「……ハル……俺のことは、いい。お前のために、犠ぎ牲せいになれるなら、本望だ」

　武一はうっすらと目を開けて、苦しそうに言ってくる。

「武一、喋しやべらないでっ」

「お前に、怪け我ががなくて、よか……った。くそ、にしても、お前、なんてとこに立って……このアングル、ヤバ、い、だろ。がふっ」

　武たけ一いちは鼻から信じられないくらい大量の血を噴ふき出だして、がく、と倒れる。

「たけいちーーーっ！」

「落ち着くんだ、文ふみ野の君。俺おれたちの作った落ち武者の鎧よろいはゴム製だ、電気は通さない。彼は、ただ、君のスカートの下がちらっと見えそうになったのに興こう奮ふんして気を失っただけだ」

　……えーーっ！　なにそれっ！　まぎらわしいことしないでよっ！

　でも、落ち武者の鎧、ラバー製にして大正解ですねっ。ナイスだよ特とく撮さつ部ぶっ！

　そして、レッド先せん輩ぱいは言ってくれる。

「文野君。君に飛んできた攻こう撃げきは、全て、俺たちが盾たてになって受け止める。君は、彼女たちのサポートに専念してくれ」

　次いで、同じく落ち武者軍団をやっている無敵クラブの人たちも、僕を守るみたいに周りを囲んでくれる。その先頭に立っていた人を見上げて、思わずびっくりして声を上げた。

「丹たん波ばさんっ、来てくれたんですね！」

　そこに立っていたのは、落ち武者の鎧を着た丹波さんだった。骨折した腕には包帯が巻かれてるけど、他はもうすっかり元気そうだった。

「俺たちも……命がけでハルたんを守るから、心配、するな」

　ありがとうございますっ！　でも、たんってなんですか？

　皆のことを信じて、すぐに砂すな原はらさんと小こ町まちに集中を戻もどす。

　二人のチームワークは完かん璧ぺきだった。竜の攻撃をどちらかが引き付け、反対側が反はん撃げきする。交こう互ごに、絶え間なく繰り出される攻撃は、確実に竜りゆう神じんの力を削けずっていた。観客たちも、二人の攻撃が決まるたびに大きな歓声を上げてくれる。

　竜神はあちこちに穴が開き、斬きられて放電した状態になってた。

　もう少しで、倒せる。

　と、思った時だった。

　急に、竜神の様子がおかしくなる。体をぎゅっと縮めると、バリバリと音を立てて勢いよく放電を始める。なにか、するつもりだ。砂原さんと小町も、警けい戒かいして距離を取る。

　頭の中で、ヨミちゃんの声が響ひびく。

《おや？　りゅうじんのようすが……》

　有名なゲーム風にいわなくていいよっ。変化はわかってるからっ。

《あのな、こうげきをかえるつもりだ》

　え、どういうこと？

　って聞くまでもなかった。竜の首が、爆ばく発はつする。いや、爆発じゃない。いっきに膨ふくらんで、何かが飛び出してきた。

　それは、新しい首だった。

　いままで電でん撃げきを吐はいていた大きな首が弾はじけて、代わりに、八本の一回り小さな首が伸のびてくる。水竜は、首が八又に分かれたヤマタノオロチみたいになっていた。

　なに、あれっ。なにあれっ！

　とりあえず、砂すな原はらさんと小こ町まちに、同時に桜の花びらを飛ばす。

　八又の竜りゆうは、空を仰あおいで一ひと吼なきすると、いっせいに二人に襲おそい掛かかる。それぞれ四本ずつ、二人は数の多さに苦戦しはじめる。

「うそ……今まで、本気じゃなかったってこと」

《ちがうなー。あれは、奥おくの手だ。向こうもぎりぎりみたいだな。そのしょうこに、もうビリビリがうてなくなってる》

「あ、ほんとだ」

　竜りゆう神じんは嚙かみ付つき攻こう撃げきを仕掛けるばかりで、さっきまで僕らを困らせていた電撃は吐かなくなっていた。

　桜の花びらを飛ばして、二人をガードする。でも、四方から絶え間なく襲ってくる竜の牙きばは、避よけるだけで精一杯だった。

　ＢＧＭＣの猫ねこ目め先せん輩ぱいたちの音楽が止む。ちらっと見ると、ニコル先輩が音楽をストップさせていた。

　それが合図だったみたいに、小町と砂原さんがステージの上に駆かけ戻もどってくる。

「ハルっ、だめだ。あれだけ相手がいちゃ、反はん撃げきする暇ひまがないや」

　二人ともかなり疲ひ労ろうしてるらしく、肩で息をしていた。

　竜の方は、二人が下がったのを追い立てる素そ振ぶりもなく、広場の真ん中に鎮ちん座ざしている。まるで、財宝を守る門番みたいだ。

「攻せめるのをやめて、守りに入ったみたいですね。雷攻撃よりやっかいですよ。時間をかけると、囚とらわれている魂たましいの負荷も大きくなりますし」

「お兄ちゃんっ、真ん中の首だって！」

　舞ぶ台たい袖そでから声がする。

　振り向くと、万ばん里りと、万里に支えられるようにして陸りくくんが立っていた。

　万里の肩を借りながら、陸くんが近づいてくる。

「僕も、少し前まで『通りゃんせ』に使われていたので、わかるんです。『幽かくり神がみ』の声、聞こえるんです……最後の不良狩りの魂たましいは、真ん中の首の中に囚われてる。あれを潰つぶすことができれば、祓はらうことができます」

　陸くんは少し震ふるえる声で、竜の首の中の一本を指差す。

　パチン、と小町が左右のグローブを合わせる。

「いいアドバイスありがと、陸。私のパンチで、ちゃんと目が覚めたみたいだねっ」

　陸くんは少しだけ笑って、それから頷うなずいた。横で、万里がぎゅっと手を握にぎってる。

「はい、小こ町まちさん。僕、ずっと戦う相手を間違ってたって気づいたんです。僕が本当に戦わなきゃいけないのは不良の人たちなんかじゃなくて、お兄さんだった」

　と、僕の方を見つめてくる。ドサクサに紛まぎれて、なに言ってるのっ。

「でも困りましたね。ビリビリがなくなった今なら、隙さえあれば一点を狙ねらい済すました攻こう撃げきも可能ですが……それにしても、あの八本の首がやっかいです」

「うん、一いつ瞬しゆんでもあいつらの動きを止められればいいんだけどな」

　その時、背後から声がする。

「ついに、我わが輩はいたちの出番のようだな！」

　振り向くと、放課後化学部のドラ子さんが立っていた。右手を大げさに広げて、左手にはなんだか怪あやしげな、六方星の描かれた分厚い本を持っている。

　あんまり、期待せずに聞いてみる。

「……なにか、案があるんですか？」

「私たちがカラメルに硝しよう酸さんカリウムと炭酸水素ナトリウムをじっくりコトコト煮に込こんで作った意地悪な魔女ヴイキツドウイツチの白い吐息ヴイキツドウイツチをお見み舞まいしてやろう」

　……なんですか、それ。って思ったけど、僕が聞くより先に、砂原さんが、ぽん、と指先で手を叩たたく。

「それ、発はつ煙えん筒とうの原料ですね。目くらましですか、いけるかもしれません」

　え、そうなのっ。なんだかんだいって、ちゃんと化学やってたんですね。

　ドラ子さんはそれを聞くと、ククク、と喉のどを鳴らすように不気味に笑う。

「ほう、魔ま術じゆつの心得がある者もいるようだな。では、見せてやろう、我が奥おう義ぎをな。さぁ、我が眷けん属ぞくたちよ、魔ま導どう砲ほうの準備だ」

　バサリ、とマントをはためかせて合図する。

　彼女の後ろで、化学部の後こう輩はいたちがシュコシュコと魔導砲の準備を始めた。

　シュコシュコっていうのは、自転車の空気入れを必死で押してる音だ。空気入れのホースはすぐ足元に置かれているプラスチックで出来た台座に繫つながっていた。台座の上には、なにやら得体の知れない液体が詰つまったペットボトルが並んでいる。

　それ、あれだよね。理科の実験とかでたまに見る、ペットボトルロケットだよね。

「さぁ、文ふみ野の君、客席に向かってそのステッキを翳かざしたまえ」

「え、あ、はい」

　言われるまま、御ご幣へいを観客席に向ける。

「魔導砲、発射だ！」

　ばしゅっ、と空気が弾はじけるような音がして、ペットボトルロケットが飛ぶ。

　ロケットはひゅるひゅると竜りゆう神じんのところまで飛んでいき、見事に弾けた。

　大量の白煙が吹き出て、一瞬にして竜神を覆おおう。視界が急に奪うばわれて混乱したのか、八つ首の竜は甲かん高だかい悲鳴を上げた。

　うわ、すごい量の煙けむりっ。すごいよ、化学部の皆さんっ。でも、これ、舞ぶ台たいで使うつもりだったんですか、やりすぎだっ！

　観客席からは、僕が魔ま法ほうを使ったみたいに見えたらしい。大だい歓かん声せいが上がる。

　皆さん、ノリよすぎっ！

　ＢＧＭが復活する。今度は、劇の最後に流す予定だったクライマックスの曲。盛り上げどころってことだね。

「さぁ、今がチャンスだ。この長く苦しい戦いに終止符を！」

　と、叫んだのはレッド先輩。他の皆さんも応おう援えんしてくれる。

「我が魔ま導どうの効果が切れる前に、竜の首をかき切るのだ！」

「お兄ちゃん、皆さん、お願いっ！」

「……ハル……ナイス、アングル、ごがふっ」

「ふみのん、こまちん、コトちゃん、クライマックスだよ」

　武たけ一いちの寝ね言ごとも混ざってたけど、とにかく、皆の声が僕らの背中を押してくれる。

《でも、こっちも見えないなー》

　と、頭の中でヨミちゃんの声がする。あ、そっか。確かに隙すきは出来たけど、砂すな原はらさんや小こ町まちも、あの煙の中がどうなってるのか見えないじゃんっ。

「ハルっ、私が小学校の文集に書いてた夢、覚えてる？」

　と、小町がいきなりそんなことを言ってくる。

　もちろん、あんなインパクトのある夢、忘れるわけない。そして、小町が言おうとしてることに気づく。

「夢、叶かなえさせてよ」

　うん、わかった。僕は頷うなずく。

　ヨミちゃんに頭の中で作戦を伝えると、なるほどなー、と答えてくれた。そして、元気いっぱいに叫ぶ。

《どらごんばすたーだ！》

　よくわかんないけど、言いたかっただけだよね。

　小町が駆かけ出だす。ステージから飛び降り、一直線に竜りゆう神じんに向かっていく。

　僕は、その右拳に、ありったけの桜の花びらを投げた。

　煙の中に飛び込み、そして、思い切り拳こぶしを叩たたきつける。

　敵が見えてないのは、関係なかった。小町が打ったのは、地面だった。小町が小学校の卒業文集に書いた未来の夢──いつか拳で地面を割りたい──たぶん、当時やってた漫画かなにかの影えい響きようだったんだよね。

　まさか、実現する日がくるなんて、誰だれも思ってなかった。

　轟ごう音おんが響ひびく。

　地面が割れ、罅ひびは竜りゆう神じんの方に向かっていく。

　白煙の中から、悲鳴のような咆ほう哮こうが上がった。

　そして、何か巨きよ大だいなものが倒れる音がする。

　風に流され、煙けむりが晴れていく。

　そこには、地割れに巻き込まれ、バランスを崩くずし、ぐったりと巨きよ体たいを横たえたヤマタノオロチがいた。竜神はなんとか顔を持ち上げ、小こ町まちの方を見る。

　けど、小町は逃げも隠かくれもせず、拳こぶしを空に突き上げた。

　竜神に向けたものじゃない、客席の視線を誘ゆう導どうするためだ。

　そこには、少女が舞っていた。

　普ふ通つうのジャンプじゃ、ありえない高さ。そっか、特とく撮さつ部ぶのトランポリンを使ったんだ。




　空を舞まう、鮮あざやかな赤と白の巫み女こ服ふく。

　風に棚たな引びく長い黒くろ髪かみ。

　空中で体を捻ひねり、鈍にび色いろの刃を天高く掲かかげる。
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　小町が叫さけんだ。

「コトちゃん、いっけーーーぇっ！」




　桜が、彼女の体を包む。

　刃が、花びらを纏まとい、薄うす紅べに色いろに染まる。




　小こ町まちの声を真ま似ねるように、広場の全員が叫さけぶ。

　いっけええええええぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇっ！




　そして、彼女の刃が、想いが、全てを乗せた一いち撃げきが、

　八本の首のうち、真ん中の一本を貫つらぬいた。




　刹せつ那な、竜りゆうの体が弾はじけた。

　眩まばゆい光を放ち、無数の蛍ほたる火びに変わり、

　そのまま空気に溶とけるように、消えていった。

　砂すな原はらさんが、静かに地面に着地する。

　と、同時、

　割れるような歓かん声せいが辺りを包んだ。

　皆が、笑って、泣いて、飛とび跳はねていた。それは間違いなく、今日きよう一番の、ううん、僕が知ってる長なが月つき祭まつりのステージの中で一番の盛り上がりだった。

　ステージから飛び降りて、砂原さんに駆け寄る。

　砂原さんは、消えていく蛍火を見上げていた。それは、穢けがれが祓はらわれたような、すっきりした表情に見えたんだ。

「砂原さんっ、だいじょうぶ!?」

　僕が駆け寄ると、砂原さんは振ふり向むいて、そして、笑ってくれた。それは、百ゆ合りの花のように清せい楚そな、いつもの砂原さんの笑みだった。

「不思議ですね。私は恨うらみ辛つらみを刃に乗せて、眼を暗き闇やみを染め、穢れを纏い闘たたかうつもりでした。なのに、今、こうして想いを果たす時になってみたら」

　そっと、右手を胸に当てる。

「胸を満たすのは、眩い希望ばかりです」

「コトちゃんっ！」

　横から、武ぶ闘とう派は魔ま法ほう少女が飛びついてきた。

　右手で砂原さんを、左手で僕を抱きかかえると、そのまま一いつ緒しよに、倒れ込むようにして地面に転がる。

「……ご心配をおかけしました。小町さん」

「次、こんなことしたら、今度は怒おこるからねっ！」

　二人はそう言って、ずっと昔から親友だったみたいに笑い合った。

　あれ……砂すな原はらさんと小こ町まちって、こんなに仲よかったっけ？

　ちょこちょこと小さい影かげが近づいてくる。地面に転がる僕たち三人を、ニコル先せん輩ぱいが見下ろしていた。

「なにしてるのさ。早く、ステージに上がって。時間、押してるよ。まだ幕は下りてないから」

　え？　あ、そうだった！

　振り向くと、ステージの上には他のキャストが並んでいた。

　劇の後のお約束、最後の挨あい拶さつがまだだった。

　僕ら三人も、慌あわてて立ち上がり、ステージに駆けて行く。

　並んでいた落おち武む者しや軍団が、僕らのために真ん中を開けてくれる。

　僕たちはステージに上ってから、振ふり返かえった。

　そこから見た光景に、思わず息を吞のむ。

　広場にいた観客の皆さんが、一人残らず立ち上がっていた。歓かん声せいを上げ、手を振ってくれる。

　涙なみだが、あふれてきた。

　予定してたのとはずいぶん変わっちゃったけど、これまでダンスや劇の練習をしてきた日々が浮うかんでくる。

　僕たちは手を繫つないで、繫いだ手を掲かかげた。

　舞ぶ台たい袖そでで、次の出番待ちをしていた吹すい奏そう楽がく部ぶの内うち川かわさんが、

「……こんな盛り上がった後で、どうやって出て行けばいいんだよ」

　と頭を抱かかえているのが見えた。その後ろでは、フルートの似合いそうな先輩二人が、僕らに向けて涙を浮かべながら、「最高だったよ」とピースサインをしてくれてる。

　演出のニコル先輩が、ありがとうございましたー、と言って、ぺこっと礼をする。僕らもそれに合わせてお礼をした。

　この後、クラスの皆や近所の人たちになんて言われるのかわからないけど、とにかく、今が最高だったからなんでもいいやって思ったんだ。

　しばらく、拍はく手しゆと歓声は鳴り止まなかった。













アウトロ　歌は今も昔もこれからも、ずっと続いていくものだから







　祭まつり囃ばや子しが、遠く聞こえてくる。

　ステージが終わり、広場では川かわ南みなみの人たちの演奏が行われている。太たい鼓こや横笛を使った音色は僕らの高校のパフォーマンスとちがって、優しく町を包み込んでいくみたいだった。

　きっと、ずっと昔から受うけ継つがれてきた曲で楽器で音色だから、なによりもこの町に馴な染じむんだろう。年季が違う、ってやつだね。

　ゆっくりと陽が沈しずみはじめ、長い一日を締しめくくろうとしている。

　僕は、砂すな原はらさんと並んで河原に座って、遠くから祭囃子の演奏を眺ながめていた。

　一つだけ、聞いておきたいことがあったのを思い出す。

「僕、小さいころに、この川で溺おぼれそうになったことがあるんだ。その時にね、女の子に助けてもらったんだ。僕は、その子のことを『月ウサギの君』って呼んでたんだけど」

　砂原さんは、僕の方を見ようとしなかった。でも、静かに、笑っていた。

　これまで、何度もそう思った。でも、聞けなかった言葉。

「ねぇ、砂原さん。もしかしたら、君が、あの時の『月ウサギの君』なの？」

　少しの間を置いて、砂原さんは、ひょこっと首を傾かしげてから答えてくれる。

「さぁ、どうでしょうか」

「……ちゃんと、答えてよ」

「文ふみ野のくん。それを聞いたら、君の中でなにかが変わりますか？」

「ううん、何も変わらない。僕は、気づいたんだ。ずっと、あの日のことを思い続けてきた。『月ウサギの君』のことを考え続けてきた。でもね、それはもう思い出になっていて、憧あこがれや感謝になっていて、いつの間にか、恋じゃなくなってたんだ」

　目を瞑つぶれば、あの日の桜の風景を、あの日の歌声を思い出せる。

　でも、胸にこみ上げるのは、懐なつかしい気持ちだ。胸は温かくなるだけで、ドキドキはしない。

「ただ、もしそうなら、ありがとうって言いたい。それだけ」

　また少しの間を置いて、砂原さんは、今度はちゃんと、僕の方を振り向いて答えてくれた。

「さぁ、どうでしょうね」

　でも、聞こえてきた言葉は、最初と同じだった。

　はぐらかされたというより、こう言われた気がした。ありがとう、を言ってもらう必要はないのです、と。それなら、それで、いいやって思ったんだ。

　どちらにしろ、もう、大したことじゃないんだから。

　人の気持ちも、思い出も、穢けがれも、歌と同じだと思う。姿や形が変わることも、時には意味そのものを変えられてしまうことさえあるけれど。それでも、過去から未来へとずっと受け継がれていくものなんだ。だから、こんなにも素敵で、守り続ける意味がある。

「あ、こんなところにいたっ。もう皆、集まってるよ」

　広場の方から、小こ町まちの声がした。どうやら、僕たちのことを探してたみたいだ。







「えー、では、ステージ部門優勝を祝しまして」

　木もく造ぞう組ぐみの皆は、屋台でそれぞれ思い思いの食べ物を買ってから、河原に集まっていた。

　全てのクラブの出し物が終わった後で、各部門での優勝者が発表された。ステージ部門では木造組の劇・魔ま法ほう少女プリティ・ライムは、ダントツトップだった。

　これは祝勝会もかねた打ち上げ。木造組の皆が輪になって座っていて、中央ではケロリン先せん輩ぱいが音頭をとっている。出会った時と同じカエルスーツだった。

「じゃぁ、カンパーイっ！　だケロ」

　全員のかんぱーいがそれに重なる。

　そして、ワイワイと賑にぎやかな座談会になった。

　ちなみに、竜りゆう神じんや桜の花びらは、ほんとうにぜんぶ演出だったと思われたらしい。どれだけ信じやすい人たちなんだ、って呆あきれちゃうけど、これもニコル先輩の旧校舎の魔ま女じよの名前と、木造組の人たちが散々やらかしたデモンストレーションのおかげなんだよね。つまり、こう思われたんだ。あいつらなら、何やってもおかしくない。

　学校の校舎の屋上で倒れていた不良狩りの二人も無事だった。舞ぶ台たいが終わった後、急いで様子を見に行ったけど、大した怪け我がもなく、ちゃんと意識を取とり戻もどしていた。

　話を聞くと、陸りくくんも他の人たちも、全員、『隠かくれ謡うた』を手に入れた経けい緯いは同じだった。

　市街のゲームセンターで遊んでいたら、知らない男に声を掛けられたらしい。

「誰だれなんだろうね、『隠れ謡』を広めた犯人って」

　僕の横に座っていた砂すな原はらさんが、ベビーカステラをぷにぷにと凹へこませながら教えてくれる。

「何者かはわかりませんが、父から聞いたことがあります。大昔に、私たちがこの世界から追い出した神様たちを、世界に呼び戻そうとしている集団があると。きっと、二年前の事件も、今回のことも、その集団が仕組んだことだと思います。神様を呼び出す謡うたというのは、それほど多くありませんからね」

「そう……なんだ。もしかしたら『赤あかい靴くつ』の犯人も同じだったのかな」

「ねぇ、二人とも、その話さ、今はちょっとやめない。せっかくのお祭りなんだしさ。それに、また事件が起こったら、こうやって力を合わせて解決すればいいだけじゃん」

　と、横から小町がいつもの前向きな言葉を続けてくれる。正直、大賛成だった。

「うん、そうだね。悩なやんでも、なにかわかるわけじゃないしね」

　小こ町まちの言う通り、とりあえず今は打ち上げを楽しむことにして、屋台で買ってきたたこ焼きをぱくっと食べる。うわ、おいしいよっ。中がふわふわだっ。

　と、輪の反対側から、他の人たちの話し声が聞こえてくる。

「まったく、一時はどうなることかと思ったぜ。ハルちゃんが魔ま法ほう少女になっちまうし、竜りゆうまで出てくるし、予定と全然違うだろ」

「コトちゃんなしで、とりあえず始めるって聞いた時は、焦あせったよねー」

「で、空から降ってくるんだもんな。ニコルも、先に教えといてくれりゃいいのに。まぁ、面白かったけどよ」

　と、横で砂すな原はらさんが震ふるえてるのに気づいた。やっぱり、色々と迷めい惑わくをかけちゃったこと気にしてるんだろう。

　砂原さんは勢いよく立ち上がって、声を張り上げる。

「あの……皆さん、この度は申し訳ありませんでした。本当に、ご迷惑を、おかけしました！」

　打ち上げをしてた皆が静まり返る。

　でも、それは、砂原さんのことを怒おこってるからとか、そういうんじゃなかった。

　皆揃そろって、わけがわからないって感じで、キョトンとしていた。

　代表して、猫ねこ目め先せん輩ぱいが聞いてくる。

「なんで、謝ってんだ？」

　え？　僕と砂原さんは顔を合わせる。だって、なんでキョトンとされてるのかの方が、僕らにはわからなかったから。

　ニコル先輩が、相変わらず眠ねむたそうな声で説明してくれた。

「ボクたちは木もく造ぞう組ぐみだよ。予定通りいかないことなんて、予定通りだよ」

　レッド先輩やドラ子さんも、頷うなずいて付け足してくれる。

「普ふ通つうにやっても面白くないじゃないか。練習はちゃんとするけれど、練習通りではつまらない。それが俺たちの共通認識だ。うん、今年の長なが月つき祭まつりは最高だったよ」

「色々叫さけんでいたのは設定であろう。そんなもの、わざわざ言わずともわかっている。まぁ、我わが輩はいがブラッドヴァニスの真祖であるというのは設定ではないがな」

　なんだか、誰だれもなにも気にしてなかったらしい。

　リハーサルの時は怒ってた猫目先輩も、内うち川かわさんに勝かち誇ほこれたのがよっぽど嬉うれしかったようで、まったく気にしてなかった。

「コトちゃん、よかったね。あれ、泣いてるの？」

「な、泣いてなんかいませんよっ」

「うそだーって、スキありっ。ベビカスいっこもーらい」

「ひゃわんっ、やりましたねー」

　と、楽しそうにイチャイチャと小町と砂原さんが絡からみ始はじめる。

　なんだか微笑ほほえましい光景だけど、あれ？　なんだろ、なんか置いてけぼりにされたみたいで寂さみしい気がするよ。

「あのさ……二人って、こんなに仲よかったっけ？　なにかあったの？」

　二人は、せーの、って合わせたみたいにまったく同じタイミングで振ふり向むく。

「へっへー。仲良しになったの。ねー、コトちゃん」

「女の子に秘密はつきものですよ、文ふみ野のくん」

　なにそれっ。僕にも教えてよっ。あの日、歌うた祓はらい神じん社じやで二人で話してたのが怪あやしいけど……やっぱり、こっそり聞くべきだった。

「とりうまいなー。やっぱり、おまつりといえばとりだなー」

　ヨミちゃんが、誰だれかにもらったのか、唐から揚あげが串くし刺ざしになった棒を持って近づいてくる。お祭りで唐揚げのイメージ、あんまりないけどね。桜の妖よう精せいが肉食なイメージもないけど。

「あしたもまつりでいいのになー」

「わかってないね、ヨミちゃんは。年に一回だけだから、盛り上がるんだよ」

「えー、そっか。ハルのまほうしょうじょも、しばらくみれないなー」

「来年もやるみたいに言わないでよっ！」

　と、すぐ後ろで、誰かがため息をつくのが聞こえた。

　今回、大だい活かつ躍やくのはずのニコル先せん輩ぱいが、リンゴ飴あめを片手に落ち込んでいた。

「部長、元気ないですね。どうしたんですか」

「……ふみのん、賞金の部費の追加支給だけど、全部のクラブで山分けだったんだ」

　それは、普ふ通つう、そうなんじゃないですか、と思ったけど口に出さなかった。ニコル先輩が、すっごい落ち込んでたから。

「たった三千円だよ。これじゃ、クーラーも冷蔵庫も買えないよ」

「あぁ、それは確かに、何も買えないですね」

　と、その時。




「あ、あすたあああああああーーーーーーっ！」




　打ち上げの輪の外から、大きな悲鳴が上がる。

　どうやら、武たけ一いちが気がついたらしい。気絶していたせいで、ただ一人、まだ落おち武む者しや姿のまま寝ねかされてたんだ。親友が慌あわてた様子で駆かけ寄よってくる。

「ハルっ！　いったいどうなって……お？　なんで制服なんだ。あれ、なんで、みんな、普通の格好に？　俺おれの魔ま法ほう少女はどこにいった？」

　この状じよう況きようを見ればだいたい分かりそうなもんだけど。あと、武一の魔法少女なんか、最初からどこにもいないからね。

　僕は、やんわりと教えてあげる。

「武たけ一いち、もうとっくに劇は終わったよ」

「なぁ、にいいいいぃぃぃぃぃっ！　まだ、しっかり網もう膜まくに焼き付けてないのにっ！　終わっただとおおおおおおおぉぉぉっ！」

「うるさいよ、武一」

「絶望だ。あぁ、俺おれはなんて愚おろかなんだ、なんで気絶なんかしたんだっ！　あぁ、頼たのむ、ハル、もういっかいあの服を着てくれないかっ！」

「まかせむぐっ」

　横で元気いっぱいに、こぶちを振ふり上あげようとしたヨミちゃんを押さえつけて叫さけぶ。

「やらないよっ！」

「ん、その手が、あった」

　すくっと、さっきまで落ち込んでいたニコル先せん輩ぱいが立ち上がる。

「え……どうしたんですか、いきなり？」

「たけちー、魔ま法ほう少女ハル子ちゃんの素敵な写真があったら買うかい？」

「買わらいでかっ！」

「もし写真を販売したらさ、たけちー以外にも買ってくれる子いるかな？」

「間違いなく、問い合わせが殺さつ到とうすると思います！　ファンクラブナンバー３の俺が言うんだから、間違いないっす！」

　ニコル先輩が、不気味に笑った。それは、なにか悪いことを企たくらんでるみたいな笑みだった。

「部長……なにを考えてるんですか？」

　旧校舎の魔ま女じよは、ポケットからコンパクトなデジカメを取り出す。

　なっ、まさかっ！　いつの間に隠かくし撮どりなんかしてたんですかっ！

「これを売って儲もうければ、ボクらの部室にもクーラーが買えるよ」

「そうは、させないっ！」

　思い切り、ウサギみたいにジャンプして、ニコル先輩の手からデジカメを奪だつ取しゆする。

　急いで中の写真を確認すると、僕だけじゃない、小こ町まちや砂すな原はらさんまであられもないアングルの写真が保存されていた。

　うわぁ、危ない。小町にいたっては着き替がえるとこまで撮られてるよ。砂原さんの写真は、僕もちょっと欲しいな。って、だめ。もったいないけど、こんなの残してちゃだめだっ。

　削さく除じよ、削除、削除っ。

「あまいよ、ふみのん。すでにバックアップは取ってある」

「なにをぉ！」

　振ふり向むくと、ニコル先輩の手にはメモリーカードがあった。

　と、そこで背後から別の声が掛かる。

「ニコル、それ考えてたのはお前だけじゃねぇぜっ！」

　猫ねこ目め先せん輩ぱいが、すでにプリントアウトされた僕の写真を何枚も持って自じ慢まんげに見せてくる。

　さらに、各部の皆さんがその後に続く。

「僕たちコスプレ同好会が、このチャンスを逃のがすわけないだろっ。やっぱり、客席からだとあんまりよく撮とれてないみたいだからね、すでに予約はいっぱいだっ」

「我が魔ま術じゆつ結社の資金源として役立てられることを誇ほこりに思うがよい！」

「えへへっ、これで儲もうかったお金で、人形さんたちをたくさん買うの」

「やっぱり……強敵っ！　武たけ一いちくんは、わたさない」

「へっへぇ、お兄ちゃん、こっちは動画だよ、まったく何度みてもけしからんよ、お兄ちゃん！」

「万里ちゃん、すごい嬉うれしそうな顔……お兄さん、僕は負けませんっ。必ずあなたを超えて見せますっ！」

　皆が、それぞれデジカメや携けい帯たいを持っていて、僕の方にお気に入りの一枚を見せてくれる。

　なんだよこれっ！

　もっかい言うよ。

　なんだよこれーーーっ！

　あぁ、駄だ目めだ。敵が多すぎる、もうどれだけ頑がん張ばっても流出を防げそうにないよ。明石あかしさんはもういい加減に気づいて。万里、お前まで、なにやってんの。陸りくくんもわけわかんないよっ。今だけは、デジタルカメラを開発した人が憎にくいっ。

「文ふみ野のくん、気を落とさないでください。ベビーカステラ食べますか？」

　と、砂すな原はらさんが優しい声で語りかけてくれる。

「あぁ、砂原さん。ありがと。僕に優しくしてくれるのは君だけだ」

「ええ。でも文野くん、やっぱり君は素敵ですね」

　砂原さんの手には、携帯電話があった。御ご幣へいを振りかざす僕が移っていた。

　なんで砂原さんまで持ってるんだよっ！　しかも、誰だれよりもベストショット！

「あー、コトちゃんズルイっ、いつの間にっ！　私にも送ってよ」

「えぇ、いいですよ。ほら、こんなのもありますよ」

「か、可愛かわいいっ！　可愛い警察に捕つかまっちゃうっ！」

　そこの二人、仲良くなり過ぎだよっ。

　僕のことはほったらかしにして、写真の見せ合いや交こう換かん会かいが始はじまる。

　勝手にわいわいと盛り上がる皆を見ながら、今度こそ本当に誓ちかったんだ。

　ぜったいに、ぜったいに、ぜったいに──男らしくなってやるっ！










あとがき




　可愛かわいいという言葉をカワイイと書くと、なんだか元気な気がします。

　面白いという言葉をオモシロイと書くと、なんだか流は行やってる気がします。

　好きという言葉をスキと書くと、なんだか可愛い気がします。

　嫌きらいという言葉をキライと書くと、やっぱり可愛い気がします。

　だけど私はなぜか、オモシロイより面白いと言われた方が嬉うれしい気がします。嫌いと言われたらヘコみますが、キライと言われたらがグっとくる気がします。大嫌いと言われたら立ち直れませんが、大っキライといわれたらがぜんやる気が出てきます。

　言葉って楽しいですね、ってまとめたかったんですが、なんだか恥ずかしい感じになった気がしてるのは秘密です。




　こんにちは、瀬せ那な和かず章あきです。

　可愛くなんかないからねっ、第二巻を手に取っていただきありがとうございました。

　本作をもちまして、この物語は一区切りと考えています。ハル、砂すな原はらさん。小こ町まちの三人娘を応おう援えんして下さった皆さん、本当にありがとうございました。もし、今後大きなご声せい援えんをいただければ、再び続けていきたいと思っております。それまで、三人娘のこれからを皆様で思い描いていただけると、これ以上の喜びはありません。

　子供の頃ころに好きだった『月つきの沙さ漠ばく』や『朧おぼろ月づき夜よ』、北きた原はら白はく秋しゆう先生のミステリアスな童どう謡よう集しゆうなど、まだまだテーマにしたかった童謡がたくさんあるのは心残りですが、こちらも、また別の機会があればモチーフにしていきたいです。

　私に物語の面白さを教えてくれたのは本や映画や漫画で、掛け合いの面白さを教えてくれたのは漫才と新喜劇ですが、言葉そのものの面白さを教えてくれたのは詩や歌の気がします。一巻の巻末でも書かせていただきましたが、この本をきっかけに、ほんの少しでも童謡に興味を持っていただけたら幸いです。

　最後に、この物語を刊行するにあたってお世話になった皆様に、この場を借りて感謝を述べたいと思います。地味なテーマにもかかわらず応援してくださった担当の佐さ藤とう様、小こ原ばら様。素敵なイラストで物語を彩いろどっていただいてくださいましたイラストレーターのシコルスキー様、この本を出すに当たり携たずさわっていただいた全ての皆様、そして応援して頂いた読者の皆様、本当にありがとうございました。




　秘密という言葉をヒミツと書くと、お洒落しやれな気がします。

　奇き跡せきという言葉をキセキと書くと、少しお手軽な気がします。

　人生という言葉をジンセイと書くと、急に肩の力を抜ぬいて生きていける気がします。

　素敵という言葉をステキと書くと、ほんのり華はなやかな気がします。

　「素敵ですね」というのは本作のヒロイン、砂すな原はらさんの口くち癖ぐせでもありますが、素敵という言葉だけは、素敵と書いた方がずっとステキな気がするのです。

　これからも、素敵なものを見逃さないようにアンテナを張はり巡めぐらせていきたいと思います。そして、皆さんに、素敵だと、面白いと言っていただける物語をお届けできるようになりたいと思っています。

　まだまだ未熟者ですが、これからもせいいっぱい書き続けていきます。

　これからもよろしくお願いします。


瀬せ那な和かず章あき
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瀬せ那な和かず章あき

羊よう羹かんスティックの可能性を考えてみました。写真はみんなでジェンガをしているところ。普通より難しいです。羊羹はこのあともちろんおいしくいただきました。
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イラスト／シコルスキー

猫とおにゃのこと映画を愛する神奈川県在住の引きこもり絵描き。好きな映画：ブレイブハート、未来世紀ブラジル、博士の異常な愛情、隠し砦の三悪人、ミッドナイトラン。
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可愛かわいくなんかないからねっ!2
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